
修猷館同窓会誌

菁莪２０２５
令和７年 January/Seiga



表紙解説
パリ2024パラリンピック競技大会の視覚障がい者柔道男子73㎏級で、平成30年
卒の瀬戸勇次郎さんが、見事に金メダルを獲得した。世界のトップアスリート
が集うオリンピック、パラリンピックでの修猷館卒業生の金メダルは、1936年
のベルリンオリンピックで競泳（平泳ぎ）に出場した葉室鐵夫さん（昭和10年
卒、故人）以来の快挙となった。

瀬戸さんが在籍した柔道部のOB・OGら５名でパリに同行し、表紙の写真を�
提供頂いた田中泰弘さん（平成12年卒）の応援記からは、熱い興奮が伝わって
来る。

「せーの、勇次郎いくぞー！　せーの、勇次郎ファイトー！」
令和６年９月６日、フランスの首都パリにあるシャン・ド・マルス・アリーナ
に声援が響き渡った。瀬戸勇次郎（平成30年卒）がパリ2024パラリンピック�
柔道決勝の畳に向かう中の光景だ。修猷魂と書かれた日章旗と共に、館旗の六
光星もスタンドで翻り、弱視の勇次郎にもきっと修猷応援団の勇姿が届いて�
いたと思う。
表彰台で涙を流す勇次郎が会場の大画面に映ると我々もこらえきれなくなり、
皆で斉唱した君が代は一生の思い出となった。
� （以上、修猷館柔道倶楽部幹事長・田中泰弘さん）

３年前、東京パラリンピックで銅メダルに終わり、悔しさをバネに頂点に挑み
続けた瀬戸さんの思い、そして今、新たに見据えた目標。ぜひ、本誌「随想」
の寄稿をご一読頂きたい。� 文責　佐伯
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

２
０
２
４
年
は
色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
元
日
に
能
登
で
震
災
、
２
日
に
は
羽
田
で
の
航
空
機
事
故
、

３
日
は
私
が
住
む
北
九
州
で
は
商
店
街
の
大
火
が
発
生
し
、
災
害
尽
く
し
で
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
能
登
で

は
水
害
に
も
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
早
期
の
復
旧
を
祈
念
し
ま
す
。

　

喉
元
を
過
ぎ
て
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
灼
熱
の
夏
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
は
猛
威
を
振
る
い
、
太
宰
府
が
日
本

一
暑
い
街
の
称
号
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
明
る
い
話
題
が
目
白
押
し
で
し
た
。
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
が
大
活
躍
し
３
度
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得

し
ま
し
た
。
相
撲
で
は
尊
富
士
が
１
１
０
年
ぶ
り
に
新
入
幕
の
優
勝
を
飾
れ
ば
、
大
の
里
は
昭
和
以
降
最
速
で
の
大

関
昇
進
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

パ
リ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
瀬
戸
勇
次
郎
君
（
平
成
30
年
卒
）
の
柔
道
73
kg
級
で
の
金
メ

ダ
ル
獲
得
の
快
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
一
は
横
浜
に
譲
っ
た
も
の
の
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
４
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
も
あ
り
ま
し
た
。

　

経
済
で
は
バ
ブ
ル
期
以
来
34
年
ぶ
り
の
株
高
、
17
年
ぶ
り
の
利
上
げ
で
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
消
、
そ
れ
で
も
30
年
ぶ

り
の
円
安
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
円
安
に
押
さ
れ
て
の
物
価
高
も
続
く
中
で
、
33
年
ぶ
り
に
５
％
超
え
の
賃
上
げ
が

実
現
し
、
経
済
の
好
循
環
の
予
兆
も
出
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
も
適
度
な
イ
ン
フ
レ
と
賃
上
げ
で
日
本
経
済
の

活
性
化
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
内
政
治
で
は
政
治
資
金
問
題
で
逮
捕
者
が
出
る
と
、
岸
田
総
理
退
陣
・
石
破
総
理
誕
生
・
衆
院
選
挙
で
与
党
の

過
半
数
割
れ
と
続
き
、
国
の
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
く
変
わ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
各
地
で
不
安
定
な
政
治
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
返
り
咲
き
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
もM

ake A
m
erica Great A

gain

で
し
た
が
、
こ
の
時
は
米
国

の
製
造
業
の
復
活
の
た
め
と
し
て
、
日
本
が
標
的
と
な
り
、
輸
出
の
自
主
規
制
、
円
の
切
上
げ
な
ど
を
強
要
さ
れ
ま

し
た
。
政
治
的
に
は
徹
底
し
た
反
共
政
策
で
、
当
時
は
ま
だ
圧
倒
的
な
大
国
で
あ
っ
た
米
国
が
裏
に
表
に
立
ち
回
り
、

東
西
冷
戦
の
終
了
と
い
う
エ
ポ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
は
「
歴
史
の
終
わ
り
」
で
民
主
主

義
と
自
由
主
義
が
最
終
的
な
勝
利
を
収
め
た
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。
が
、
ど
う
も
違
っ
た
よ
う
で
す
。

同
窓
会
会
長

津　

田　

純　

嗣

（
昭
和
44
年
卒
）

御
挨
拶
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米
国
は
そ
の
極
端
な
功
利
主
義
を
（
偽
善
も
含
む
）
正
義
感
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
来
ま
し
た
。
私
が
暮
ら
し
て

い
た
90
年
代
の
米
国
で
は
、「Fair

（
公
正
）」
の
言
葉
が
よ
く
米
国
人
と
の
会
話
で
出
て
来
ま
し
た
。Fair Play, 

Fair D
eal, Fair Price

な
ど
で
、「
利
害
関
係
者
も
、
さ
ら
に
は
社
会
も
納
得
で
き
る
正
し
さ
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

自
由
主
義
・
個
人
主
義
の
国
で
本
音
と
建
前
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
持
つ
べ
き
感
覚
と
し
て
、
行
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
のGood D
eal

に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま
う
と
し
た
ら
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
、

個
人
主
義
と
自
国
第
一
主
義
へ
の
傾
注
で
社
会
や
世
界
の
秩
序
に
混
乱
を
与
え
る
こ
と
が
脅
威
で
す
。

　

ロ
シ
ア
で
は
大
ロ
シ
ア
帝
国
、
中
国
で
も
大
明
帝
国
へ
の
回
帰
へ
の
思
い
が
現
状
を
変
え
る
動
き
と
な
り
、
周
辺

国
を
巻
き
込
ん
で
の
戦
争
・
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
国
家
の
意
思
と
し
て
独
裁
制
の
も
と
、
国

家
思
想
と
し
て
益
々
、
強
固
に
な
り
続
け
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

　

中
東
で
は
宗
教
と
い
う
人
間
の
根
本
問
題
で
の
対
立
で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
周
辺
の
イ
ス
ラ
ム
教
の
民
族
と
の
争

い
は
、
も
つ
れ
て
し
ま
っ
た
糸
の
よ
う
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
間
で
も
宗
派
の
違
い
で
思
想
・
政
治
・
軍
事
そ
し

て
生
活
の
全
て
の
場
面
で
の
争
い
と
な
っ
て
、
収
束
の
目
処
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

自
由
主
義
・
民
主
主
義
が
世
界
を
覆
い
尽
く
す
と
私
も
信
じ
て
い
た
20
年
前
と
の
状
況
の
違
い
に
は
驚
愕
し
て
い

ま
す
。
自
由
主
義
・
民
主
主
義
と
言
わ
れ
る
国
家
群
も
混
乱
し
多
様
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

で
は
、
日
本
の
自
由
主
義
・
民
主
主
義
を
こ
れ
か
ら
も
支
え
て
行
く
も
の
は
と
考
え
る
と
、
そ
れ
は
日
本
の
歴
史

に
根
ざ
し
た
文
化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
儒
教
の
五
常
の
仁
義
礼
智
信
は
中
国
よ
り
も
日
本
で
昇
華
さ
れ
て
日
常
に

入
り
込
ん
で
い
ま
す
し
、「
弱
い
子
を
虐
め
ず
、
大
き
な
子
か
ら
は
逃
げ
な
い
」
勇
気
は
勇
猛
果
敢
なFair Play

の
精

神
で
あ
り
、「
三
方
良
し
」
はFair D

eal

そ
の
も
の
で
す
。
世
界
が
共
有
で
き
る
美
徳
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
貰
う
人
を
育
む
場
と
し
て
、
日
本
の
伝
統
が
息
づ
く
修
猷
館
は
相
応
し
い
と
思
え

ま
す
。
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
の
気
概
と
も
共
通
す
る
、「
武
士
の
掟
」
の
心
で
日
本
を
治
め
、
世
界
を
相
手
に

す
る
修
猷
館
生
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
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東
京
修
猷
会
会
長
就
任
挨
拶

等　
　
　

健　

次

（
昭
和
45
年
卒
）

　

―
自
己
紹
介
―

　

昨
年
、
伊
藤
哲
朗
前
会
長
の
後
を
継
ぎ
、
東
京
修
猷
会
会
長
及
び
修
猷
館

同
窓
会
副
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
昭
和
45
年
卒
の
等
健
次
で
す
。

自
転
車
で
西
新
に
通
っ
た
３
年
、
修
猷
館
同
窓
会
の
先
駆
け
で
あ
る
浩
浩
居

で
２
年
、
東
京
修
猷
会
で
は
学
年
幹
事
、
副
幹
事
長
、
副
会
長
と
11
年
修
猷

館
と
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
人
生
を
振
り
返
る
と
良
き
恩
師
、
友
人
、
諸

先
輩
、
後
輩
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
恩
に
少
し
で
も
報
い
る
べ
く
歴

史
と
伝
統
あ
る
東
京
修
猷
会
会
長
及
び
修
猷
館
同
窓
会
副
会
長
の
重
責
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

―
東
京
修
猷
会
の
活
動
―

　

東
京
修
猷
会
も
他
同
窓
会
と
同
じ
く
新
型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
昨
年
５
年
ぶ
り
に
懇
親
会
を
含
め
た
総
会
を
ホ
テ
ル
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。宴
会
場
は
広
く
、皆
さ
ん
が
同
期
で
集
ま
っ

た
後
、
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
て
部
活
な
ど
の
先
輩
、
後
輩
と
交
流
さ
れ
て
い
る

の
を
見
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
以
前

の
７
０
０
人
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
４
１
人
の
参
加
が
あ
り
、
同

窓
会
の
原
点
に
戻
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
５
年
前
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
総
会
は
中
止
。
そ
の
後
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
再
開
、

翌
年
は
懇
親
会
な
し
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
。
一
昨
年
は
レ
ス
ト
ラ
ン
。
そ
し

て
昨
年
よ
う
や
く
ホ
テ
ル
で
人
数
制
限
な
し
の
完
全
開
催
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
人
々
の
行
動
制
限
、
ホ
テ
ル
会
場
不

足
、
会
場
費
値
上
げ
と
い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
る
中
で
、
六
星
会
（
平
成
６
年

卒
）、
七
猷
会
（
平
成
７
年
卒
）、
平
八
会
（
平
成
８
年
卒
）、
九
猷
会
（
平

成
９
年
卒
）
の
幹
事
学
年
と
執
行
部
の
皆
さ
ん
が
よ
く
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。

伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
状
況
変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
、
ま
さ
に

修
猷
の
精
神
を
発
揮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
毎
年
参
加
者
に
は
所
属
部
活
の

記
載
を
お
願
い
し
て
き
た
の
で
す
が
、
昨
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
、
剣
道
、
美
術

な
ど
20
に
及
ぶ
運
動
部
・
文
化
部
の
参
加
者
が
あ
り
、
年
一
回
の
会
が
同
期

の
集
ま
り
だ
け
で
な
く
年
代
を
超
え
た
部
活
の
集
ま
り
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
の
総
会
は
６
月
13
日
（
金
）
ハ
イ
ア
ッ

ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

東
京
。
幹
事
学
年
天
猷
会
（
平
成
10
年
卒
）
の
皆
さ

ん
に
は
準
備
段
階
か
ら
熱
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
修
猷
会
に
は
昭
和
27
年
頃
か
ら
続
い
て
い
る
、
修
猷
卒
業
生
に
よ
る

館
友
の
た
め
の
講
演
会
「
二
木
会
」
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
で
、
他
校
同
窓
会
で
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
士
会
館
で
毎
月

第
二
木
曜
日
（
19
時
）
に
開
催
さ
れ
、
昨
年
11
月
で
６
８
７
回
に
な
り
ま
し

た
。
直
近
で
は
「
猷
を
修
む
と
名
に
負
う
か
ら
に
は
～
日
本
漢
文
学
か
ら
見

た
修
猷
館
」（
合
山
林
太
郎
さ
ん
平
成
８
年
卒
）、「
長
生
き
時
代
の
悩
み
に

寄
り
添
う
雑
誌
『
婦
人
公
論
』
に
見
る
〜
人
生
後
半
を
楽
に
、
心
豊
か
に
生

き
る
ヒ
ン
ト
」（
三
浦
愛
佳
さ
ん
平
成
３
年
卒
）、「
修
猷
で
の
教
え
が
日
本

医
師
会
長
の
道
を
作
っ
た
～
日
本
医
療
の
素
晴
ら
し
さ
と
今
後
」（
横
倉
義

武
さ
ん
昭
和
38
年
卒
）
な
ど
幹
事
学
年
や
執
行
部
の
皆
さ
ん
が
関
心
の
あ
る
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と
経
験
が
、
再
び
集
ま
っ
た
時
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
福

岡
を
離
れ
東
京
で
暮
ら
す
故
に
絆
は
殊
更
強
く
な
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う

幹
事
学
年
が
自
由
に
企
画
・
運
営
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
（
平
成
30
年
卒
）

が
柔
道
73
kg
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
現

役
生
も
柔
道
、
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
、
山
岳
に
加
え
、
書
道
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
な
ど
文
化
部
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
総
会
で
中
神
智
文
館
長
か

ら
コ
ー
ラ
ス
部
が
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
演

す
る
と
聞
き
、
８
月
、
応
援
の
た
め
岐
阜
県
可
児
市
へ
行
き
ま
し
た
。
元
石

隆
英
先
生
指
揮
の
下
ア
カ
ペ
ラ
の
き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
豊
か
な
曲
想
に

感
動
し
、
現
役
生
の
若
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
可
児
市
在

住
の
先
輩
が
修
猷
小
旗
を
も
っ
て
来
ら
れ
た
り
、
合
唱
部
先
輩
に
57
年
振
り

に
会
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
現
役
の
応
援
に
は
行
く
も
の
だ
と
改
め
て
思
っ

た
次
第
で
す
。
11
月
に
は
研
修
旅
行
２
年
生
と
卒
業
生
と
の
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
同
期
の
交
流
、
部
活
動
の
年
代
を
超
え
た
交
流
、
そ
し

て
現
役
と
卒
業
生
と
の
交
流
を
も
っ
と
応
援
で
き
る
よ
う
な
同
窓
会
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
東
京
修
猷
会
、
修
猷
館
同
窓
会
が
益
々
発
展
し
て
い
き
ま
す
よ
う
に
、

加
藤
純
一
（
昭
和
51
年
卒
）、
鈴
木
俊
彦
（
昭
和
53
年
卒
）
両
副
会
長
を
は

じ
め
、
各
役
員
、
執
行
部
な
ら
び
に
学
年
幹
事
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
精
一
杯

務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

分
野
で
活
躍
す
る
先
輩
・
後
輩
に
講
演
を
依
頼
し
ま
す
。
政
治
、
行
政
、
経

済
、
医
療
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
話
を
、
そ
の
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
か
ら
直
に
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
昨
年
の
講
演
リ
ス
ト
は
「
支
部

だ
よ
り
」
を
、
詳
し
い
講
演
内
容
は
東
京
修
猷
会
H
P
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で
一
時
期
中
止
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
導
入
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
シ
ス
テ
ム
が
軌
道
に
の
り
、
今
で
は
半
数
の
方
々
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
。
福
岡
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
、
ド
バ
イ
か
ら
も
参
加
者
が
い
ま
す
。

講
演
後
に
は
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。
毎
回
30
～
40
人
が
集
ま
り
、
講
演
者
と

直
に
話
せ
る
ほ
か
、
年
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
も
っ
と
多

く
の
方
々
、
と
く
に
20
・
30
歳
代
の
皆
さ
ん
に
、
視
聴
・
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
学
士
会
館
は
全
館
改
修
の
た
め
、
今
年
１
月
か
ら
は
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
修
猷
」
と
い
う
家
族
や
友
人
で
参
加
で
き
る

企
画
が
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
は
江
崎
文
武
さ
ん
（
平
成
23
年
卒
）
達
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
。
昨
年
は
巨
瀬
励
起
さ
ん
（
平
成
８
年
卒
）、
吉
田
明
未
さ

ん
（
平
成
21
年
卒
）
に
よ
る
オ
ペ
ラ
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
団
伊
玖
磨
（
祖
父
団
琢

磨
は
修
猷
館
卒
）
作
曲
の
合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」
よ
り
「
河
口
」
を
38
人
で

合
唱
。
い
ず
れ
も
修
猷
卒
業
生
の
生
演
奏
で
す
。
館
友
が
活
躍
す
る
場
の
広

が
り
を
感
じ
ま
す
。
４
月
と
９
月
に
は
二
木
会
ゴ
ル
フ
、
12
月
に
は
忘
年
会

が
あ
り
、
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

―
今
後
の
抱
負
―

　

幹
事
学
年
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
。
会
社
や
家
庭
で
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
東
京
修
猷
会
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
多
感
な
青
春
時
代
を
修
猷
館
で

と
も
に
過
ご
し
、
自
分
た
ち
で
運
動
会
、
文
化
祭
を
や
り
遂
げ
て
き
た
記
憶
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て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
三
○
年
卒
業
と
い
う
と
、
同
級
生
に
は
元
副
総
理
の
山
崎
拓
氏
、

市
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
石
村
一
明
氏
、
九
電
副
社
長
の
の
ち
福

岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
会
長
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
館
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た

石
川
敬
一
氏
、
同
窓
会
名
簿
委
員
長
の
平
田
豊
氏
な
ど
錚
々
た
る
先
輩
方

が
お
ら
れ
ま
す
。

　

教
諭
と
し
て
の
激
務
の
傍
ら
、
同
窓
会
の
事
務
局
長
と
し
て
昭
和
五
五

年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
、「
菁
莪
」
の
編
集
委
員
と
し
て
平
成
二
一
年
ま
で
、

同
窓
会
の
常
任
幹
事
を
平
成
一
一
年
ま
で
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
長
い
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
は
学
校
と
の
緊
密
な
連
絡
が
必
要
で
す
。
学
校
で
の
行
事
や
施

設
の
充
実
な
ど
の
た
め
経
済
的
な
援
助
を
何
度
も
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
学
校
か
ら
同
窓
会
へ
出

向
？　

と
い
う
形
で
先
生
が
常

任
幹
事
会
に
出
席
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
以
前
に
は
卒
業
生
で
は

な
か
っ
た
先
生
も
か
な
り
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
水
崎
先
生
は
そ

の
大
役
を
何
年
も
果
た
さ
れ
ま

し
た
。

　

援
助
の
一
例
は
、
選
抜
さ
れ

た
生
徒
が
主
と
し
て
米
国
な
ど

に
海
外
派
遣
旅
行
へ
行
く
際
の

旅
費
補
助
、
県
で
は
許
可
さ
れ

　

水
崎
雄
文
先
生
を
悼
む

古　

賀　

健　

一

（
昭
和
35
年
卒
）

　

令
和
五
年
（
二
○
二
三
年
）
修
猷
館
教
諭
、
同
窓
会
事
務
局
長
で
あ
っ

た
水
崎
雄
文
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
高
齢
だ
っ
た
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
お
元
気
で
お
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
本
当
に
残
念
で
す
。

　

こ
の
訃
報
は
本
誌
「
菁
莪
」
の
編
集
長
だ
っ
た
森
下
さ
ん
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
先
生
と
は
同
窓
会
で
私
と
同
じ
常
任
幹
事
と
し
て

長
く
ご
一
緒
だ
っ
た
の
で
、
よ
く
存
じ
上
げ
て
い
る
者
と
し
て
残
念
至
極

で
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

先
生
は
昭
和
三
○
年
本
校
を
卒
業
さ
れ
、
九
州
大
学
文
学
部
、
さ
ら
に

同
大
学
院
文
学
研
究
科
を
ご
卒
業
。
昭
和
三
九
年
に
福
岡
県
の
教
諭
に
採

用
さ
れ
、
初
の
赴
任
地
と
し
て
名
門
小
倉
高
等
学
校
に
赴
任
、
昭
和
四
五

年
に
福
岡
県
立
福
岡
高
校
に
異
動
の
あ
と
昭
和
五
一
年
四
月
に
母
校
で
あ

る
修
猷
館
高
等
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
猷
館
の
教
諭
と
し
て
は
平
成
五
年
三
月
ま
で
一
七
年
の
長
き
に
亘
り

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
生
徒
た
ち
を
教
え
る
と
い
う
教
諭
冥
利
に
尽

き
た
人
生
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
ま
す
。
新
入
生
の
授
業
で
は
修
猷

館
の
歴
史
、
校
章
、
制
帽
、
館
歌
、
館
旗
な
ど
の
由
来
を
も
熱
心
に
教
え

追　
　

悼

平成22年度同窓会　すごろく会学年企画で
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て
い
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
人
工
芝
敷
設
工
事
費
用
の
補
助
な
ど
で
す
。

　

ま
た
修
猷
館
の
創
立
二
百
年
な
ど
の
創
立
記
念
行
事
に
は
同
窓
会
と
し

て
式
典
を
挙
行
し
記
念
誌
を
発
行
、
記
念
講
演
、
さ
ら
に
記
念
展
を
西
新

岩
田
屋
で
開
催
す
る
な
ど
他
校
で
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
大

き
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
水
崎
先
生
は
事
務
局
と
し
て
、「
修

猷
館
二
百
年
誌
」
の
編
者
と
し
て
加
わ
り
、
ま
た
常
任
幹
事
と
し
て
大
活

躍
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
著
書
に
、
明
治
二
四
年
に
起
こ
っ
た
軍

へ
の
投
石
事
件
を
扱
っ
た
「
修
猷
館
投
石
事
件
」（
花
乱
社
）
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
一
昨
年
「
菁
莪
」
に
そ
の
「
菁
莪
」
の
歴
史
に
つ
い
て
駄
文
を
投

稿
し
た
際
、
内
容
に
記
憶
違
い
や
間
違
い
が
あ
っ
て
は
ま
ず
い
と
、
念
の

た
め
に
水
崎
先
生
に
原
稿
を
送
っ
て
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
ご
親
切

に
も
誤
字
・
脱
字
ま
で
推
敲
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

先
生
の
母
校
へ
の
愛
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
に
目
立
つ
よ
う
な
姿
勢
は
見
せ
ら
れ
ず
、
そ
れ
で
い
て

い
つ
も
柔
ら
か
く
真
剣
に
進
言
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
水
崎
先

生
は
「
赤
外
線
ス
ト
ー
ブ
」
の
よ
う
な
方
で
し
た
、
と
は
本
誌
の
新
編
集

長
で
教
え
子
で
も
あ
っ
た
佐
伯
君
の
感
想
で
す
。
温
か
み
が
に
じ
み
出
る

よ
う
な
人
柄
で
、
私
も
思
わ
ず
上
手
い
表
現
だ
と
共
感
し
ま
し
た
。

　

水
崎
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
修
猷
館
、
同
窓
会
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
（
先
生
の
履
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
学
校
事
務
局
、
同
窓
会
事
務
局
に

情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。）
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少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
状
況
下
、
将
来
に
向
け
て
日
本
が
世
界
の
真

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
か
否
か
は
、
今
後
の
国
民
教
育
の
充
実
如
何
に
か

か
っ
て
お
り
、
子
供
の
頃
か
ら
強
靭
な
心
身
と
高
い
志
を
育
成
す
る
教
育

機
関
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
全
く
新
し
い
小
中
学
校
を
作
る
と
い
う
素
志
の
表
明
で
す
。
か

つ
て
ゼ
ネ
コ
ン
勤
務
時
に
私
が
訪
れ
た
国
々
―
―
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
ド
ミ

ニ
カ
・
ベ
ト
ナ
ム
等
々
―
―
の
子
供
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
貧
し
く
と
も
自

分
の
生
ま
れ
た
環
境
を
肯
定
し
つ
つ
楽
天
的
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
対

照
的
に
今
か
ら
三
十
年
前
に
、
海
外
勤
務
十
四
年
を
終
え
て
久
し
ぶ
り
に

目
に
し
た
祖
国
日
本
の
子
供
た
ち
は
実
に
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
な
様
子
で

日
々
登
校
し
て
い
た
の
で
す
。
当
時
の
青
少
年
の
国
際
比
較
を
見
て
も

「
自
分
に
自
信
が
な
く
、
こ
の
世
に
生
き
る
意
味
を
見
出
せ
な
い
」
日
本

の
若
者
の
割
合
は
世
界
の
中
で
突
出
し
て
お
り
、
国
の
将
来
を
悲
観
さ
せ

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
自
己
肯
定
感
の
欠
如
は
、
栄
光
と
愛
着
に
満
ち
た
父
祖
の
歴

史
を
あ
り
の
ま
ま
に
教
え
ず
、
い
わ
ゆ
る
自
虐
史
観
が
検
定
教
科
書
を

覆
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
遠
因
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
世
に
生
ま
れ

た
一
人
一
人
は
か
け
が
え
の
な
い
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
開
花
の
た

め
如
何
に
努
力
す
る
か
と
自
問
し
つ
つ
志
を
磨
く
機
会
の
無
さ
が
、
子
供

た
ち
の
元
気
の
発
露
を
妨
げ
て
来
た
よ
う
で
す
。

　

爾
来
、
日
本
の
子
供
た
ち
の
目
を
再
び
輝
か
せ
た
い
と
教
育
再
生
を
目

ざ
し
て
、
偉
人
伝
を
大
人
向
け
・
子
供
向
け
に
語
り
聞
か
せ
る
「
株
式
会

社
寺
子
屋
モ
デ
ル
」
を
立
ち
上
げ
、「
偉
人
の
生
き
方
を
お
手
本
に
し
よ

　

小
中
一
貫
校
「
志
明
館
」
を
開
校
し
て

山　

口　

秀　

範

（
昭
和
42
年
卒
）

■
学
校
作
り
の
動
機

　

十
六
年
に
及
ぶ
長
い
準
備
期
間
を
経
て
、
令
和
六
年
四
月
に
小
中
一
貫

校
「
志
明
館
」
を
開
校
し
ま
し
た
。
所
在
地
は
小
倉
北
区
中
井
口
で
す
。

ま
ず
は
十
年
前
の
発
起
人
会
趣
意
書
冒
頭
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
次
の
三
点
が
現
代
日
本
を
覆
っ
て
い
る
こ
と
に
深
刻
な
憂

慮
を
抱
い
て
い
ま
す
。

①�　

自
己
肯
定
意
識
（
自
分
の
帰
属
す
る
家
族
・
地
域
・
国
へ
の
誇
り
）

の
希
薄
さ

②�　

公
の
た
め
に
尽
く
す
使
命
感
（
世
の
た
め
人
の
た
め
と
い
う
志
）
の

欠
如

③�　

困
難
・
逆
境
に
立
ち
向
か
う
気
魄
・
勇
気
（
心
身
の
逞
し
さ
）
を
培

う
機
会
の
少
な
さ

随　
　

想
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業
に
通
っ
て
現
場
体
験
を
積
む
学
習
や
、
思
考
力
・
発
信
力
を
習
慣
化
す

る
た
め
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
の
授
業
、
さ
ら
に
は
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
に
も
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
海
外
姉
妹
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
進
め
、
一
定
期
間
の
留
学
も
奨
励
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
全
学
年
を
通
じ
て
美
し
い
日
本
語
の
習
得
は
必
須
で
あ
り
、

先
人
の
生
き
方
に
学
び
、
茶
道
・
武
道
・
書
道
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、

日
本
人
と
し
て
の
礼
儀
作
法
、
穏
や
か
で
芯
の
強
い
心
を
養
う
授
業
、
機

会
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

最
後
の
一
年
間
（
第
四
期
）
に
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
既
に
す
べ
て
終
え
て
い
る
の
で
、
主
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に

取
り
組
み
、
各
人
が
将
来
に
向
け
た
研
究
や
進
路
準
備
活
動
に
し
っ
か
り

専
念
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
全
体
を
通
し
て
教
科
担
任
制
を
導
入
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
指
導
に
秀
で
た
教
員
が
授
業
を
行
っ
て
子
供
た
ち
の

興
味
関
心
を
喚
起
し
ま
す
。
さ
ら
に
適
切
な
Ｉ
Ｔ
ア
プ
リ
を
駆
使
し
て
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
、
得
意
・
不
得
意
分
野
を
可
視
化
し
て
個
別
指

導
に
繋
げ
る
「
個
別
最
適
化
学
習
」
を
実
現
さ
せ
、
全
員
が
し
っ
か
り
学

力
定
着
で
き
る
よ
う
導
き
ま
す
。

　

志
明
館
で
何
よ
り
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
た
と
え
失
敗
や
困
難
に
直

面
し
て
も
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
考
え
、
探
求
し
て
い
く
「
発
憤

力
」（
＊
）
を
養
う
こ
と
と
、
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
、
勇
気
あ
る
行
動

力
、
世
の
た
め
人
の
た
め
と
い
う
強
い
志
を
持
っ
た
「
人
間
力
」
溢
れ
る

人
財
を
育
む
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
り
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
て
も
、
発
憤
力
と

人
間
力
が
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
進
む
べ
き
道
を
力
強
く
切
り
拓
い
て
い
け

う
」
と
提
唱
し
て
来
ま
し
た
。
や
が
て
博
多
学
園
の
八
尋
太
郎
理
事
長
と

出
会
い
意
気
投
合
し
た
時
か
ら
、
小
学
校
作
り
が
具
体
化
し
始
め
ま
し
た
。

　
「
逆
境
」
の
克
服
は
多
く
の
偉
人
た
ち
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で

し
た
が
、
現
代
の
子
供
た
ち
に
逆
境
を
与
え
る
こ
と
は
至
難
の
業
と
化
し

て
い
ま
す
。
す
べ
て
は
大
人
が
お
膳
立
て
を
し
て
躓つ

ま
づ

か
せ
な
い
、
困
ら
せ

な
い
よ
う
に
仕
向
け
る
風
潮
の
中
で
、
せ
め
て
学
校
で
は
「
な
る
べ
く
教

え
ず
に
自
ら
考
え
さ
せ
る
」、「
失
敗
を
経
験
さ
せ
自
力
で
迷
路
の
出
口
を

見
つ
け
る
」
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
思
い
が
結

集
し
て
「
志
明
館
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

■
い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、
発
憤
力
、
人
間
力

　

志
明
館
で
は
、
子
供
た
ち
が
学
校
の
制
度
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

学
校
が
子
供
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
る
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
小
中
の
九
年
間
を
「
二
・
三
・
三
・
一
」
の
四

期
に
区
切
り
ま
す
。
小
学
校
一
、
二
年
生
の
第
一
期
は
、
何
事
も
抵
抗
な

く
吸
収
す
る
幼
児
期
間
の
延
長
で
、
規
範
意
識
や
躾
に
始
ま
り
、
Ａ
Ｉ
搭

載
ア
プ
リ
も
活
用
し
て
漢
字
や
計
算
な
ど
の
反
復
学
習
を
進
め
る
と
共
に
、

自
然
体
験
・
文
化
体
験
の
機
会
へ
と
誘
導
し
、
一
方
で
は
校
内
の
畑
で
の

野
菜
作
り
や
日
常
的
な
外
遊
び
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
感
性
を
育
み
ま
す
。

　

最
初
の
二
年
間
で
基
礎
を
作
っ
た
後
、
小
学
校
三
、
四
、
五
年
生
と
い

う
好
奇
心
・
自
立
心
の
強
く
な
る
第
二
期
に
は
引
き
続
き
学
力
の
土
台
を

つ
く
る
授
業
を
行
い
な
が
ら
、
自
分
の
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て

自
発
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
小
学
六
年

生
か
ら
中
学
二
年
生
の
第
三
期
は
、
各
人
の
深
め
た
い
分
野
を
大
学
や
企
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る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
財
が
増
え
て
い
け
ば
、
き
っ
と
日
本
の
未
来

も
明
る
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
（
＊
）
発
憤
は
『
論
語
』
の
「
憤
せ
ざ
れ
ば
啓
せ
ず
、
悱
せ
ざ
れ
ば
発

せ
ず
」
に
因
ん
で
名
づ
け
た
。
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
旺
盛
に
発
揮
せ
ぬ
弟
子

へ
は
、
師
は
手
を
差
し
の
べ
な
い
と
の
意
味
。

■
理
念
と
校
訓
・
校
歌

　

本
校
の
理
念
を
「
誇
り
と
志
を
培
い
、
日
本
で
、
世
界
で
羽
ば
た
く
人

財
を
輩
出
す
る
」
と
定
め
、
そ
の
実
行
を
促
す
た
め
に
「
志
明
館
師
心

得
」、「
志
明
館
友
心
得
」、「
志
明
館
親
心
得
」
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

志
明
館
の
教
師
は
「
自
ら
の
生
き
る
目
標
を
高
く
掲
げ
て
人
間
力
を
磨

き
つ
つ
、
同
志
と
の
切
磋
琢
磨
を
怠
ら
ざ
る
べ
し
」
と
の
自
覚
を
持
ち
、

「
館
友
」（
在
校
生
の
み
な
ら
ず
卒
業
後
も
こ
う
呼
ぶ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質

を
見
抜
き
可
能
性
を
引
き
出
す
助
言
者
と
な
り
、
教
え
子
た
ち
と
一
生
の

つ
き
合
い
を
楽
し
む
こ
と
を
目
ざ
し
ま
す
。

　

一
方
「
館
友
」
は
「
自
国
の
歴
史
・
伝
統
を
正
し
く
学
び
、
美
し
き
母

国
語
を
語
る
闊
達
な
児
童
た
れ
」「
自
己
の
意
思
を
臆
せ
ず
表
明
し
、
相

手
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
る
情
操
豊
か
な
生
徒
た
れ
」「
健
全
な
身
体
に

鍛
え
上
げ
、
万
物
と
共
生
し
つ
つ
、
公
に
向
か
う
使
命
感
溢
れ
る
青
年
た

れ
」
と
次
第
に
成
長
し
「
卓
越
し
た
学
力
・
識
見
・
豊
か
な
感
性
を
基
盤

と
し
、
異
文
化
へ
の
理
解
と
敬
意
を
湛
え
、
日
本
の
心
を
育
ん
だ
国
際
人

た
れ
」と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
生
徒
相
互
の
切
磋
琢
磨
の
機
会
と
し
て
、

希
望
者
に
は
寮
生
活
を
提
供
し
て
い
ま
す
）

　

そ
し
て
親
に
は「
子
は
親
の
鏡
」と
心
得
て
自
ら
が「
ご
先
祖
様
を
敬
い
、

大
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
過
ご
す
」
こ
と
と
「
発
し

た
言
葉
は
人
の
心
を
左
右
す
る
の
で
、
相
手
へ
の
敬
意
を
込
め
た
言
葉
遣

い
に
努
め
る
」
よ
う
に
促
し
、「
挨
拶
、
返
事
、
履
き
物
揃
え
、
手
伝
い
」

を
習
慣
化
し
て
素
直
な
子
に
育
て
る
こ
と
を
家
庭
の
役
割
と
位
置
付
け
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
が
身

に
付
け
る
べ
き
資
質
は
何
か
、
関
係
者
の
徹
底
検
討
か
ら
「
和
誠
礼
勇
」

が
校
訓
と
決
ま
り
ま
し
た
。
四
つ
の
徳
目
に
託
し
た
思
い
は
以
下
の
通
り

で
す
。

　

和
‥
自
立
心
旺
盛
に
し
て
周
囲
と
睦
び
相
和
す
る
心

　

誠
‥
恥
を
知
る
矜
持
と
己
も
他
を
も
欺
か
ぬ
相
互
信
頼

　

礼
‥
万
物
に
感
謝
し
謙
虚
・
簡
素
に
振
舞
う
心
身
の
構
え

　

勇
‥
邪
よ
こ
し
ま

に
対
峙
し
逆
境
に
怯ひ
る

ま
ぬ
猛た
け

き
気
概

　

か
く
し
て
「
校
歌
」
一
～
四
番
の
テ
ー
マ
は
自
ず
と
決
ま
り
、
そ
の
徳

目
を
実
践
し
た
偉
人
に
肖あ
や
か

ら
む
と
の
詞
に
、
公
募
を
経
て
曲
が
整
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
　
　

志
明
館
校
歌　
　
　

作
詞　

山
口
秀
範
（
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

武
澤
陽
介
（
音
楽
教
師
）

　

一　

睦む
つ

む
こ
と 

容た
や
す易
か
ら
ざ
る 

人
の
世
に

和
の
憲の

法り

立
て
し 

太
子
を
仰
ぐ

志し

明め
い

館か
ん

友ゆ
う 

し
な
や
か
に
尖と
が

れ

　

二　

逆
境
を 

誠
一
筋 

乗
り
越
え
し

維
新
の
先せ

ん
く駆 

松
陰
慕し
た
ふ

志
明
館
友 
小
倉
に
集
へ
り
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三　

喫の

む
お
茶
を 

道
へ
と
高
め 

礼
節
の

心
伝
へ
し 

利
休
に
学
ぶ

志
明
館
友 

発
憤
を
競
へ

　

四　

国
難
の 
蒙も
う

古こ
し
ふ
ら
い

襲
来 

迎
へ
討
ち

勇
を
奮
ひ
し 
武も
の

士の
ふ

の
末す
ゑ

志
明
館
友 
未
来
を
担に
な

は
む

■
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
々

　

前
述
の
よ
う
に
長
い
海
外
勤
務
を
終
え

て
東
京
に
戻
り
、
日
々
通
学
す
る
子
供
た

ち
の
〝
世
界
一
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
な
表
情
〟

に
出
会
っ
た
今
か
ら
丁
度
三
十
年
前
が
、

教
育
再
生
を
目
ざ
す
出
発
点
で
す
。
し
か
し
元
を
た
ど
れ
ば
、
高
校
時
代

に
「
日
本
人
と
し
て
生
き
る
」
道
へ
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
小
柳
陽
太
郎
先

生
の
教
え
が
全
て
の
始
ま
り
で
し
た
。
高
校
三
年
の
約
九
ヶ
月
間
、
先
生

の
お
宅
で
開
か
れ
る
勉
強
会
へ
同
級
生
三
十
名
ほ
ど
と
毎
週
通
い
、
古
今

の
偉
人
た
ち
が
遺
し
た
文
章
に
つ
い
て
の
ご
講
義
に
胸
を
高
鳴
ら
せ
ま

し
た
。

　

共
に
学
ん
だ
縁
で
、
伊
藤
哲
朗
君
（
元
警
視
総
監
）
や
石
村
善
悟
君

（
萬
盛
堂
前
社
長
・
故
人
）、
古
川
忠
君
（
前
福
岡
県
議
）
ほ
か
同
志
と
呼

べ
る
友
人
た
ち
と
半
世
紀
超
の
つ
き
合
い
を
深
め
た
こ
と
は
実
に
幸
運
で

し
た
。
特
に
寺
子
屋
モ
デ
ル
の
立
ち
上
げ
か
ら
志
明
館
開
校
ま
で
、
親
身

に
協
力
を
惜
し
ま
ぬ
友
情
の
お
陰
で
今
日
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
出
光
芳

秀
さ
ん
（
元
新
出
光
社
長
・
昭
和
31
年
卒
）、
橋
田
紘
一
さ
ん
（
元
九
電

工
社
長
・
昭
和
36
年
卒
）、
津
田
純
嗣
さ
ん
（
元
安
川
電
機
社
長
・
昭
和

44
年
卒
）
を
は
じ
め
沢
山
の
館
友
方
か
ら
の
応
援
は
、
本
事
業
の
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら

　

開
校
か
ら
半
年
、
一
年
生
も
二
年
生
も
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
揺
籃
期
に
あ
り
構
想
通
り
の
学
風
が
定
着
す
る
か
こ
れ
か
ら
が

試
金
石
で
す
。
①
教
師
の
実
力
増
進
、
②
「
チ
ー
ム
志
明
館
」
の
士
気
を

上
げ
る
、
③
保
護
者
の
啓
蒙
、
④
募
集
活
動
、
⑤
学
校
施
設
・
教
育
充

実
・
奨
学
金
整
備
等
の
た
め
の
寄
付
集
め
と
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
目

白
押
し
で
す
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
第
二
第
三
の
志
明
館
を
全
国
各
地
に
飛
び
火
さ
せ

て
行
く
活
動
も
並
行
し
て
行
き
ま
す
。
そ
の
動
き
を
広
げ
る
こ
と
が
日
本

の
教
育
再
生

の
本
丸
と
肝

に
銘
じ
て
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご

賛
同
と
ご
支

援
を
お
願
い

し
ま
す
。

開校式にお揃いの紋付き袴で臨む生徒たち
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出
場
す
る
た
め
に
ラ
グ
ビ
ー
を
選
択
し
、
中
学
か
ら
本
格
的
に
始
め
ま
し

た
。

　

修
猷
館
に
進
学
し
、
私
は
史
上
初
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
女
子
部
員
と
し
て

入
部
し
ま
し
た
。
３
年
間
、
女
子
一
人
で
男
子
の
中
に
ま
じ
り
、
一
緒
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
平
日
は
男
子
部
員
と
練
習
し
、
休
日
は
女
子
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
で
練
習
や
大
会
に
出
る
と
い
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
漬
け
の
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
男
子
と
の
体
格
差
、
体
力
差
、
技
術
力
の
差
も
大
き

く
、
悔
し
く
て
涙
を
流
す
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
分

与
え
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
の
大
き
さ
に
も
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
女
子
チ
ー

ム
で
練
習
を
し
て
い
る
と
、
あ
る
日
を
境
に
ボ
ー
ル
や
相
手
が
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
普
段
か
ら
レ
ベ

ル
の
高
い
男
子
の
中
で
や
っ
て
い
た
恩
恵
で
し
た
。

　

当
時
は
女
子
ラ
グ
ビ
ー
選
手
が
今
ほ
ど
当
た
り
前
で
は
な
く
、
周
囲
に

は
驚
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
ん
な
視
線
に
さ
ら
さ
れ
な
が

ら
も
、
自
分
は
自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
く
の
だ
と
、
ま
さ
に
「
パ
イ
オ
ニ

ア
」
と
し
て
切
り
開
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
意
識
は
常
に
持
ち
続
け
て

お
り
、
今
ま
で
の
人
生
選
択
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
一
つ
で
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
漬
け
の
毎
日
で
し
た
が
、
行
事
に
も
全
力
で
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
高
２
の
時
に
行
っ
た
東
北
研
修

で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
れ
た
こ
と
で
す
。
震
災
か
ら
立
ち
直

ろ
う
と
す
る
そ
の
地
に
は
、
現
地
の
方
々
の
生
の
声
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

彼
ら
の
言
葉
が
自
分
の
心
に
強
烈
に
響
き
ま
し
た
。「
当
た
り
前
だ
っ
た

日
常
が
、
瞬
く
間
に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。」
そ
れ
は
震
災
を
経
験
さ
れ
た

方
の
言
葉
で
し
た
。
家
族
と
食
事
を
囲
む
こ
と
、
夜
の
星
空
を
眺
め
る
こ

　

二
刀
流
の
そ
の
先
へ

　
　

 　

〜
ラ
グ
ビ
ー
と
看
護
で
切
り
開
く
私
の
挑
戦
〜

東　
　
　

茉　

那

　
（
平
成
28
年
卒
）

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

現
在
、
２
０
２
４
年
９
月
９
日
午
前
８
時
。
私
は
韓
国
・
仁
川
空
港
の

搭
乗
口
付
近
に
座
っ
て
い
ま
す
。
９
月
７
日
、
８
日
に
行
わ
れ
た
パ
リ
五

輪
後
の
男
子
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
新
チ
ー
ム
に
よ
る
初
の
国
際
大

会
で
あ
る
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
韓
国
大
会
の
帰
り
の
飛
行
機
を
待
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
結
果
は
３
位
。
新
し
い
チ
ー
ム
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
達

成
感
と
、
３
位
と
い
う
結
果
に
満
足
で
き
な
い
悔
し
さ
が
入
り
混
じ
り
ま

す
。
少
し
デ
ー
タ
分
析
作
業
も
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
、
こ
う
し
て
筆
を

執
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
り
、

目
指
す
未
来
に
つ
い
て
書
き
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
時
代
：
ラ
グ
ビ
ー
と
紡
い
だ
青
春
の
日
々

　

ラ
グ
ビ
ー
と
出
会
っ
た
の
は
、「
世
界
に
羽
ば
た
く
選
手
を
育
て
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
福
岡
県
の
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
で
し
た
。
小
さ

な
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
日
本
代
表
に
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
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我
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
せ
る
体
に
戻
す
の
は
難
し
い
と
感
じ

た
た
め
、
選
手
と
し
て
引
退
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
最
初
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
と
い
う
夢
を
諦
め
る
こ
と
に
本
当
に
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
と
葛
藤
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
魅

力
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
私
は
、
筑
波
大
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
で
ア
ナ

リ
ス
ト
と
い
う
役
割
に
出
会
い
ま
し
た
。
ア
ナ
リ
ス
ト
と
は
、
チ
ー
ム
が

勝
つ
た
め
に
映
像
や
デ
ー
タ
を
用
い
て
コ
ー
チ
や
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

役
割
で
す
。
今
ま
で
選
手
と
し
て
表
舞
台
に
立
っ
て
い
た
た
め
、
裏
で�

チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
少
し
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
な

が
ら
次
第
に
興
味
を
持
ち
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
３
年
生
の
と
き
、
縁
あ
っ
て
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
は
私
の

人
生
に
お
け
る
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
授
業
や
看
護
実
習
に
励
み

な
が
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
選
手
を
支
え
る
、
私
は
限

ら
れ
た
時
間
を
フ
ル
活
用
し
、
大
学
生
活
は
と
て
も
充
実
し
た
日
々
と
な

り
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
挑
戦

　

大
学
卒
業
時
に
私
は
看
護
師
・
保
健
師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
一

生
に
一
度
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
自
国
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ

り
た
い
と
思
い
、
看
護
師
と
し
て
働
く
よ
り
も
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
を
優
先
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本

代
表
チ
ー
ム
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
こ
と
は
、

と
、
友
達
と
学
校
に
通
う
こ
と
…
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

す
べ
て
が
一
瞬
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
現
実
を
、
目
の
前
で
知
ら
さ
れ
た
の

で
す
。
立
ち
上
が
る
彼
ら
の
強
さ
に
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、「
今
あ

る
人
生
を
懸
命
に
生
き
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。「
や
り

た
い
こ
と
は
、
今
や
る
し
か
な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
人
生
は
自

分
の
手
で
し
っ
か
り
握
り
、
全
力
で
駆
け
抜
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
決
意
し
た
の
で
す
。「
い
つ
か
で
き
る
」
と
先
送
り
に
し
て
い
た
こ

と
に
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
東
北
研
修
は
、
私
の

人
生
観
を
大
き
く
変
え
る
出
来
事
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
大
学
は
体
育
学
部
に
進

み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
進

学
先
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
高
３
の
夏
、
私
は
前
十

字
靭
帯
断
裂
と
い
う
大
き
な
膝
の
怪
我
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
１

年
前
に
も
同
じ
よ
う
な
怪
我
を
し
ま
し
た
が
、
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、

無
事
に
復
帰
で
き
た
と
思
っ
た
矢
先
の
出
来
事
で
し
た
。
こ
の
怪
我
が
原

因
で
、
実
技
試
験
が
必
要
な
体
育
学
部
へ
の
進
学
が
不
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
絶
望
感
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

が
人
生
の
中
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
挫
折
は
何
よ
り
も
辛
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
経
験
が
逆
に
私
に
新
し
い
道
を
見
つ
け
さ
せ
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

大
学
時
代
：
看
護
学
と
ラ
グ
ビ
ー
分
析
の
両
立

　

怪
我
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
進
学
先
を
急
遽
変
更
し
、
筑
波
大
学
医
学

群
看
護
学
類
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
度
重
な
る
怪
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違
う
形
で
は
あ
り
ま
す
が
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
道
は
決
し
て
簡
単
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
前
例
の
な
い
状
況
で
、
多
く
の

人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
の
存
在
意
義
や
価
値
に
疑
問
を
抱
き
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

批
判
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
自
分
が
ど
の

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
隔
離
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
本
開
催

で
あ
り
な
が
ら
無
観
客
と
い
う
ホ
ー
ム
感
の
な
い
大
会
は
、
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
選
手
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
触
れ

る
た
び
に
、
自
分
の
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
日
本
代
表
は
期
待
通
り
の
結

果
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
競
技
後
に
見
せ
た
選

手
た
ち
の
清
々
し
い
顔
を
見
て
、
そ
の
瞬
間
ま
で
共
に
戦
い
抜
い
た
こ
と

に
深
く
感
動
し
、
こ
れ
か
ら
も
彼
ら
を
支
え
続
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
ア
ナ
リ
ス
ト
と
看
護
師
の
二
刀
流

　

東
京
五
輪
を
終
え
た
後
、
縁
が
あ
っ
て
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
病
院
で
、
私
は
看
護
師
と
日
本
代
表
の
ア
ナ
リ
ス
ト

の
二
刀
流
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
私
が
聞
い
た
限
り
で
は
、
こ
の
よ
う
な

働
き
方
を
し
て
い
る
人
は
ほ
か
に
い
な
い
た
め
、
自
分
で
道
を
切
り
開
く

「
パ
イ
オ
ニ
ア
」
精
神
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
病
院
で

手
術
室
や
外
来
を
担
当
し
な
が
ら
、
代
表
合
宿
や
大
会
に
も
帯
同
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
〜
２
週
間
の
合
宿
や
大
会
に
参
加
し
、
そ
の
後

は
看
護
師
と
し
て
１
〜
２
週
間
病
院
勤
務
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
異
な
る
役
割
を
交
互
に
こ
な
す
こ
の
生
活
は
決

し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
な
が
ら
医
療
に
携
わ

る
と
い
う
夢
の
実
現
が
日
々
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
７
月
、
パ
リ
五
輪
の
た
め
、
私
は
パ
リ
へ
行
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
分
析
力
を
駆
使
し
て
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
選
手
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
５
戦
５
敗
、
最
下
位
と
い

う
悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
終
わ
っ
た
後
に
見
た
全

力
を
尽
く
し
た
選
手
た
ち
の
姿
に
、
私
の
胸
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
涙
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

影
響
を
受
け
た
人
物
と
そ
の
言
葉

　

パ
リ
で
私
は
あ
る
先
駆
者
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
コ
コ
・

シ
ャ
ネ
ル
で
す
。
コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
シ
ャ

ネ
ル
」
の
創
始
者
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
男
性
社
会
に
お
い
て

新
し
い
女
性
像
を
打
ち
立
て
、
努
力
の
末
に
世
界
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
な
っ
た
人
物
で
す
。
そ
の
生
き
様
は
、
常
に
変
わ
り
続
け

る
世
の
中
に
対
し
て
、
自
分
も
ま
た
挑
戦
し
続
け
、
前
に
進
み
続
け
る

こ
と
で
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
け
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

彼
女
の
言
葉
、「Beauty begins the m

om
ent you decide to be 

yourself.
（
あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
い
る
こ
と
を
決
め
た
瞬
間
に
、
美

し
さ
は
始
ま
る
。）」
は
、
私
に
と
っ
て
人
生
の
指
針
で
あ
り
、
い
つ
も
心

の
中
に
あ
り
ま
す
。
自
分
を
幸
せ
に
で
き
る
の
は
他
人
で
は
な
く
自
分
自

身
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
心
地
よ
く
、
幸
せ
に
、
自
分
ら
し
く
羽
を
広
げ
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エ
ピ
ロ
ー
グ

　

韓
国
か
ら
の
飛
行
機
が
到
着
し
、
無
事
に
福
岡
空
港
に
降
り
立
っ
た
と

き
、
心
の
中
に
清
々
し
い
感
覚
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

新
し
い
チ
ー
ム
で
の
挑
戦
が
終
わ
っ
た
安
堵
感
と
、
機
内
で
過
去
を
振
り

返
り
、
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
こ
の
文
章
を
書
き
綴
っ
た
こ
と
で
再
認
識

し
た
「
新
し
い
扉
が
す
ぐ
そ
こ
に
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
喜
び
が
入
り
混

じ
っ
た
も
の
で
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
す
べ
て
の
道
の
起
点
は
修
猷
で
の

経
験
で
し
た
。

　

未
知
な
る
扉
を
叩
き

な
が
ら
、
未
来
へ
の
挑

戦
に
胸
を
弾
ま
せ
、
私

は
ま
た
一
つ
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
と
進
ん
で
い

き
ま
す
。

て
自
由
に
飛
ぶ
こ
と
で
輝
き
、
美
し
く
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ

の
コ
コ
の
言
葉
は
、
新
し
い
人
生
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
進
む
私
の
背
中
を
そ
っ

と
押
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
偶
然
に
も
、
私
は
コ
コ
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
パ
リ
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

彼
女
が
こ
こ
で
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
時
代
を
超
え
る
世
界
を

築
き
上
げ
た
こ
と
を
思
う
と
、
胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

新
た
な
挑
戦
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
旅
立
ち

　

高
校
時
代
に
身
に
つ
け
た
「
パ
イ
オ
ニ
ア
」
精
神
や
「
や
り
た
い
こ
と

は
今
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う
考
え
方
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
も
の
を
進
化
さ
せ
、
次
の
新
し
い
挑
戦
へ
と
向
か
う
決
断
力
を
も
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
12
月
ま
で
、
私
は
日
本
代
表
ア
ナ
リ
ス
ト
と
看
護
師
の
両

立
を
続
け
ま
す
。し
か
し
、２
０
２
５
年
１
月
か
ら
は
新
た
な
挑
戦
が
待
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ナ
ー

ス
と
し
て
働
く
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
二
刀
流
に
不
満
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
が
失
わ

れ
る
不
安
は
大
き
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、
も
っ
と
英
語
や
国
際
医
療
に
つ

い
て
学
び
た
い
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い
、
そ
ん
な
想
い
か
ら
ア
シ
ス

タ
ン
ト
ナ
ー
ス
と
し
て
新
た
な
現
場
に
飛
び
込
み
、
日
本
で
は
経
験
で
き

な
い
こ
と
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
天
地
で
の
楽
し
み

と
不
安
が
半
々
で
す
が
、
帰
国
後
に
自
分
が
ど
ん
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る

の
か
を
想
像
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
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視
覚
障
害
者
柔
道
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

瀬　

戸　

勇
次
郎

　
（
平
成
30 
年
卒
）

　

昨
年
行
わ
れ
た
パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
年
前
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
銅
メ
ダ

ル
に
終
わ
り
、
そ
の
悔
し
さ
か
ら
次
こ
そ
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
る
と
言
い
続

け
た
３
年
間
で
し
た
。
東
京
大
会
後
に
行
わ
れ
た
体
重
別
階
級
の
統
廃
合

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
戦
っ
て
い
た
66
kg級
が
消
滅
し
73
kg級
に
階
級

を
移
し
た
こ
と
で
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
ず
苦
し
い
時
期

が
続
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
ず
っ
と
望
ん
で
い
た
場
所
に
立
つ
こ
と
が

で
き
、
頑
張
っ
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。

　

近
年
、「
福
祉
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
へ
」
と
い
う
流
れ
が
強
ま
る
中
で
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
、
昨
年
の
パ
リ
大
会
で
は
、
史
上
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
同
一
の
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
が
使
用
さ
れ
、
共
通
の
メ
ダ
ル
デ

ザ
イ
ン
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
オ
リ
・
パ
ラ
一
体
化
の
動
き
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
認
知
度
や
注
目
度
を

さ
ら
に
高
め
、
よ
り
多
く
の
人
々
を
引
き
込
む
絶
好
の
機
会
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
は
、
視
覚
障
害
者

柔
道
に
よ
り
多
く
の
注
目
と
期
待
を
集
め
る
と
い
う
点
で
競
技
の
発
展
に

大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

私
が
金
メ
ダ
ル
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
常
に
進
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
大
き
な
原
動
力
の
ひ
と
つ
は
、

視
覚
障
害
者
柔
道
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
と
て
も
お
も
し
ろ
い
競
技
な
の
で

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、

観
て
ほ
し
い
、
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
、

そ
し
て
視
覚
障
害
者
柔
道
を
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
あ
り
ま
す
。

今
回
得
る
こ
と
が
で
き
た
金
メ
ダ
ル

の
力
は
「
視
覚
障
害
者
柔
道
を
盛
り

上
げ
る
」
こ
と
の
た
め
に
存
分
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と
を
「
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
」
と
い
う
題
で
、
こ
の
「
菁
莪
」
に
投

稿
し
ま
し
た
。
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
福
祉
で
は
な
く
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
競
技
人
口
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
は
障
害
の
な
い
人
々
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
一
方
で
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に

「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
」
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
行
わ
れ
る
「
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
」
の
棲
み
分
け
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
要
旨
で
す
。
東
京
パ

ラ
の
後
、
大
学
院
進
学
の
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
こ
の
構
想
を
元
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に
「
K
U
N
D
E
柔
道
」
を
発
案
し
ま
し
た
。
K
U
N
D
E
柔
道
は
視
覚

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
互
い
に
組
ん
で
始
め
る
と
い
う
視
覚
障
害
者

柔
道
の
ル
ー
ル
で
行
う
柔
道
の
こ
と
で
あ
り
、
前
述
の
構
想
に
お
い
て
は

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
行
わ
れ
る
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
K
U
N
D
E
柔
道
が
視
覚
障
害
の
な
い
人
々
に
広
が
る
こ
と
で
、
組

ん
で
始
め
る
柔
道
の
競
技
人
口
が
増
え
、
視
覚
障
害
者
柔
道
の
競
技
レ
ベ

ル
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
K
U
N
D
E
柔
道
を

発
案
以
降
、
パ
リ
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
て
稽
古
を
重
ね
な
が
ら
、

K
U
N
D
E
柔
道
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
主
に
二
つ
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
K
U
N
D
E
柔
道
に
よ
る
試
合
の
実
施
で
す
。

　

近
年
、
国
内
の
視
覚
障
害
者
柔
道
の
現
状
と
し
て
競
技
人
口
の
減
少
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
は
視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
が
柔
道
を

始
め
る
、
あ
る
い
は
続
け
る
環
境
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
視
覚

障
害
者
に
柔
道
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
者
や
視
覚
障
害
者
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
道
場
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
点
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
日
本
視
覚
障
害
者
柔
道
連
盟
で
は
年
に
数
回
、

全
国
各
地
で
指
導
者
講
習
会
や
体
験
会
を
開
催
し
、
視
覚
障
害
と
は
何
な

の
か
、
視
覚
障
害
者
の
誘
導
・
介
助
方
法
、
視
覚
障
害
者
に
柔
道
を
指
導

す
る
際
に
留
意
す
る
点
な
ど
を
座
学
、
実
習
を
交
え
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

K
U
N
D
E
柔
道
の
発
案
以
降
「
K
U
N
D
E
柔
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
視
覚
障
害
者
柔
道
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
実
際
に
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
講
習
会
や
体
験
会
の
中
で
K
U
N
D
E
柔
道

に
よ
る
試
合
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
や
指

導
者
の
方
々
に
、
組
ん
で
始
め
る
柔
道
が
柔
道
経
験
者
な
ら
比
較
的
容

易
に
実
践
可
能
な
こ
と
、
晴
眼
者
が
行
う
柔
道
と
大
き
く
違
わ
な
い
こ

と
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
た
り
見
て
も
ら
っ
た
り
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

K
U
N
D
E
柔
道
は
視
覚
障
害
の
あ
る
人
々
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
指

導
す
る
こ
と
や
一
緒
に
稽
古
す
る
こ
と
へ
の
不
安
を
軽
減
し
、
受
け
入
れ

可
能
な
指
導
者
や
道
場
の
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
「
K
U
N
D
E
柔
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
足
時
か
ら
こ
の
指
導
者

講
習
会
や
体
験
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
K
U
N
D
E
柔
道
に
よ

る
試
合
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
地
元
の
学
生
や
指
導
者
の
方
と
対
戦

し
ま
す
が
、
晴
眼
者
の
柔
道
と
ル
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
た
め
に

実
力
を
測
る
の
も
容
易
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
主
張
し
て
い
る
手
前
、
そ
の
メ
ダ
リ

ス
ト
が
弱
い
と
思
わ
れ
て
は
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
減
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
視
覚
障
害
者
柔
道
の
名
誉
の
た
め
に
も
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
で

す
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
メ
ダ
ル
の
力
を
競
技

普
及
に
活
か
せ
る
場
面
の
ひ
と
つ
は
こ
こ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
東

京
大
会
以
降
、
メ
ダ
リ
ス
ト
と
い
う
肩
書
き
は
視
覚
障
害
者
柔
道
を
知
ら

な
か
っ
た
人
々
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
金

メ
ダ
ル
は
前
回
の
銅
メ
ダ
ル
以
上
に
そ
の
力
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

K
U
N
D
E
柔
道
に
よ
る
試
合
を
見
て
組
ん
で
始
め
る
柔
道
の
お
も
し
ろ

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に
視
覚
障
害
者
柔
道
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
を
与
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
活
動
は
大
学
院
で
の
研
究
で
す
。
大
学
院
入
学
か
ら
パ
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ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
お
よ
そ
１
年
半
、
競
技
活
動
と
研
究
活
動
の
両
立

に
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
調
査
期
間
や
学
会
発
表
と
大
会
の
時
期
が

重
な
り
、
国
際
大
会
の
出
発
前
に
大
慌
て
で
調
査
の
準
備
を
し
た
り
、
研

究
室
の
先
輩
に
発
表
を
託
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
修
士
論
文

と
し
て
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

研
究
で
は
、
K
U
N
D
E
柔
道
を
よ
り
多
く
の
柔
道
家
に
普
及
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
晴
眼
者
が
K
U
N
D
E
柔
道
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
技
術
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
の
構
想
に
あ

る
よ
う
な
、
障
害
の
な
い
人
を
競
技
人
口
と
し
て
取
り
込
み
視
覚
障
害

者
柔
道
の
競
技
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
彼
ら
が
継
続
的
に

K
U
N
D
E
柔
道
を
実
践
す
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

視
覚
障
害
者
柔
道
を
知
っ
て
も
ら
う
理
由
と
し
て
従
来
提
示
し
て
き
た
の

は
障
害
理
解
や
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
な
ど
の
観
点
で
、
こ
れ

ら
は
障
害
者
の
権
利
や
利
益
に
着
目
し
た
「
福
祉
」
の
視
点
で
あ
り
、
晴

眼
者
の
善
意
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
し
た
。
こ
の
視
点
だ
け
で
は
視

覚
障
害
者
柔
道
を
さ
ら
に
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
だ
ろ
う
と
私
は

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
技
術
で

し
た
。
競
技
と
し
て
柔
道
に
取
り
組
む
人
や
趣
味
と
し
て
道
場
に
通
う

人
々
に
と
っ
て
、
柔
道
の
技
術
は
と
て
も
関
心
が
高
い
ポ
イ
ン
ト
と
言
え

ま
す
。
K
U
N
D
E
柔
道
の
実
践
に
よ
っ
て
向
上
す
る
技
術
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
柔
道
家
に
K
U
N
D
E
柔
道
を
継
続
的

に
取
り
組
む
動
機
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
K
U
N
D
E
柔
道
の

競
技
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
組
ん
で
始
め
る
柔
道
の
知
識
や
経
験
が
晴
眼

者
に
広
ま
れ
ば
、
視
覚
障
害
者
が
柔
道
を
す
る
環
境
の
選
択
肢
が
増
え
、

視
覚
障
害
者
柔
道
の
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
個
人
の
考
え
で
し
か
な
か
っ
た
K
U
N
D
E
柔
道
を
「
研

究
」
と
し
て
文
献
に
で
き
た
こ
と
に
は
非
常
に
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
当
事
者
で
あ
る
選
手
自
身
の
手
で
行
え
た
こ
と
に
も
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
K
U
N
D
E
柔
道
を
よ
り

多
く
の
人
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
組
ん
で
始
め
る
柔
道
の
技
術
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
し
く
探
究
し
て
い
く
と
と
も
に
、
研
究
の
成
果
を
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
発
信
し
、
K
U
N
D
E
柔
道
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
か
ら
パ
リ
ま
で
の
３
年

間
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
私
に
新
た
な
知
見

や
多
く
の
経
験
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
特
に
普
及
に
関
わ
る

活
動
を
競
技
活
動
と
並
行
し
て

行
え
た
こ
と
で
、
競
技
の
普
及
、

新
た
な
選
手
の
発
掘
・
育
成
、
メ
ダ
ル
獲
得
の
た
め
の
強
化
の
全
て
が
地

続
き
で
あ
り
、
共
通
の
目
標
の
下
に
結
び
つ
け
て
連
携
し
て
行
う
こ
と
が

持
続
的
な
競
技
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
よ
り
身
近
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
後
私
が
視
覚
障
害
者
柔
道
の
発
展
の
た
め
に
活

動
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
柔
道
日
本
代
表
は
金
メ
ダ
ル
２
個
、

銀
メ
ダ
ル
１
個
、
銅
メ
ダ
ル
１
個
の
計
４
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
前
回
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東
京
大
会
の
銅
メ
ダ
ル
２
個
か
ら
大
躍
進
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
選
手
は
い
ず
れ
も
東
京
大
会
も
経
験
し
て
い

る
選
手
で
あ
り
、
ま
た
国
内
の
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
数
は
依
然
と
し

て
低
迷
す
る
な
ど
、
東
京
か
ら
パ
リ
ま
で
の
３
年
間
で
選
手
の
発
掘
・
育

成
・
強
化
に
は
大
き
な
滞
り
が
生
じ
て
お
り
、
次
回
大
会
以
降
に
課
題
を

積
み
残
し
て
い
る
状
態
で
す
。
K
U
N
D
E
柔
道
の
普
及
が
こ
の
現
状
を

即
時
に
打
開
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
十
年
後
、
二
十

年
後
に
日
本
の
視
覚
障
害
者
柔
道
が
安
定
し
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
３
年
間
の
経
験
と
金
メ
ダ
ル
の
力
を
存
分

に
活
か
し
て
、
視
覚
障
害
者
柔
道
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
活
動
を
一
歩
一

歩
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
あ
た
っ
て

多
大
な
る
応
援
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
館
友
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

瀬
戸
勇
次
郎
（
せ
と　

ゆ
う
じ
ろ
う
）

平
成
30
年
卒
。
福
岡
県
糸
島
市
出
身
、
平
成
12
年
生
。
先
天
性
の
弱
視
に

よ
り
視
力
は
０
・
05
程
度
。
４
歳
で
柔
道
を
始
め
、
高
校
３
年
時
に
全
国

視
覚
障
害
者
学
生
柔
道
大
会
に
初
出
場
。
福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
に
進

学
し
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
男
子
66
kg
級
で
銅
メ
ダ
ル
獲

得
。
大
学
卒
業
後
は
令
和
５
年
か
ら
筑
波
大
学
大
学
院
に
進
学
し
九
星
飲

料
工
業
株
式
会
社
に
所
属
。
パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
男
子

J
２
ク
ラ
ス
73
kg
級
金
メ
ダ
ル
。
柔
道
四
段
。

　

心
の
扉
を
あ
け
る
か
ぎ

　
　
　
　

い
の
ち
の
電
話
を
ご
存
じ
で
す
か
？

五　

斗　

美
代
子

　
（
昭
和
33
年
卒
）

　

現
代
社
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
身
近
に
相
談

す
る
人
も
な
く
、
生
き
る
力
を
失
っ
て
い
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
の
ち
の
電
話
は
そ
う
い
う
孤
独
な
人
に
電
話
を
通
じ
て
、
訓
練
を
受
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
が
相
手
に
な
り
寄
り
添
う
、
市
民
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

い
の
ち
の
電
話
は
70
年
前
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
牧
師
チ
ャ
ド
・
バ
ラ
ー

が
あ
る
少
女
の
自
殺
に
出
会
い
、
苦
し
み
悩
む
人
が
誰
か
に
そ
の
悩
み
を

語
れ
ば
自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
「
サ
マ
リ

タ
ン
ズ
（
良
き
隣
人
）」
と
い
う
電
話
相
談
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
10
年
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
牧
師
に
よ
っ
て
「
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
」
が
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
世
界
１
０
０
余
の
国
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
50
セ
ン
タ
ー
が
開
局
し
て
い
ま
す
。
福
岡
に
は
40
年
前
に
誕

生
し
ま
し
た
。
当
時
医
師
会
長
の
阿
部
輝
明
先
生
（
初
代
理
事
長
）
が
関

〜
投
稿
〜
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係
さ
れ
て
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
有
志
の
間
で
、
福
岡
に
も
「
い
の

ち
の
電
話
」
を
開
設
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
は
じ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会

牧
師
、
お
寺
の
住
職
、
弁
護
士
、
大
学
教
授
、
企
業
の
方
々
な
ど
多
彩
な

顔
ぶ
れ
が
集
ま
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
当
時
、
福
岡
市
青
少
年
相
談
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
談
員
の
募

集
、
養
成
、
場
所
の
確
保
な
ど
具
体
的
準
備
が
進
み
、
１
９
８
４
年
10
月

22
日
に
最
初
の
ベ
ル
が
な
っ
た
時
の
感
動
が
今
で
も
あ
ざ
や
か
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

い
の
ち
の
電
話
は
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
電
話
を
受
け
て
お
り
、
特

徴
は
①
電
話
の
か
け
手
も
受
け
手
も
匿
名
（
必
要
な
家
族
以
外
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
を
言
わ
な
い
）。
②
相
談
内
容
の
秘
密
を
保
持
す
る
。

③
か
け
手
の
話
を
傾
聴
し
、
共
感
す
る
。
④
特
定
の
価
値
観
、
宗
教
的
立

場
で
説
得
し
な
い
。
⑤
24
時
間
年
中
無
休
で
相
談
を
受
け
る
。
な
ど
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
に
は
毎
年
各
種
の
研
修
に
参
加
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
私
自
身
は
、
は
じ
め
は
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
認
定
も
受

け
ま
し
た
が
、
研
修
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
時
間
的
に
難
し
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、
教
育
委
員
、
理
事
等
と
し
て
関
わ
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
福
岡
い
の
ち
の
電
話
は
１
７
０
名
の
相
談
員
が
年
間
１
万
３
千

件
ほ
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
う
つ
病
、
統
合
失
調
症

等
の
精
神
疾
患
、
孤
独
、
失
業
等
の
人
生
問
題
、
家
庭
関
係
、
性
に
か
か

わ
る
こ
と
な
ど
様
々
で
あ
り
、
自
殺
の
相
談
は
千
件
余
で
す
。
特
に
自
殺

な
ど
直
接
い
の
ち
に
か
か
わ
る
電
話
を
受
け
る
時
、相
談
員
は
緊
張
し
ま
す
。

　

一
時
期
自
殺
者
が
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
２
万
人
台

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い

が
け
な
い
コ
ロ
ナ
の
発
生
や
社
会
の
経
済
状
況
か
ら
苦
境
に
お
ち
い
っ
た

若
い
女
性
の
自
殺
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
自
殺
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

種
々
の
社
会
の
変
化
は
温
か
い
人
間
関
係
を
育
み
難
く
、
生
き
づ
ら
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
30
歲
の
時
、
学
生
運
動
が
盛
ん
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
親

友
が
当
時
大
学
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
あ
る

日
自
ら
の
命
を
絶
ち
ま
し
た
。
突
然
の
死
の
知
ら
せ
に
、
御
両
親
を
は
じ

め
私
達
の
驚
き
と
悲
し
み
は
い
い
知
れ
ぬ
も
の
で
し
た
。
御
両
親
が
亡
く

な
ら
れ
る
ま
で
何
十
年
も
命
日
に
集
い
、

彼
女
を
惜
し
み
ま
し
た
。
人
の
命
は
何
も

の
に
も
か
え
難
い
大
切
な
も
の
で
す
。
今

悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
電
話
で
話
し
、

心
の
重
荷
を
軽
く
し
て
、
生
き
続
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
の
ち
の
電
話
を
維
待
す
る
た
め
に
、

借
室
料
、
研
修
、
広
報
、
事
務
な
ど
資
金

が
必
要
で
す
。
特
定
の
資
金
源
が
な
く
、

市
か
ら
の
補
助
金
、
企
業
、
個
人
か
ら
の

ご
支
援
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
収

入
が
滅
少
し
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
に
い
の
ち
の
電
話
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
御
支
援
、
御
協
力

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※�先日さんざん会の同窓会で皆さんから13万円の募金を
いただきました。心からのお礼と御報告まで。ありが
とうございました。
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修
猷
館
の
主
（
ぬ
し
）

福　

地　

祐　

一

　
（
昭
和
37 
年
卒
）

　

我
が
母
校
の
修
猷
館
に
は
、
修
猷
館
を
愛
す
る
あ
ま
り
に
、
他
校
へ
の

転
勤
や
校
長
、
教
頭
へ
の
昇
進
を
望
ま
ず
、
何
十
年
も
修
猷
館
の
教
員
と

し
て
在
籍
す
る
修
猷
館
の
主
と
言
う
べ
き
先
生
方
が
い
る
。

　

私
が
修
猷
館
在
学
中
に
印
象
に
残
っ
た
先
生
方
の
一
人
に
十
河
先
生
と

言
う
教
頭
先
生
が
い
た
。
十
河
先
生
は
、
校
長
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
、

20
年
以
上
も
修
猷
館
に
教
頭
と
し
て
留
ま
り
、
ま
さ
に
修
猷
館
の
主
と
言

う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
先
生
は
漢
文
の
授
業
で
よ
く
私
た
ち
に
、「
小

人
（
し
ょ
う
じ
ん
）
に
な
っ
て
は
い
か
ん
、大
人
（
た
い
じ
ん
）
に
な
れ
」

と
言
わ
れ
た
。
当
時
は
、
そ
の
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

今
で
は
、
そ
の
言
葉
を
修
猷
館
で
学
ん
だ
者
と
し
て
の
矜
持
を
持
っ
た
人

間
と
な
れ
と
の
教
訓
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

私
が
修
猷
館
に
在
学
し
た
３
年
間
は
、
新
聞
部
の
活
動
で
勉
強
す
る
暇

が
な
い
よ
う
に
忙
し
か
っ
た
。
取
材
を
し
て
記
事
を
書
き
、
そ
れ
を
紙
面

に
割
付
け
、
原
稿
を
印
刷
所
に
持
ち
込
み
、
刷
り
上
が
っ
た
ゲ
ラ
を
校
正

す
る
。
紙
面
に
は
広
告
を
取
り
、
放
課
後
に
集
金
に
も
回
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
当
時
は
西
日
本
新
聞
社
に
修
猷
新
聞
の
印
刷
を
頼
ん
で
い
た
が
、
原

稿
を
持
ち
込
む
い
わ
ゆ
る
原
入
の
当
日
は
、
部
員
数
名
で
授
業
を
抜
け
出

し
て
西
日
本
新
聞
社
に
詰
め
た
。

　

授
業
中
に
後
輩
の
部
員
を
呼
び
出
す
た
め
に
教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
を
コ
ン

コ
ン
と
叩
い
て
い
る
と
「
こ
ら
ー
な
ん
や
ー
」
と
授
業
中
の
先
生
が
出
て

き
た
。
国
語
の
小
柳
先
生
で
あ
る
。
小
柳
先
生
も
修
猷
館
に
永
年
勤
続
す

る
有
名
な
先
生
で
修
猷
館
の
主
の
一
人
で
あ
っ
た
。
私
が
先
生
に
事
情
を

話
す
と
「
よ
し
、
分
か
っ
た
。
望
月
行
っ
て
こ
い
！
」
と
後
輩
を
気
持
ち

よ
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
。

　

授
業
を
抜
け
出
す
に
は
欠
課
届
け
を
教
頭
の
十
河
先
生
へ
提
出
し
て
そ

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
十
河
先
生
は
「
お
前
た
ち
は
勉

強
が
し
た
く
な
い
っ
ち
ゃ
な
い
と
や
！　

こ
れ
ま
で
欠
課
届
け
が
こ
げ
ん

沢
山
で
と
る
ぞ
！
」
と
言
い
な
が
ら
も
ポ
ン
と
許
可
の
判
を
押
し
て
く
れ

て
い
た
。

　

ま
た
私
の
在
学
中
に
は
堺
先
生
と
い
う
有
名
な
数
学
の
先
生
が
い
た
が
、

こ
の
先
生
も
転
勤
の
勧
め
を
断
り
、
平
教
員
と
し
て
何
十
年
も
修
猷
館
に

在
籍
し
て
い
た
方
で
あ
る
。
先
年
亡
く
な
ら
れ
た
新
聞
部
の
先
輩
で
あ
る

社
会
科
の
水
崎
先
生
も
平
教
員
を
永
年
続
け
ら
れ
た
修
猷
館
の
主
の
一
人

で
あ
る
。

　

修
猷
館
の
館
長
は
長
く
て
３
年
、
早
け
れ
ば
１
年
で
交
代
で
あ
り
、
館

長
が
修
猷
館
の
良
き
伝
統
を
理
解
し
て
き
た
こ
ろ
に
は
も
う
退
任
で
あ
る
。

従
っ
て
、
修
猷
館
の
良
さ
、
修
猷
生
の
自
由
闊
達
さ
や
自
主
性
の
尊
重
と

い
う
修
猷
館
の
良
き
伝
統
と
言
う
べ
き
も
の
は
、
修
猷
館
に
永
く
在
籍
し
、

修
猷
館
の
主
と
言
う
べ
き
こ
れ
ら
の
先
生
方
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
修

猷
生
に
浸
透
し
て
き
た
と
言
え
る
。
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現
役
の
修
猷
館
の
先
生
方
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
国
語
の
泉
順
子
先

生
で
あ
る
。
泉
先
生
は
、
永
年
新
聞
部
の
顧
問
を
さ
れ
て
お
り
、
新
聞
部

の
Ｏ
Ｂ
会
長
を
務
め
て
い
た
私
と
は
長
い
付
き
合
い
で
あ
る
。
泉
先
生
は

物
静
か
で
大
人
し
く
見
え
る
が
、
芯
は
強
い
。
先
生
は
修
猷
館
に
長
く
在

籍
し
、
私
の
息
子
と
孫
の
授
業
も
担
当
さ
れ
た
。

　

一
昨
年
、
当
番
学
年
で
あ
っ
た
息
子
の
誘
い
で
東
京
修
猷
会
に
出
席
し

た
が
、
当
日
、
泉
先
生
が
来
賓
と
し
て
招
待
さ
れ
て
お
り
、
館
長
挨
拶
に

続
い
て
教
員
代
表
と
し
て
登
壇
さ
れ
た
の
は
泉
先
生
で
あ
っ
た
。
私
は
難

聴
の
た
め
泉
先
生
の
話
は
良
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
が
、
後
で
息
子
に
聞

い
て
み
る
と
先
生
は
い
い
話
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
！

　

泉
先
生
は
立
派
な
修
猷
館
の
伝
統
の
承
継
者
の
一
人
だ
か
ら
！

　

中
村
研
一
画
伯
の
フ
ラ
ン
ス
展
覧
会
入
選
の
絵

吉　

田　

朋　

春

　
（
昭
和
40 
年
卒
）

　

中
学
修
猷
館
大
正
３
年
卒
の
中
村
研
一
画
伯
（
１
８
９
５
年
（
明
治
28

年
）
生
～
１
９
６
７
年
（
昭
和
42
年
）
没
）
が
、
戦
前
パ
リ
留
学
中
の

１
９
２
６
年
（
昭
和
元
年
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
権
威
あ
る
展
覧
会
サ
ロ�

ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
で
入
選
を
果
た
し
た
少
女
の
絵
「
小
さ
き
魚
つ
り
」

（
30
号
・
１
９
２
６
年
作
）
が
、
一
昨
年
（
令
和
５
年
）
６
月
に
埼
玉
在

住
の
従
兄
か
ら
、
宗
像
市
の
中
村
研
一
・
琢
二
生
家
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
、

福
岡
県
立
美
術
館
の
学
芸
員
に
よ
る
鑑
定
に
私
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　　

私
が
昭
和
40
年
に
大
学
受
験
で
上
京
し
た
際
、
当
時
横
浜
在
住
の
伯
父

の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て
泊
ま
っ
た
そ
の
家
の
応
接

間
に
は
、
大
き
く
て
立
派
な
額
装
の
少
女
の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
そ
の
絵
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
と
か
、
戦
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
顔
も
知
ら
な
か
っ
た
私
の
祖
父
良
春
が
、
同
じ
宗
像
出
身
で
著
名
な

画
家
の
中
村
研
一
・
琢
二
兄
弟
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
知
る

由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
絵
が
発
す
る
オ
ー
ラ
に
圧
倒
さ
れ
た

私
の
記
憶
に
は
長
く
留
め
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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祖
父
は
、
研
一
・
琢
二
兄
弟
の
父
中
村
啓
二
郎
氏
と
は
無
二
の
親
友
で

あ
っ
た
縁
で
、
昭
和
４
年
の
研
一
画
伯
の
結
婚
の
際
に
は
媒
酌
人
を
務
め

ま
し
た
。
そ
の
お
礼
に
画
伯
か
ら
「
ど
れ
で
も
好
き
な
絵
を
持
っ
て
行
っ

て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
こ
の
絵
を
所
望
し
た
の
で
す
。
そ
の
謂
れ
を
知

る
伯
父
が
、
貴
重
な
こ
の
絵
が
戦
後
の
ど
さ
く
さ
で
散
逸
し
な
い
よ
う
に

と
保
有
し
て
き
た
の
で
し
た
。
伯
父
夫
妻
が
亡
く
な
り
あ
の
絵
は
ど
う

な
っ
た
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
伯
父
の
長
男
の
従
兄
が
平
成
31

年
に
亡
く
な
っ
て
、
宗
像
の
菩
提
寺
に
あ
る
お
墓
に
納
骨
す
る
た
め
に
来

福
し
た
ご
子
息
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
伯
父
の
次
男
の
埼
玉
在
住
の
従
兄
が

受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
生
家
美
術
館
の

中
村
嘉
彦
氏
に
お
知
ら
せ

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち

着
い
た
一
昨
年
４
月
に
一

緒
に
上
京
し
て
寄
贈
の
意

思
を
確
認
し
、
６
月
に
生

家
美
術
館
に
移
送
さ
れ
寄

託
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　

額
縁
の
裏
に
は
「
謹
呈
吉
田
良
春
様　

昭
和
４
年
１
月　

研
一
・
富
子
」

と
書
い
て
あ
っ
て
、
媒
酌
人
を
務
め
た
お
礼
に
貰
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
、
画
伯
に
と
っ
て
は
留
学
中
の
フ
ラ
ン
ス
で
入
選
し
た
記
念

す
べ
き
絵
で
し
た
か
ら
、
し
ぶ
し
ぶ
手
放
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

画伯の結婚式の写真

　

ま
た
画
伯
の
父
啓
二
郎
氏
は
、「
絵
を
買
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
と

つ
い
お
辞
儀
を
し
た
く
な
る
、
そ
う
い
う
画
家
に
は
な
る
な
」
と
、
画
伯

が
東
京
美
術
学
校
の
学
生
の
時
に
代
々
木
初
台
に
ア
ト
リ
エ
を
建
て
、
絵

を
売
ら
な
く
て
も
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
が
、
終
戦
直
前
の
空

襲
で
ア
ト
リ
エ
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
画
伯
が
パ
リ
留
学
中
な
ど

30
～
40
歳
代
に
描
い
た
作
品
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皮
肉
に
も
絵

を
売
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
戦
前
の
作
品
が
殆
ど
残
ら
な
い
と
い
う
結
果

を
生
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
祖
父
が
所
望
し
た
お
蔭
で
こ
の
貴
重
な

絵
は
焼
失
を
免
れ
た
の
で
す
。

　　

こ
の
絵
は
修
復
の
後
、
福
岡
県
立
美
術
館
の
「
中
村
研
一
と
中
村
琢
二

展
」
で
、
昨
年
（
令
和
６
年
）
12
月
21
日
か
ら
本
年
（
令
和
７
年
）
２
月

２
日
ま
で
公
開
展
示
さ
れ
、
描
か
れ
て
か
ら
百
年
近
く
も
経
っ
た
今
日
、

画
伯
の
地
元
で
陽
の
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
奇
縁
の
賜
物

と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「小さき魚つり」
（1926年 中村研一・琢二生家美術館寄託）
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は
部
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
直
接
電
話
や
メ
ー
ル
で
そ
の
概
要
を
伝
え
る
と
い

う
流
れ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
同
級
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
こ

の
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
も
、
や
は
り
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

人
の
心
を
動
か
す
と
私
は
思
う
。
忙
し
い
中
に
も
引
き
受
け
て
く
れ
た
講

師
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
自
分
の
思
い
を
楽
し
み
な
が
ら
話
し
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
て
、
準
備
を
進
め
て
も
ら
っ
た
。

　

当
日
は
、
卒
業
当
時
と
は
違
う
新
し
い
校
舎
に
「
土
足
で
い
い
と
か
い

な
」
と
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
続
々
と
集
ま
っ
て
く
る
同
級
生
に
会
う
と
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
お
互
い
に
歳
を
重
ね
た
こ
と
を
確
認
し
合
い

な
が
ら
、
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
た
様
子
だ
っ
た
。
そ
し
て
本
番
。
代
表
の
生

徒
が
順
に
迎
え
に
き
て
「
〇
〇
先
生
お
願
い
し
ま
す
」
と
講
師
が
呼
ば
れ

る
の
だ
が
、
控
室
は
な
ぜ
か
高
校
生
の
時
の
教
室
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
お
か
げ
で
講
師
陣
は
笑
顔
で
各
教
室
へ
出
発
し
て
い
っ
た
。

　

学
生
時
代
か
ら
起
業
経
験
の
あ
る
彼
は
、
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
経

理
、
投
資
な
ど
経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
、
そ
の
場
で
生
徒
の
希
望
に
応

え
る
た
め
、
い
く
つ
も
の
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
臨
ん
で
く
れ
た
。

　

農
学
部
卒
業
後
、
理
学
療
法
士
の
学
校
に
行
き
病
院
勤
務
、
さ
ら
に
教

員
免
許
を
と
っ
て
体
育
教
師
に
な
っ
た
彼
女
は
、
特
異
な
経
歴
の
話
と
得

意
な
身
体
ほ
ぐ
し
運
動
を
行
い
な
が
ら
生
徒
の
心
を
掴
ん
だ
。

　

高
校
時
代
に
映
画
制
作
部
を
立
ち
上
げ
、
仲
間
ら
と
自
主
映
画
を
作
っ

た
こ
と
が
キ
ャ
リ
ア
の
原
点
と
な
っ
た
彼
は
、
脚
本
家
と
し
て
、
映
画
制

作
部
の
後
輩
た
ち
に
直
接
思
い
を
伝
え
た
。

　

高
校
物
理
で
は
赤
点
続
き
だ
っ
た
け
れ
ど
も
現
在
物
理
学
者
と
な
っ
た

彼
は
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
に
つ
い
て
そ
の
面
白
さ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
で
、
金
沢
か
ら
日
帰
り
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

　

七
猷
会
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー

安　

部　

祐　

子

（
平
成
７
年
卒
）

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
新
し
い
職
業
が
次
々

と
生
ま
れ
、
従
来
の
働
き
方
や
価
値
観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
中
学
校
教
諭
を
職
業
と
す
る
私
に
と
っ
て
、
修
猷
館
の

同
窓
生
が
広
い
世
界
で
活
躍
す
る
姿
は
と
て
も
刺
激
的
で
、
常
日
頃
か
ら

中
学
生
に
も
紹
介
し
て
い
た
。
こ
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
は
、
修
猷
の
先

輩
か
ら
直
接
話
を
聞
く
と
い
う
な
か
な
か
で
き
な
い
取
組
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
活
躍
す
る
後
輩
達
の
た
め
に
何
か
力
に
な
り
た
い
と
思
い
、
取
り
ま

と
め
役
を
引
き
受
け
た
。

　

講
師
募
集
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
。
私

た
ち
の
高
校
生
当
時
は
ま
だ
ポ
ケ
ベ
ル
時
代
の
始
ま
り
。
卒
業
後
は
連
絡

先
を
直
接
お
互
い
に
繋
い
で
い
く
し
か
な
い
。
卒
業
十
周
年
か
ら
約
五
年

お
き
に
同
窓
会
を
開
い
て
そ
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
同
窓
会
幹
事
執
行

部
の
メ
ン
バ
ー
も
、
仕
事
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
県
外
に
出
た
時
に
、
積
極
的

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
内
諾
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
最
後

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー



−24−

て
書
い
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
、
私
の
涙
腺
は
緩
み
っ
ぱ
な
し
で

あ
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
講
師
た
ち
か
ら
の
感
想
を
一
部

紹
介
す
る
。

・�

人
生
の
折
り
返
し
に
何
か
人
の
た
め

に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て

い
た
の
で
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
。

・�

こ
れ
ま
で
の
三
十
年
の
答
え
合
わ
せ

が
出
来
た
よ
う
で
非
常
に
有
意
義

だ
っ
た
。

・�

未
来
あ
る
高
校
生
が
、
キ
ラ
キ
ラ
し

た
眼
差
し
で
自
分
の
話
を
聞
い
て
く

れ
た
の
で
、
日
常
で
は
味
わ
え
な
い

充
実
感
だ
っ
た
。

・�

現
役
の
時
に
も
こ
う
い
っ
た
機
会
が

あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。
他
の
同
級
生

の
講
義
も
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ぜ
ひ
職
場
を
見
て
み
た
い
と
生
徒
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
実
際

職
場
で
あ
る
テ
レ
ビ
局
を
案
内
し
た
と
い
う
後
日
談
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

同
世
代
で
あ
る
自
分
の
子
ど
も
に
も
ぜ
ひ
同
じ
よ
う
な
機
会
を
と
い
う
願

い
か
ら
、
子
ど
も
の
部
活
の
親
子
合
宿
に
て
、
保
護
者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
講
師
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
修
猷
館
高
等
学
校
な
ら
び
に

同
窓
会
の
皆
様
に
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
三
十
年
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
ず
っ
と
貫
い
て
や
っ

て
き
た
人
、
紆
余
曲
折
あ
っ
た
け
れ
ど
も
今
自
分
が
や
り
た
い
と
思
え
る

仕
事
に
つ
い
て
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て
今
が
あ

る
、
そ
し
て
さ
ら
に
夢
を
も
っ
て
今
を
楽
し
く
生
き
て
い
る
講
師
陣
の
姿

こ
そ
が
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
で
私
が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
た

「
か
っ
こ
い
い
大
人
」
の
姿
だ
っ
た
と
思
う
。
本
当
に
講
師
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て
、
控

室
に
戻
っ
た
講
師
陣
の
顔
は
、
高
校
生
に
負
け
な
い
く
ら
い
キ
ラ
キ
ラ
し

て
い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
私
た
ち
が
三
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
浅
田
先
生
、

泉
先
生
が
控
室
に
来
て
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
卒
業
後

三
十
年
た
っ
て
、
教
え
子
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
こ
と
が
嬉
し

い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、
同
じ
く
教
師
を
仕
事
と
す
る
私
に
は

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
中
高
生
で
関
わ
っ
た
生
徒
が
、
大
人
に�

な
っ
て
も
夢
を
も
ち
一
生
懸
命
に
生
き
る
姿
は
、
感
慨
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

全
て
の
日
程
終
了
後
、
次
の
日
の
総
会
の
準
備
や
、
都
合
が
つ
か
な
い

講
師
も
い
て
全
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
窓
会
館
で
さ
さ
や
か
な
が
ら
打

ち
上
げ
を
行
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
部
会
員
や
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
執
行
部
メ
ン
バ
ー
も
含
め
、
講
師
一
人
一
人
が
現
況
と
当
日
の
感

想
等
を
発
表
し
た
。
全
員
が
報
告
し
終
え
る
ま
で
に
、
気
づ
け
ば
開
始
か

ら
四
時
間
を
過
ぎ
て
い
た
。
改
め
て
同
級
生
の
歩
ん
で
き
た
人
生
や
生
き

方
に
触
れ
、
刺
激
を
も
ら
っ
た
。
高
校
生
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
準
備
し
て
く
れ
た
こ
と
、
講
師
を
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
生
徒
が
感
想
に
何
か
し
ら
を
感
じ
取
っ
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濵邉　和揮 ☆町弁（まちべん）奮闘記☆

吉永賢一郎 ビジネスに必須の会計税務を
学びませんか？

中原　將隆「ゼネラルを持ったスペシャ
リスト」は証券マン？

徳永　将章「夢」を決めつける必要はない

中村　哲 世界の全てを知り、世界の全
てに答えたい。“考え続ける
人”としての経営コンサルタ
ントの可能性

椎野　健一 色々な職種のキャリアプラン
や起業、IT等希望に合わせ
て語ります！

的射場智之 人事歴20年の人事パーソンが
考える「キャリア」とは。

近藤　恭子「仕事をするってどういうこ
と？」もやもやするみなさん
と一緒に考えたい

佐藤　史子 企業の研究所での働き方
〜グローバル IT企業のソフ
トウェア研究開発〜

松本　武彦 自分の興味のあることを常に
意識して進もう

山本三恵子「IT系」ってどんなお仕事？
～私はアプリケーションエン
ジニアをやってます～

國房　義之 電子部品メーカーでの新規事
業開発の魅力

伊藤　大和 食品の商品開発の魅力
好きを仕事に

西村　將生 大学でなんとなく金属を学ん
だ私が、総合化学メーカーで
サステナブルなバイオ技術を
世に送り出すまで

岩尾　拓美 VIVANT（別班）
〜英語を使わない商社マン〜

川端　成二 薬剤師から製薬企業へ

田頭　仁美 二代目薬局薬剤師が訪問看護
ステーションを立ち上げた！
どうする？どうなる？地域医療！

阿部　清美 臨床も研究も教育も！ 
～いつでもどこでもキャリア
アップ〜

吉村　壮平 医師免許を取ったら、どう生
きる？

藤吉　順子 小児科、新生児科医とは？

林田　英一 医師になって思うこと。
開業医になって考えること。

大城あずさ 障害児医療・福祉
〜「治らない患者さん」に寄
り添い続ける〜

松田　聡士 エンターテインメントの仕事
について

入江　信吾 君たちはどう生きるか？
〜脚本家というお仕事〜

三浦　良介 テレビはオワコン？！
ネット時代にローカル局の報
道記者が伝えたいこと。

浦元久美子 出逢いを大切に（すべての出
来事には意味がある）！〜まさ
か自分が教師になるとは…〜

許勢　仁美 働きながら学び、学びながら
働く、自分で作る自分のキャ
リア

藤田　裕史 高校生の社会学
〜はたらくことを考える〜

荒木　雪葉 ことばと文化

吉田　靖雄 量子の力で原子を見る究極の
顕微鏡
〜赤点高校生だった物理学者
によるミクロな世界のお話〜

伏原　実 道路や橋、トンネルなど、地
図に残る仕事ができる技術系
公務員

米原　泰裕 金銭的利益を追求しない“し
ごと”について

宮﨑　真吾 ９時５時から24時間365日まで
～福岡市職員という職業～

瀬角　南 NGO／NPOで働こう

吉田　貞信 ラグビー部の仲間たちと一緒
に起業したりしながら自分ら
しく生きていく方法

中西　洋彰 しくじり先輩
～失敗して無職も経験したけ
ど、楽しく生きているコツ～

河井　志帆 立ち上がれ、修猷生よ！
天下一人を以て興れ！！

中島　朋子 海外とのビジネスについて

令和６年度　卒業生キャリアセミナー
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修
猷
館
の
彫
刻
家

小
田
部　

黃　

太

　
（
昭
和
53
年
卒
）

　

私
は
彫
刻
を
制
作
し
て
お
り
、
資
料
館
の
外
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
私
の
作
品
が
あ
る
。
そ
の
関
係
で
資
料
館
の
彫
刻
作
品
の
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
用
の
説
明
文
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は
そ
の
資
料
館
の
彫
刻
に

つ
い
て
「
菁
莪
」
に
原
稿
を
書
か
な
い
か
と
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
。

　

修
猷
館
出
身
の
画
家
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
書
か
れ
た
も
の
を
目
に
す

る
機
会
も
あ
る
が
、
彫
刻
家
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
あ
ま
り
目
に
す
る

機
会
も
な
い
。
私
は
研
究
者
で
は
な
く
、
一
彫
刻
の
作
家
に
過
ぎ
な
い
た

め
、
修
猷
出
身
の
彫
刻
家
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
到
底
言
え
な
い
が
、
資

料
館
の
作
品
と
そ
の
作
家
か
ら
、
さ
ら
に
修
猷
館
に
ゆ
か
り
の
あ
る
彫
刻

家
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。
漏
れ
や
間
違
い
な
ど
も
あ
る
か
と
も
思
う

が
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
は
資
料
館
に
あ
る
作
品
か
ら
述
べ
る
。

〇
安
永 

良
徳
：
母
子
像　

―
資
料
館
の
入
り
口
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
―

　

安
永 

良
徳
（
大
正
８
年
卒
）（
１
９
０
２
年
～
１
９
７
０
年
）
は
旧
福

岡
藩
士
の
長
男
と
し
て
横
浜
に
生
ま
れ
、
全
国
を
転
々
と
し
た
の
ち
中
学

修
猷
館
を
卒
業
、
成
績
優
秀
な
特
待
生
と
し
て
東
京
美
術
学
校
に
進
み
、

修
猷
館
、
東
京
美
術
学
校
の
先
輩
で
あ
る
洋
画
家
・
中
村
研
一
の
自
宅
な

ど
で
詩
人
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
卒
業
後
彫
刻
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
が
、
第
２
次
大
戦
で
の
出
征
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ

れ
、
１
９
４
７
年
に
復
員
、
そ
の
後
は
福
岡
に
定
住
し
た
。
戦
後
は
福
岡

在
住
で
あ
り
な
が
ら
「
日
展
」
の
審
査
員
を
し
ば
し
ば
務
め
、「
日
展
」

参
与
、
福
岡
県
美
術
協
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
作
品
は
福
岡

市
美
術
館
、
福
岡
県
立
美
術
館
の
屋
外
作
品
、
西
公
園
の
平
野
次
郎
國
臣

像
、
博
多
駅
の
博
多
節
舞
姿
等
、
福
岡
市
内
等
に
多
数
あ
る
。

　

資
料
館
の
作
品
「
母
子
像
」
は
安
永
が
繰
り
返
し
制
作
し
て
い
る
テ
ー

マ
で
も
あ
り
、
そ
う
大
き
な
作
品
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
安
永
が
脂
の

乗
り
切
っ
た
時
期
の
作
品
で
、
代
表
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
安

永
は
私
が
知
る
限
り
修
猷
館
卒
業
生
で
最
も
偉
大
な
彫
刻
家
で
あ
ろ
う
。

実
は
私
の
父
（
彫
刻
家
・
小
田
部 

泰
久
１
９
２
７
年
～
２
０
０
８
年
―

旧
制
筑
紫
中
学
、
東
京
芸
大
）
が
安
永
良
徳
に
師
事
し
て
お
り
、
私
は
幼

少
の
こ
ろ
、
父
に
連
れ
ら
れ
安
永
の
ア
ト
リ
エ
に
何
度
か
行
っ
た
覚
え
が

あ
る
。
幼
心
の
印
象
で
は
温
厚
で
は
あ
る
が
眼
光
鋭
く
、
非
常
に
存
在
感

の
あ
る
印
象
で
、
今
風
に
言
え
ば
オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。

〇
宮
崎 

準
之
助
：
四
隅

　

宮
崎 
準
之
助
（
昭
和
24
年
卒
）（
１
９
３
０
年
～
１
９
８
９
年
）
は
福

岡
市
に
生
ま
れ
中
学
修
猷
館
を
卒
業
後
、
京
都
学
芸
大
学
（
現
京
都
教
育

大
学
）
特
修
美
術
科
で
彫
塑
を
学
ぶ
。
卒
業
後
北
九
州
で
聾
学
校
等
の
美

　

資
料
館
案
内　
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術
教
師
を
務
め
な
が
ら
前
衛
美
術
集
団
「
九
州
派
」
に
参
加
、
九
州
派
解

散
後
も
芸
術
を
生
活
者
の
視
点
で
と
ら
え
る
と
い
う
思
想
に
誠
実
に
向
き

合
い
、
楠
（
く
す
の
き
）
を
主
素
材
と
し
て
温
か
み
の
あ
る
抽
象
木
彫
作

品
を
制
作
し
た
。
作
品
は
福
岡
県
立
美
術
館
、
福
岡
市
美
術
館
等
に
多
く

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
館
の
作
品
「
四
隅
」
は
、
そ
の
題
名
か
ら
個
展
の
際
な
ど
に
展
示

室
の
四
隅
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
と
推
察
さ
れ
る
。「
隅
」
は
「
偶
」

に
通
じ
、
人
の
形
を
重
ね
て
い
る
の
で
は
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
私

は
１
９
８
６
年
、
東
京
京
橋
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
「
く
す

ぐ
る
ま
」
に
行
き
、
宮
崎
と
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
、
私
は
大
学

を
出
た
ば
か
り
で
宮
崎
が
56
歳
、
け
れ
ん
み
や
、
派
手
さ
の
な
い
人
物
と

記
憶
し
て
い
る
。
訥
々
と
お
話
し
い
た
だ
き
、
作
品
と
同
じ
よ
う
に
温
か

く
実
直
な
印
象
で
あ
っ
た
。

〇
木
戸 

龍
一
：
材
木

　

木
戸 

龍
一
（
昭
和
31
年
卒
）（
１
９
３
７
年
～
）
福
岡
学
芸
大
学
（
現

福
岡
教
育
大
学
）
美
術
科
卒
業
、
個
展
、
グ
ル
ー
プ
展
等
で
木
彫
を
中
心

と
し
た
抽
象
彫
刻
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
日
本
美
術
展
、
ヘ
ン

リ
ー
ム
ー
ア
大
賞
展
等
へ
出
品
、
１
９
８
１
年
第
１
回
び
わ
こ
現
代
彫
刻

展
で
は
優
秀
賞
受
賞
等
、
野
外
彫
刻
も
多
く
手
掛
け
て
い
る
。「
菁
莪
」

の
記
事
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
中
野
正
剛
像
（
中
央
区
今
川
）
の
制
作

で
あ
ろ
う
。
加
え
て
進
藤
一
馬
像
（
福
岡
市
美
術
館
）
等
、
木
彫
の
抽
象

作
品
を
主
戦
場
と
し
な
が
ら
、
優
れ
た
肖
像
彫
刻
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
多

数
手
掛
け
て
い
る
等
、
実
に
多
才
な
作
家
で
あ
る
。
ま
た
、
九
州
造
形
短

期
大
学
学
長
、
福
岡
県
美
術
協
会
理
事
長
を
歴
任
し
、
福
岡
の
美
術
文
化

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
木
戸
は
修
猷
館
在
学
中
は
美
術
部
で
は
な

く
柔
道
部
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
中
野
正
剛
、
広
田
弘
毅
の
後
輩
で
あ
り
、

そ
の
学
年
は
戦
後
で
最
も
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

資
料
館
の
作
品
「
材
木
」
は
１
９
７
０
年
代
に
発
表
さ
れ
た
「
材
木
」

シ
リ
ー
ズ
の
な
か
の
１
点
で
あ
る
。
四
角
い
材
木
が
、
有
機
的
な
動
き
の

あ
る
形
態
へ
変
化
す
る
様
は
、
木
戸
の
木
彫
表
現
の
真
骨
頂
と
い
え
る
。

　

木
戸
は
私
の
父
と
若
い
こ
ろ
か
ら
の
旧
知
で
あ
り
、
私
も
物
心
つ
い
た

時
よ
り
よ
く
存
じ
あ
げ
て
い
る
。
公
私
に
わ
た
り
大
変
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。

〇
小
田
部 

黃
太
：
Ｒ
Ｙ
Ｕ
（
資
料
館
右
奥
の
屋
外
作
品
）

　

小
田
部 

黃
太
（
昭
和
53
年
卒
）（
１
９
５
９
年
～
）
東
京
芸
術
大
学
彫

刻
科
卒
業
、
主
に
個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
を
中
心
に
鉄
、
銅
、
真
鍮
等
の
金

属
を
素
材
と
し
抽
象
彫
刻
を
制
作
し
て
い
る
。

　

自
分
自
身
の
こ
と
を
書
く
の
は
い
さ
さ
か
気
恥
ず
か
し
い
が
、
私
も
美

術
部
で
は
な
く
柔
道
部
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
九
州
産
業
大
学
造
形
短

期
大
学
部
（
旧
九
州
造
形
短
期
大
学
）
の
学
長
で
あ
り
、
福
岡
県
美
術
協

会
理
事
長
（
安
永
、
木
戸
、
そ
し
て
私
の
父
も
歴
任
）
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
。
先
達
に
は
比
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
縁
（
え
に
し
）
の
様
な
も
の
も
感

じ
て
お
り
、
制
作
も
含
め
恥
ず
か
し
く
な
い
取
り
組
み
を
せ
ね
ば
と
改
め

て
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
資
料
館
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
残
り
僅
か
な
紙
面

で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
美
術
科
の
恩
師
で
あ
る
。
お
二
人
、
彫
刻
に
関

係
し
た
恩
師
を
ご
紹
介
し
た
い
。
お
一
人
は
私
の
在
学
中
に
お
ら
れ
た
河

原 

大
輔
先
生
（
昭
和
38
年
～
昭
和
54
年
在
任
）
で
あ
る
。
先
生
は
作
家
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と
し
て
は
油
彩
を
制
作
さ
れ
て
い
た
が
、
東
京
美
術
学
校
の
彫
刻
科
の

ご
出
身
で
あ
る
。
私
も
ご
自
宅
で
の
デ
ッ
サ
ン
教
室
で
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
こ
の
世
界
に
入
る
こ
と
の
き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
。
美
術
部
で
も

多
く
の
作
家
を
育
て
ら
れ
て
い
る
。
お
二
人
目
は
松
重 

明
先
生
（
昭
和�

60
年
～
平
成
13
年
在
任
）
で
あ
る
。
石
彫
を
ご
専
門
と
さ
れ
、
私
も
長
く

グ
ル
ー
プ
展
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
修
猷
館
の
南
門
を
入
っ
た

右
側
（
資
料
館
と
は
逆
側
）
に
作
品
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
教
え
子
に
作

家
活
動
を
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
他
の
卒
業
生
の
彫
刻
家
等

〇�

竹
中 

正
基
（
昭
和
29
年
卒
）
福
岡
学
芸
大
学
（
現
福
岡
教
育
大
学
）

美
術
科
卒
業
、
木
彫
の
抽
象
作
品
を
制
作

〇�

河
原 

美
比
古
（
昭
和
42
年
卒
）
東
京
藝
術
大
学
彫
刻
科
卒
業
、
建
築

事
務
所
「
ラ
ン
ト
マ
ン
」
主
宰
、
河
原 

大
輔
先
生
の
ご
子
息
、
木
彫

の
抽
象
作
品
等
を
制
作

〇�

増
本 

達
彦
（
昭
和
63
年
卒
）
福
岡
教
育
大
学
美
術
科
卒
業
、
松
山
東

雲
大
学
教
授
、
木
彫
の
抽
象
作
品
を
制
作

〇�

中
村 

弘
峰
（
平
成
16
年
卒
）
博
多
人
形
師
、
福
岡
大
名
ガ
ー
デ
ン
シ�

テ
ィ
の
こ
ま
犬
を
制
作
、
東
京
芸
術
大
学
彫
刻
科
卒
業
で
、
博
多
人
形
、

そ
し
て
現
代
工
芸
を
し
ょ
っ
て
立
つ
で
あ
ろ
う
若
き
逸
材
で
あ
る
。
柔

道
部
。

　

以
上
、
ぜ
ひ
資
料
館
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
他
の
彫
刻
家
に
つ

い
て
も
検
索
な
ど
し
て
い
た
だ
き
、
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
が
あ
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。

安永 良徳　「母子像」

修猷資料館の一般公開日については、修猷館高校HPでご確認ください

https://shuyu.fku.ed.jp

宮崎 準之助　「四隅」

小田部 黃太　「ＲＹＵ」

木戸 龍一　「材木」
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「
水
泳
部
創
部
百
周
年
記
念
行
事
」

■
令
和
７
年
６
月
14
日
（
土
）
修
猷
館
内
に
て

　

＊
記
念
講
演　

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
金
岡
恒
治
氏
（
昭
和
56
年
卒
）

　

＊
現
役
と
の
交
流
会　

交
換
リ
レ
ー
・
記
念
品
贈
呈
等

■
同
日
18
時
よ
り　

市
内
ホ
テ
ル
に
て
記
念
祝
賀
会

■
百
周
年
記
念
誌
の
発
行
（
令
和
７
年
秋
予
定
）

■
記
念
行
事
の
お
問
い
合
わ
せ　

星
泳
会　

　

会
長　

西
村
正
美
（
昭
和
43
年
卒
）　

　
　
　
　

　

事
務
局
長　

重
岡
昌
伸
（
昭
和
53
年
卒
）　

　

｜ 

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

｜

　
　
　
　

創
部
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ

修
猷
館
ラ
グ
ビ
ー
倶
楽
部
会
長　
　
　
　
　

武　

藤　

英　

治

　
（
昭
和
45
年
卒
）

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長　
　
　

堀　

内　

恭　

彦

（
昭
和
59
年
卒
）

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
令
和
７
年
春
に
創
部
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
正

　

部
活
Ｏ
Ｂ
会　

　

｜ 

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会
（
星
泳
会
） 

｜

　
　
　
　

 　
「
創
部
百
周
年
」
を
迎
え
て

星
泳
会
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

西　

村　

正　

美

（
昭
和
43
年
卒
）

　

水
泳
部
は
大
正
14
年
に
創
部
以
来
、
お

陰
様
で
本
年
で
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

創
部
以
来
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

平
泳
ぎ
で
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
葉

室
鐵
夫
選
手
や
日
米
対
抗
試
合
に
出
場
し

後
に
国
会
で
活
躍
し
た
楢
崎
弥
之
助
選
手

ほ
か
幾
多
の
選
手
が
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
耀
か
し
い
成
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
３
年
に
初
代
プ
ー
ル
が
完
成
後
、
昭

和
42
年
に
二
代
目
を
経
て
、
平
成
17
年
に

現
在
の
プ
ー
ル
が
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
男
女
合
わ
せ
て
約
50
人
の
部
員
が
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
水
泳
部
の
Ｏ
Ｂ

会
「
星
泳
会
」
主
催
に
て
百
周
年
祝
賀
行

事
を
次
の
通
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

合宿見舞い
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14
年
の
創
部
以
来
、
国
体
優
勝
、
全
国
大
会
出
場
な
ど
幾
多
の
優
秀
な
実

績
を
挙
げ
、
近
年
も
全
国
選
抜
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
す
な
ど
、「
公
立

伝
統
校
の
雄
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
数
多
の
優
秀
な
選
手

や
人
材
を
送
り
出
し
、
福
岡
、
九
州
、
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
に
貢
献
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、「
弥
栄
（
い

や
さ
か
）」
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
事
業
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
館
友
の

皆
様
に
は
さ
ら
な
る
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
記
念
事
業　

概
要
】

１　

令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
）　

於　

修
猷
館
高
校

　

①　

記
念
試
合　

vs
福
岡
高
校
（
現
役
戦
、
Ｏ
Ｂ
戦
）

　

②　

記
念
講
演　

廣
瀬
俊
明
氏
（
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
主
将
）

　

③　

記
念
式
典　
（
講
堂
に
て
開
催
）

２　

令
和
７
年
９
月
頃　

大
阪
遠
征

　

～
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
に
て
試
合
（
現
役
戦
、
Ｏ
Ｂ
戦
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長　

堀
内
恭
彦
（
昭
和
59
年
卒
）

　

　

｜ 

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会 

｜

　
　
　
　

 

創
部
１
３
０
周
年
記
念
行
事
の
お
し
ら
せ

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長　
　
　
　
　

下　

川　

達　

史

（
昭
和
56
年
卒
）

　

創
部
１
３
０
周
年
に
あ
た
り
、
Ｏ
Ｂ
会
で
は
世
代
を
超
え
て
親
睦
を
深

め
、
後
輩
た
ち
を
支
援
す
る
記
念
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
記
念
祝
賀
会
は

野
球
部
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
共
有
し
懇
親
を
深
め
る
会
と
な
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
祝
賀
会
翌
日
に
は
記
念
試
合
を
行
い
ま

す
。
人
工
芝
と
な
っ
た
懐
か
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
後
輩
た
ち
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
昨
年
の
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
４
進
出
を
は
じ
め
、
こ
こ
数
年
の
現

役
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
波
多
江
監
督
（
平
成
２
年

卒
）
の
指
導
の
賜
物
で
す
が
、
Ｏ
Ｂ
会
贈
呈
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。
夢
か
ら
目
標
と
な
っ
た
悲
願
の
甲
子
園
を
支
援
す
る
募

金
へ
の
協
力
を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

■
記
念
祝
賀
会　

２
０
２
５
年
６
月
７
日
（
土
）　

18
時
よ
り

　

会　

場
：
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
福
岡　

　

会　

費
：
平
成
26
年
卒
以
前
1
2
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

平
成
27
年
卒
以
降　

８
，０
０
０
円

■
記
念
招
待
試
合　

２
０
２
５
年
６
月
８
日（
日
）　

12
時
半
頃
～（
予
定
）

　

会　

場
：
修
猷
館
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
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招
待
校
：
熊
本
県
立
濟
々
黌
高
校

■�

募
金
活
動　

１
口　

１
万
円　
（
野
球
部
Ｏ
Ｂ
以
外
の
方
の
寄
付
も
大

歓
迎
で
す
。）

　

�　

ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
、
防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
を
贈
呈
し
現
役
の
練
習
環

境
改
善
を
支
援
し
ま
す
。
野
球
部
Ｏ
Ｂ
以
外
の
方
か
ら
の
寄
付
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

行
事
出
欠
、
会
費
・
寄
付
金
の
連
絡
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

■
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長　

下
川
達
史
（
昭
和
56
年
卒
）

　　

｜ 

書
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
墨
猷
会
） 

｜
前
墨
猷
会
副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

平　

田　

道　

彦

（
昭
和
51
年
卒
）

　

十
年
程
休
止
し
て
い
た
墨
猷
会
（
書
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）
再
開
の

た
め
、
連
絡
先
を
募
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
一
年
内
にem

ail

の
届
い
て
い

な
い
方
は
、
昭
和
54
年
卒 

菊
池
宛
（
学
年
一
口
ア
ン
テ
ナ
連
絡
先
に
同

じ
）
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

≪部活OB会の情報をお寄せ下さい！≫
　「菁莪」では、部活動を通じた同窓生の交流に関する情報も掲載�
したいと考えています。部活OB会の連絡先の集約にご協力ください。
　①部活OB会名称 ②代表者氏名 ③連絡先・担当者氏名 ④活動
内容（予定含む）など、同窓会事務局までお寄せください。よろしく
お願いします。� 菁莪編集委員会
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～
』
と
題
し
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
に
お
い
て
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
よ
」「
イ
ン
パ
ク
ト
や
ね
、欲
し
い
の
は
」「
お

れ
ら
の
企
画
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
も
ん
に
し
よ
う
や
」「
や
っ
ぱ
記

憶
に
残
ら
な
い
か
ん
よ
」

　

準
備
段
階
で
は
と
に
か
く
皆
で
語
り
ま
し
た
が
、
懇
親
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
っ
て
我
々
が
特
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
学
年
企

画
で
し
た
。

　

と
に
か
く
初
っ
端
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
か
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
動

画
に
は
、
修
猷
資
料
館
に
お
い
て
様
々
な
年
代
の
修
猷
館
の
記
憶
を
集
め
、

過
去
を
知
る
こ
と
で
弛
ま
ず
未
来
へ
す
す
む
た
め
の
意
義
深
い
総
会
に
し

た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

固
唾
を
の
ん
で
皆
さ
ん
の
反
応
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
映
画

の
予
告
編
を
観
て
い
る
よ
う
で
ド
キ
ド
キ
し
た
！
」「
あ
の
動
画
で
心
を

鷲
掴
み
や
っ
た
」
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
少
し
気
の
張
り

が
解
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

学
年
企
画
で
は
、
会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
全
世
代
の
皆
さ
ん
を
巻
き
込

ん
で
楽
し
む
参
加
型
の
大
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
が
緊
張
の
ピ
ー

ク
で
し
た
。
過
去
に
な
い
初
め
て
の
目
論
見
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
そ

も
そ
も
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」「
参
加
し
て
く
れ
た
と
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
」
等
々
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
も
っ
と
種

目
を
た
く
さ
ん
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」「
運
動
会
に
も
う
少
し
時
間
ば

割
い
て
よ
か
っ
た
と
に
」「
今
日
来
て
よ
か
っ
た
ば
い
！
」「
歴
史
に
名
を

残
し
た
ね
！
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
多
数
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
を

　

同
窓
会
総
会
報
告

七
猷
会　

実
行
委
員
長　
　
　
　

古　

賀　

裕　

介

（
平
成
７
年
卒
）

　

七
猷
会
が
幹
事
学
年
を
務
め
た
東
京
修
猷
会
総
会
の
打
ち
上
げ
で
の
こ

と
で
し
た
。

　

福
岡
で
の
幹
事
学
年
を
翌
々
年
に
控
え
て
無
邪
気
に
飲
み
語
り
合
う
中

で
、
ま
さ
か
そ
ん
な
状
況
に
な
ろ
う
と
は
想
像
だ
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
福
岡
の
実
行
委
員
長
は
古
賀
君
や
ろ
？
」

　

恩
師
泉
順
子
先
生
の
こ
の
鶴
の
一
声
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

そ
の
一
声
に
悪
ノ
リ
し
は
じ
め
た
七
猷
会
メ
ン
バ
ー
に
抵
抗
す
る
も
虚

し
く
、

「
お
前
し
か
お
ら
ん
や
ろ
！
」

　

生
殺
与
奪
の
権
を
握
る
元
館
長
岡
本
圭
吾
先
生
の
押
し
の
一
手
に
よ
り
、

私
の
実
行
委
員
長
と
し
て
の
２
年
間
が
幕
を
開
け
た
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
ス
タ
ー
ト
か
ら
何
と
か
走
り
切
り
、
令
和
６
年
５
月
25
日
『
修

猷
大
会
合
（
グ
レ
ー
ト
コ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
～
集
え
よ
健
児
千
一
人

花
盛
り
同
窓
会
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か
み
し
め
な
が
ら
、
当
日
の
打
ち
上
げ
で
は
苦
労
と
工
夫
を
重
ね
た
甲
斐

が
あ
っ
た
と
七
猷
会
一
同
朝
方
ま
で
杯
を
重
ね
ま
し
た
。

　

七
猷
会
の
仲
間
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
中
で
も
少
し
ず
つ
知
恵
や

労
力
を
提
供
し
な
が
ら
、
後
に
も
先
に
も
存
在
し
え
な
い
唯
一
無
二
の
時

を
共
有
し
て
総
出
で
創
り
あ
げ
た
か
ら
こ
そ
、『
歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
』

と
称
さ
れ
た
同
窓
会
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
、
同
窓
会
常
任
幹
事
及
び
事
務
局
の
皆
様
や
各
支
部
の
方
々
、

そ
し
て
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
館
友
の
サ
ポ
ー
ト
な
く
し
て
は

到
底
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
館
友
の
皆
様
の
力
添
え
の
大
き
さ
を

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
当
日
ま
で
の
準
備
期
間
で
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
何
の
利
害
関
係

も
な
く
、
同
窓
と
い
う
た
だ
一
点
の
共
通
点
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
輩
も
後
輩
も
館
友
の
皆
さ
ん
が
快
く
自
身
の
時
間
を
割
い
て
、
情

熱
を
も
っ
て
七
猷
会
に
協
力
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
修
猷

「
愛
」
で
す
。
創
立
か
ら
２
４
０
年
も
の
間
、そ
ん
な
愛
あ
る
人
間
が
集
い
、

語
り
の
文
化
の
中
で
そ
の
愛
を
紡
ぎ
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、「
修
猷
館
」

と
い
う
存
在
が
今
も
な
お
輝
き
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
も
う
既
に
、
平
八
会
（
平
成
８
年
卒
）
が
令
和
７
年
度
の
同
窓
会

総
会
・
懇
親
会
の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
七
猷
会
の
仲
間
た
ち
と

と
も
に
、
今
後
を
担
っ
て
い
く
後
輩
た
ち
に
愛
を
も
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
修
猷
会
総
会
報
告

実
行
委
員
長　
　
　
　
　
　
　

竹　

野　

耕　

平

九
猷
会
（
平
成
９
年
卒
）

　

令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
鳳
凰
の
間
に
て
、

東
京
修
猷
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
勢
４
４
１
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
で
あ
る

「
九
結
（
き
ゅ
う
ゆ
う
） 

～
未
来
の
た
め
に
、
繋
が
り
を
結
ぼ
う
～
」
は
、

修
猷
で
築
か
れ
た
深
い
絆
を
、
未
来
に
向
け
て
さ
ら
に
強
固
に
し
て
い
く

こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
総
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
な
し
の
完
全
リ
ア
ル
な
会
場
で
の

開
催
に
戻
り
ま
し
た
。
会
場
選
定
に
際
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
に
利
用
し
て

い
た
ホ
テ
ル
が
大
規
模
な
宴
会
を
受
け
付
け
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
の
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
10
以
上
の
ホ
テ
ル
に
打

診
し
、
な
か
な
か
空
き
が
見
つ
か
ら
な
い
中
、
最
終
的
に
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
決
定
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
側
と
の
交
渉
に
際
し
、T

he O
kura 

T
okyo

総
支
配
人
の
髙
栁
健
二
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
助
力
を
賜
り
、

こ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
三
部
構
成
で
、
第
一
部
が
東
京
修
猷
会
総
会
、
第
二
部
が
恩
師
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紹
介
、
第
三
部
が
懇
親
会
で
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
伊
藤
哲
朗
東
京
修
猷
会
会
長
、
津
田
純
嗣
同
窓
会
会
長
、

中
神
智
文
館
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
原
沢
由
美
幹
事
長
よ
り
報
告

お
よ
び
決
議
事
項
の
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
等
健
次
新
会
長
、

鈴
木
俊
彦
副
会
長
、
志
保
澤
隆
幸
副
幹
事
長
の
就
任
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
幹
事
学
年
で
あ
る
私
た
ち
九
猷
会
メ
ン
バ
ー
が
ぜ
ひ
お

話
を
伺
い
た
い
と
ご
招
待
し
た
吉
永
高
広
先
生
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し

た
。先
生
の
ご
希
望
も
あ
り
、今
回
は
講
演
形
式
で
は
な
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
２
名
と
吉
永
先
生
が
壇
上
で

着
席
し
、
幅
広
い
話
題
で
楽
し
く
有
意
義
な
内
容
と
な
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
惜
し
む
ら
く
は
、
裏
方
で
運
営
に
従
事
し
て
い
た
九
猷
会
メ
ン
バ
ー

が
会
場
で
直
接
吉
永
先
生
の
講
演
を
聴
け
な
か
っ
た
点
で
す
。
九
猷
会
内

で
録
画
を
共
有
し
ま
し
た
が
、
そ
の
場
の
臨
場
感
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で

感
じ
る
の
は
難
し
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
部
の
懇
親
会
で
は
、
学
年
ご
と
の
親
交
を
深
め
る
と
同
時
に
、
幅

広
い
世
代
間
で
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
「
九
結
」
の
具
現
化

と
し
て
、「
世
代
を
超
え
て
お
も
ひ
で
を
語
る
」
企
画
を
実
施
し
、
昭
和

51
年
卒
の
安
東
泰
隆
さ
ん
、
平
成
３
年
卒
の
花
田
由
理
子
さ
ん
と
平
成
17

年
卒
の
青
木
仁
敬
さ
ん
、
平
成
９
年
卒
の
石
黒
陽
子
さ
ん
に
ご
登
壇
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
卒
の
下
川
甲
嗣
さ
ん
に
は
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
過
去
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
未
来
に
向
け
た
繋
が
り
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、
た
い
へ

ん
有
意
義
な
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
で
あ
る
鳳
凰
の
間
は
広
く
、
テ
ー
ブ
ル
お
よ
び
椅
子
の
数

も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
同
期
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
」「
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
良
か
っ
た
」「
料
理
も
十
分
に

あ
っ
た
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
現
在
は
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
総
会
運
営
に
は
依
然
と
し
て
そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
特
に
コ

ス
ト
の
高
騰
が
一
因
で
す
。
会
場
費
を
は
じ
め
様
々
な
経
費
が
増
加
し
て

お
り
、
総
会
準
備
の
過
程
で
収
支
を
試
算
し
た
結
果
、
従
来
の
会
費
で
は

賄
い
き
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
執
行
部
と
議
論
を
重
ね
、
総
会

の
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
会
費
の
引
き
上
げ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
６
０
０
名
の
参
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
１
０
０
名
以
上
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
は
６
０
０
名
以
上
、
多

い
と
き
で
７
０
０
名
超
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
た
実
績
と
比
較
し
、
動
員
に

関
す
る
工
夫
が
も
っ
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
修
猷
会
総
会
は
46
歳
の
年
に
幹
事
学
年
が
回
っ
て
き
ま
す
が
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
幹
事
学
年
の
負
担
低
減
な
ど
も
今
後
議

論
す
べ
き
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
総
会
が
無
事
に
開
催
で
き
ま
し
た
の
も
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
同
期
の
皆
様
、
そ
し
て
先
輩
・
後
輩
を
含
む
す
べ
て
の
館
友
の

皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
東
京
修
猷
会
総
会
は
、
天
猷
会
（
平
成
10
年
卒
）
が
幹
事
学
年

を
務
め
、
令
和
７
年
６
月
13
日
（
金
）
に
開
催
予
定
で
す
。
す
で
に
準
備

が
進
ん
で
お
り
、
様
々
な
楽
し
い
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

東
京
修
猷
会
総
会
で
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
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Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
集
友

｜

近
畿
修
猷
会
総
会
報
告

｜

幹
事
学
年
代
表　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

順　

平

G
O
猷
会
（
平
成
５
年
卒
）

　

第
49
回
近
畿
修
猷
会
総
会
は
、
一
昨
年
同
様
大
阪
難
波
に
あ
る
ホ
テ
ル

モ
ン
ト
レ 

グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
に
て
、
11
月
16
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
か
ら
３
回
目
の
リ
ア
ル
開
催
と
な
る
今
回
は
、

先
輩
方
の
声
か
け
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
一
昨
年
を
上
回
る
１
８
２

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会
に
は
、
御
多
忙
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
修
猷
館
高
等
学
校
副
校
長 

井
地
誠
様
、
修
猷
館
同
窓
会
副

会
長 

西
高
辻󠄀
信
良
様
、
東
京
修
猷
会
副
会
長 

鈴
木
俊
彦
様
、
中
京
修
猷

会
幹
事
長 

阿
部
野
浩
様
、
関
西
福
中
・
福
高
同
窓
会
会
長 

澤
和
彦
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
は
、
物
故
者
黙
祷
か
ら
参
加
者
全
員
に
よ
る
気
合
の
入
っ
た
館
歌

斉
唱
に
て
ス
タ
ー
ト
。
遠
座
俊
明
代
表
世
話
人
の
挨
拶
か
ら
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
紹
介
、
来
賓
を
代
表
し
て
井
地
副
校
長
と
西
高
辻󠄀
同
窓
会
副
会
長

か
ら
、
各
地
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠

座
代
表
世
話
人
に
よ
る
事
業
報
告
後
に
は
、
今
年
50
年
を
迎
え
る
近
畿
修

猷
会
総
会
に
つ
い
て
も
、
先
輩
の
方
々
か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
古
希
の
お
祝
い
で
は
、
昭
和
48
年
を
代
表
し
て
永

末
伸
生
先
輩
か
ら
、
古
希
に
ま
つ
わ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
川
柳
が
紹
介

さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
私
た
ち
の
同
級
生
で
あ
る
長 

昭
洋
君
（
戸
畑
こ
こ

ろ
と
も
の
忘
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
に
よ
る
『
あ
れ
、
あ
な
た
名
前
な
ん

だ
っ
け
？　

も
ご
愛
嬌
！　

～
館
友
と
笑
っ
て
学
ぶ
、
脳
の
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講
演
を
開
催
。
全
世
界
が
抱
え
る
認
知

症
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
方
々
を
上
手
に
〝
い
じ
り
〟
な
が

ら
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
に
も
大
変

好
評
で
、
講
演
時
に
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
い

う
依
頼
も
い
た
だ
き
、
後
日
、
近
畿
修
猷
会
の
Ｈ
Ｐ
に
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

　

記
念
講
演
の
後
は
、
待
ち
に
待
っ
た
懇
親
会
。
鈴
木
東
京
修
猷
会
副
会

長
と
澤
関
西
福
中
・
福
高
同
窓
会
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
松
村
泰

夫
相
談
役
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
先
輩
の

方
々
か
ら
日
本
酒
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
乾
杯
後
か
ら
大
盛
況
。
そ
ん
な

な
か
、
近
畿
修
猷
会
の
特
長
で
あ
る
各
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
が
ス
タ
ー
ト
。

「
音
楽
を
楽
し
む
会
」
の
リ
ア
ル
な
コ
ー
ラ
ス
か
ら
、「
釣
り
ク
ラ
ブ
」
に

よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
画
を
合
わ
せ
た
発
表
、
た
く
さ
ん
の
画
像
と
と

も
に
ハ
イ
キ
ン
グ
の
活
動
を
披
露
し
た
「
爽
筑
会
」、
メ
ン
バ
ー
全
員
が

壇
上
に
上
が
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
「
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」、
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

と
横
断
幕
で
登
場
し
た
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
」、
ク
オ
リ
テ
ィ
高
い

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
と
と
も
に
発
表
し
た
「
で
じ
た
る
し
っ
と
う

会
」、
ク
ラ
ブ
の
名
前
通
り
バ
イ
ク
の
爆
音
映
像
と
と
も
に
登
場
し
た

「
爆
猷
疾
走
会
」、
最
後
は
、
２
０
２
４
年
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た



−36−

「
猷
食
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
」
と
各
ク
ラ
ブ
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
熱
く

活
動
内
容
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
報
告
の
後
は
、
各
世
代
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
。
今
回
は
久

し
ぶ
り
に
現
役
大
学
生
も
７
人
参
加
が
あ
り
、
代
表
し
て
園
田
尚
君
が
学

生
ら
し
い
活
き
活
き
と
し
た
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
各

エ
リ
ア
の
総
会
Ｐ
Ｒ
。
ま
ず
は
、
平
成
８
年
卒
の
平
八
会
か
ら
今
年
の
福

岡
で
の
同
窓
会
総
会
の
Ｐ
Ｒ
、
そ
の
後
は
平
成
10
年
卒
の
天
猷
会
か
ら
今

年
の
東
京
修
猷
会
総
会
の
Ｐ
Ｒ
。
各
世
代
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
か
し
た
Ｐ

Ｒ
と
な
り
、
近
畿
以
外
も
活
発
な
同
窓
会
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
体

感
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
我
々
Ｇ
Ｏ
猷
会
か
ら
六
星
会
へ
、
近
畿
修
猷
会

の
年
度
幹
事
の
引
継
ぎ
で
す
。
六
星
会
代
表
の
高
田
雅
章
君
は
、
山
岳
部

の
後
輩
で
も
あ
り
、
ま
さ
に
山
中
で
、〝
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
た
仲
〟。
50

周
年
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

盛
り
上
が
っ
た
総
会
も
、「
彼
の
群
小
」
の
斉
唱
と
福
岡
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
元
応
援
部
の
能
見
信
二
君
が
エ
ー
ル
で
締
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
第
49
回
近
畿
修
猷
会
総
会
は
、
無
事
に
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
遠
方
よ
り
ご
参
加
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
や
、
一
年

間
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
遠
座
代
表
世
話
人
を
は
じ
め
と
す
る
各

世
話
人
の
皆
様
、
イ
ベ
ン
ト
や
新
聞
発
送
作
業
の
際
に
励
ま
し
て
く
れ
た

先
輩
方
々
の
ご
協
力
な
し
で
は
、
総
会
を
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
福
岡

や
東
京
か
ら
総
会
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
35
人
の
同
級
生
や
二
年
以
上
一

緒
に
運
営
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
近
畿
の
Ｇ
Ｏ
猷
会
の
メ
ン
バ
ー
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
！　

Ｇ
Ｏ
猷
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
集
友
」
を
体

現
で
き
た
総
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
近
畿
修

猷
会
総
会
は
、
記
念
す
べ

き
50
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
今
後
と
も
近
畿
修

猷
会
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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執
行
役
員

４
月
「
人
道
の
実
現
～
赤
十
字
の
理
念
と
活
動
～
」

昭
和
53
年
卒　

鈴
木
俊
彦
さ
ん
／
日
本
赤
十
字
社
副
社
長
、

元
厚
生
労
働
事
務
次
官

５
月
「�

私
の
『
役
人
道
』
人
生
を
振
り
返
る
～
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
～
」

昭
和
52
年
卒　

平
嶋
彰
英
さ
ん
／
元
総
務
省
自
治
税
務
局
長
、

立
教
大
学
経
済
学
部
経
済
研
究
所
研
究
員

７
月
「�

猷
を
修
む
と
名
に
負
う
か
ら
に
は
～
日
本
漢
文
学
か
ら
見
た
修

猷
館
～
」

平
成
８
年
卒　

合
山
林
太
郎
さ
ん
／
慶
應
義
塾
大
学
教
授

９
月　

�

サ
ロ
ン
・
ド
・
修
猷　
「
ピ
ア
ノ de 

オ
ペ
ラ 

〜
伝
統
の
調
べ

で
心
を
つ
な
ぐ
～
」

平
成
８
年
卒　

巨
瀬 

励
起
さ
ん
／
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
平
成
21
年

卒　

吉
田 

明
未
さ
ん
／
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

※
土
曜
午
後
に
家
族
や
友
人
も
参
加
で
き
る
会
と
し
て
開
催

10
月
「�

長
生
き
時
代
の
悩
み
に
寄
り
添
う
雑
誌
『
婦
人
公
論
』
に
見
る

『
人
生
後
半
を
楽
に
、
心
豊
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
』」

平
成
３
年
卒　

三
浦
愛
佳
さ
ん
／
「
婦
人
公
論
」
編
集
長

11
月
「�

修
猷
で
の
教
え
が
日
本
医
師
会
長
の
道
を
作
っ
た
〜
日
本
の
医

療
の
素
晴
ら
し
さ
と
今
後
〜
」

昭
和
38
年
卒　

横
倉
義
武
さ
ん
／
元
日
本
医
師
会
長
・
世
界

医
師
会
長　

現
日
本
医
師
会
名
誉
会
長

�

副
幹
事
長　

髙
木　

信
明
（
昭
和
60
年
卒
）

　

東
京
修
猷
会

　

東
京
修
猷
会
で
最
も
歴
史
が
あ
る
活
動
の
一
つ
で
あ
る
二
木
会
に
つ
い

て
今
年
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
開
催
し
来
年
７
０
０
回
を
迎
え
ま
す
。
会
場
と
し

て
永
き
に
わ
た
り
利
用
し
て
き
た
学
士
会
館
の
全
館
改
修
に
よ
り
、
今
年

か
ら
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
を
お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
講
演
内
容
で
す
。（
肩
書
、
所
属
は
講
演
時
の
も
の
）

１
月
「�

宇
宙
か
ら
見
た
地
上
の
姿
～
衛
星
画
像
を
よ
り
身
近
な
情
報

ソ
ー
ス
に
〜
」

平
成
元
年
卒　

上
田
浩
史
さ
ん
／
日
本
ス
ペ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

２
月
「�

永
遠
の
隣
国
、中
国
と
ど
う
付
き
合
う
か
～
『
習
近
平
の
中
国
』

の
現
況
と
こ
れ
か
ら
～
」

昭
和
40
年
卒　

宮
本
雄
二
さ
ん
／
元
駐
中
国
大
使
、
宮
本
ア

ジ
ア
研
究
所
代
表

３
月
「�

Ｄ
Ｘ
が
変
え
る
災
害
対
策
～
防
災
Ｄ
Ｘ
か
ら
災
害
医
療
Ｄ
Ｘ
ま

で
〜
」

平
成
10
年
卒　

福
島
直
央
さ
ん
／
フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
（
株
）

〜
支
部
だ
よ
り
〜
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近
畿
修
猷
会

　

今
年
度
の
近
畿
修
猷
会
は
、
平
成
５
年
卒
Ｇ
Ｏ
猷
会
が
幹
事
学
年
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
度
テ
ー
マ
を
「〝
新
し
く
・
お
も
ろ
い
〟

一
年
に
！　

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
集
友
」
に
設
定
し
、
１
月
の
新
年
会
か
ら
春
・
秋

の
新
聞
発
行
に
イ
ベ
ン
ト
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
総
会
と
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

春
の
新
聞
発
行
で
は
、
東
京
・
新
橋
で
串
カ
ツ
屋
を
経
営
し
、
店
内
を

〝
リ
ト
ル
西
新
〟
化
し
て
い
る
同
級
生
を
紹
介
。
秋
は
、
特
集
テ
ー
マ
を

「
関
西
で
見
つ
け
た
故
郷
・
福
岡
の
味
」
と
し
て
、
大
阪
で
味
わ
え
る
も

つ
鍋
店
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
も
春
・
秋
の
２
回
開
催
。
６
月
の
春
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
前
日

ま
で
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
心
地
よ
い
潮
風
を

感
じ
な
が
ら
音
楽
と
フ
ル
コ
ー
ス
の
食
事
を
楽
し
め
る
神
戸
ラ
ン
チ
ク

ル
ー
ズ
を
開
催
。
９
月
に
は
、
京
都
で
和
菓
子
作
り
体
験
と
ホ
テ
ル
日
航

プ
リ
ン
セ
ス
京
都
で
の
和
洋
折
衷
ラ
ン
チ
を
満
喫
す
る
秋
イ
ベ
ン
ト
で
、

館
友
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
に
て
、

６
組
22
人
で
開
催
。
こ
ち
ら
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、
今
年
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト

は
す
べ
て
晴
れ
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
行
い
の
賜
物
か
な
？

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
の
集
大
成
は
、
11
月
16
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
で
開
催
し
た
近
畿
修
猷
会
総
会
・
懇
親
会
で
し
た
。
昨

年
は
、
一
昨
年
を
上
回
る
１
８
２
名
が
参
加
。
来
賓
の
方
の
挨
拶
か
ら
基

調
講
演
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
と
盛
況
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
世
話
人
会
や
先
輩
の
方
々
に
は
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

Ｇ
Ｏ
猷
会　

野
口　

順
平
（
平
成
５
年
卒
）

　

中
京
修
猷
会

　

中
京
修
猷
会
は
総
会
と
忘
年
会
の
二
大
行
事
を
軸
に
、
年
２
回
程
度
の

行
楽
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
及
び
会
報
「
猷
交
」
を
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
５
月
11
日
の
「
山
登
り
」
イ
ベ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
日

本
三
大
山
城
の
一
つ
岐
阜
県
の
岩
村
城
を
館
友
の
お
子
様
を
含
め
９
名
で

登
り
ま
し
た
。
石
垣
、
石
段
の
立
派
さ
に
感
動
し
、
当
時
の
築
城
技
術
に

思
い
を
馳
せ
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

次
は
６
月
１
日
に
総
会
を
開
催
。
ご
来
賓
、
福
岡
か
ら
有
志
と
平
八

会
（
平
成
８
年
卒
）
を
含
め
42
名
の
参
加
。
議
事
の
前
に
講
演
会
を
開
催
。

平
成
25
年
卒
で
大
阪
在
住
の
浦
越
有
希
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ホ
ー

ム
レ
ス
状
態
の
人
た
ち
へ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。
議

事
の
後
は
懇
親
会
で
、
世
代
を
超
え
た
館
友
の
皆
で
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

秋
は
10
月
27
日
に
「
有
松
め
ぐ
り
・
絞
り
体
験
」
を
10
名
の
参
加
で
実
施
。

有
松
は
桶
狭
間
の
古
戦
場
近
く
に
あ
り
、
伝
統
工
芸
「
有
松
絞
り
」
で
有

名
で
す
。
そ
こ
で
実
際
に
絞
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
絞
り
の
技
法
は
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シ
ン
プ
ル
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の
ま
で
た
く
さ
ん
あ
り
、
作
り
手
の
性

格
が
作
品
に
よ
く
表
れ
る
か
ら
面
白
い
も
の
で
す
。
体
験
後
は
昔
な
が
ら

の
古
い
町
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
11
月
30
日
、
忘
年
会
を
開
催
。
福
岡
の
平
八
会
、
東
京
の
天
猷

会
（
平
成
10
年
卒
）
を
含
め
35
名
の
ご
参
加
。
ア
ル
パ
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
懇
親
会
を
開
催
。
き
ら
び
や
か
な
音
色
と
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
時
空
で
癒
さ
れ
、
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
卒
の
参
加
者
も
徐
々
に
増
え
、
若
い
館
友
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
気
さ
く
で
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
中
京
修
猷
会
」

に
来
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

幹
事
長　

阿
部
野　

浩
（
昭
和
55
年
卒
）

　

長
崎
修
猷
会

　

長
崎
修
猷
会
は
、
第
49
回
総
会
を
11
月
23
日
（
土
）
に
ご
来
賓
の
大
塚

和
広
教
頭
、
上
田
英
友
常
任
幹
事
長
（
昭
和
55
年
卒
）
を
お
迎
え
し
、
令

和
７
年
度
同
窓
会
総
会
幹
事
「
平
八
会
」
の
皆
さ
ん
他
を
含
む
総
勢
33
名

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
恒
例
の
卓
話
は
、
長
崎
修
猷
会
会
員
で
長
崎
大
学
病
院
血
液
内
科

助
教
の
田
口
正
剛
さ
ん
（
平
成
12
年
卒
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

演
題
は
、『
修
猷
魂
と
生
き
る
～
米
国
留
学
で
感
じ
た
日
本
人
と
し
て

の
誇
り
～
』

　

医
師
11
年
目
に
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
研
究
者
と
し
て
勝
負
し
た
い

と
米
国
留
学
を
決
意
。
折
し
も
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
と
重
な
っ
て
多
く
の
不

自
由
や
困
難
が
あ
る
中
、
米
国
と
日
本
の
違
い
を
多
方
面
で
感
じ
な
が
ら

「
人
の
優
し
さ
・
感
謝
の
気
持
ち
」、「
や
れ
ば
で
き
る
」、「
日
本
人
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
」
が
あ
る
事
を
学
ん
だ
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
日
本
人
に

求
め
ら
れ
る
「
努
力
・
自
信
」、「
夢
・
希
望
」、「
情
熱
」、
そ
の
精
神
が

ま
さ
に
館
歌
の
一
節
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
、
と
の
結
び
で
し
た
。
一
同
大

い
に
頷
く
こ
と
し
き
り
の
卓
話
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
牟
田
真
一
会
長
（
昭
和
41
年
卒
）、
大
塚
和
広
教
頭
、
上

田
英
友
幹
事
長
か
ら
ご
挨
拶
と
母
校
の
近
況
報
告
、
大
熊
稔
幸
幹
事
長�

（
昭
和
50
年
卒
）
の
経
過
報
告
の
後
、
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
し
、
総

会
は
終
了
。

　

引
き
続
い
て
の
懇
親
会
は
、
坂
井
真
知
子
さ
ん
（
昭
和
44
年
卒
）
に
乾

杯
の
ご
発
声
を
頂
き
開
宴
。

　

平
八
会
の
皆
さ
ん
か
ら
令
和
７
年
度
総
会
と
記
念
グ
ッ
ズ
の
ご
紹
介
、

長
崎
修
猷
会
最
年
長
の
西
醇
夫
さ
ん
（
昭
和
22
年
卒
）
の
ア
カ
ペ
ラ
熱
唱
、

恒
例
の
福
引
抽
選
会
、
最
後
は
西
さ
ん
と
矢
野
右
人
さ
ん
（
昭
和
30
年�

卒
）
に
ご
登
壇
頂
い
て
全
員
で
館
歌
斉
唱
、
岡
田
裕
正
さ
ん
（
昭
和
54
年�

卒
）
の
万
歳
三
唱
、
鶴
田
修
副
会
長
（
昭
和
44
年
卒
）
の
閉
会
挨
拶
で
、

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
崎
修
猷
会
も
50
回
の
記
念
総
会
を
迎
え
ま
す
。
会
員
一
同
、

今
後
と
も
会
を
盛
り
上
げ
て
、
館
友
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

宮
下　

武
彦
（
昭
和
60
年
卒
）

�

立
石　

修　

 

（
昭
和
62
年
卒
）
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沖
縄
修
猷
会

　

第
20
回
沖
縄
修
猷
会
総
会
・
懇
親
会
を
令
和
６
年
11
月
16
日
に
那
覇
市

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
県
内
在
住
会
員
に
加
え
て

多
く
の
県
外
会
員
の
御
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
か
ら
は
、
中

本
純
徳 

事
務
局
長
（
昭
和
61
年
卒
）、
修
猷
館
高
校
か
ら
は
、
中
神
智
文 

館
長
の
御
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
総
会
幹
事
学
年
の
平
八
会

（
平
成
８
年
卒
）
か
ら
は
、
事
務
局
長
の
平
田
将
彦
氏
、
副
実
行
委
員
長

の
堀
田
（
江
口
）
浩
子
氏
、
渉
外
部
会
長
の
佐
藤
千
尋
氏
、
沖
縄
在
住
組

の
内
山
知
洋
氏
、
田
中
貴
光
氏
に
御
参
加
頂
き
、
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
福
山
剛
一
郎
氏
（
平
成
10
年
卒
）
も
東
京
修

猷
会
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
御
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
御
陰
様
で
、
小
人
数
な
が

ら
暖
か
い
南
の
島
で
熱
い
館
友
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
修
猷
館
創
立
２
４
０
周
年
と
沖
縄
修
猷
会
20
周
年
が
重
な
り
、
め

で
た
い
雰
囲
気
の
中
、
沖
縄
三
線
の
演
奏
で
館
歌
斉
唱
を
し
て
館
友
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。
沖
縄
在
住
・
非
在
住
に
関
わ
り
な
く
、「
緩
い
」
沖

縄
修
猷
会
に
御
興
味
の
あ
る
方
、
11
月
に
沖
縄
旅
行
を
ご
計
画
の
方
々
は
、

是
非
と
も
ご
一
報
を
下
さ
い
。
一
見
さ
ん
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

�

副
会
長　

新
藤　

直
人
（
昭
和
60
年
卒
）

　

中
国
四
国
修
猷
会

　

去
る
６
月
29
日
（
土
）
17
時
よ
り
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に

て
中
国
四
国
修
猷
会
第
５
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
修
猷
館

同
窓
会
本
部
よ
り
津
田
純
嗣
会
長
・
中
本
純
徳
事
務
局
長
、
修
猷
館
高

校
よ
り
中
神
智
文
館
長
の
ご
来
臨
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
平
八
会

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
修
猷
館
現
役
教
員
の
眞
鍋

健
治
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
５
名
の
広
島
大
学
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
〜
２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
の
卒
業
生
37

名
が
60
年
の
時
空
を
超
え
て
懇
親
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
第
６
回
総
会
は
以
下
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
６
月
21
日
（
土
）

　
　
　

17
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
所
：
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
６-

36
）

　

今
回
は
時
間
の
関
係
で
懇
親
の
時
間
が
不
足
し
て
い
た
事
の
反
省
に
鑑

み
、
充
分
な
時
間
を
確
保
し
ま
し
た
の
で
、
中
国
四
国
エ
リ
ア
外
の
方
も

積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

河
野　

浩
（
昭
和
46
年
卒
）
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宮
崎
修
猷
会

　

令
和
５
年
度
の
年
次
総
会
お
よ
び
懇
親
会
は
令
和
６
年
１
月
27
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
に
引
き
続
き
の
開
催
と
な
り
、
日
常
を
取

り
戻
し
た
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
修
猷
館
高
等
学
校
を
代

表
し
て
中
神
館
長
、
同
窓
会
本
部
よ
り
上
田
幹
事
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
修
猷
館
同
窓
会
総
会
の
幹
事
学
年
で
あ
る�

「
七
猷
会
」
か
ら
２
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
け
る
活
動
報
告
に
引
き
続
く
懇
親
会
で
は
、
来
賓
の
皆
様
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
現
役
館
友
達
の
活
躍
や
、
同
窓
会
の
近
況
を
お
聴

か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
中
程
で
は
、「
七
猷
会
」
の
み
な
さ
ま
か

ら
令
和
６
年
度
同
窓
会
総
会
の
開
催
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
も
和
気
藹
々
と
懇
親
会
は
進
行
し
、
館
歌
斉
唱
を
も
っ
て
楽
し
い
会

も
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
残
念
な
が
ら
参
加

人
数
は
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
規
会
員
の
獲
得
に
つ
い
て
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
規
会
員
の
勧
誘
を
す
す
め
、
総�

会
・
懇
親
会
に
多
く
の
館
友
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

宮
崎
修
猷
会
は
小
規
模
な
会
で
す
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
集

ま
り
で
す
。
宮
崎
へ
転
入
さ
れ
る
館
友
の
方
は
、
是
非
、
宮
崎
修
猷
会
へ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

�

事
務
長　

光
田　

靖
（
平
成
５
年
卒
）

　

佐
賀
修
猷
会

　

７
月
24
日
水
曜
日
に
今
年
度
の
佐
賀
修
猷
会
総
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

福
岡
か
ら
も
中
神
智
文
館
長
先
生
、
上
田
同
窓
会
常
任
幹
事
長
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
後
の
久
し
ぶ
り
の
通
常
総
会
と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
32
年
卒
の
田
崎
敏
昭
大
先
輩
か
ら
令
和
３
年
卒
の
佐
賀
大
学
医
学
部

生
の
諸
君
な
ど
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
36
人
ほ
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

賑
や
か
に
和
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
36
年
卒
の�

十
時
忠
秀
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
・
佐
賀
県
医
療
統
括
監
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
に
て
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
や
は
り
リ
ア
ル
の
同
窓
会
は
華
や
い
で

い
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
館
長
先
生
に
は
、

現
在
の
修
猷
生
が
勉
学
に
加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ま
で
大
活
躍
だ
と
逞
し

い
ご
報
告
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ま
だ
新
し
い
と
錯
覚
し
て
お
り
ま
し
た

20
年
を
経
過
し
た
母
校
改
築
の
お
話
な
ど
を
聞
き
、
時
代
は
変
わ
れ
ど
修

猷
館
さ
ら
に
栄
光
あ
れ
と
、
今
一
度
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

同
学
年
の
横
並
び
の
同
窓
会
と
は
ま
た
違
っ
た
、
同
じ
母
校
の
絆
で
結

ば
れ
た
人
材
の
方
々
と
の
語
ら
い
は
奥
深
く
、
隣
県
で
あ
る
佐
賀
で
活
躍

し
て
い
る
２
０
０
名
以
上
の
母
校
愛
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
温
か
い
同

窓
会
で
し
た
。

�

会
長　

駒
井　

英
基
（
昭
和
49
年
卒
）
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大
分
修
猷
会

　

令
和
６
年
２
月
17
日
に
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
て
第
39
回
大
分

修
猷
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
神
館
長
、
津
田
同
窓
会
会
長
、
上

田
同
窓
会
常
任
幹
事
長
を
来
賓
に
迎
え
、
福
岡
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
て

14
名
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

大
分
修
猷
会
で
は
恒
例
の
１
分
ス
ピ
ー
チ
が
有
り
ま
す
。
若
い
者
か
ら

自
由
に
発
言
し
て
、
毎
年
色
ん
な
話
題
に
な
る
の
で
す
が
、
本
年
度
は
大

分
の
食
の
話
題
が
続
き
ま
し
た
。

　

出
張
で
東
京
や
福
岡
な
ど
都
心
で
の
会
食
が
多
い
方
は
、
魚
は
大
分
で

食
べ
る
方
が
断
然
安
く
て
美
味
し
い
と
話
す
と
、
釣
り
を
す
る
人
か
ら
、

食
べ
て
い
る
餌
が
違
う
か
ら
、
格
段
に
美
味
し
い
と
説
明
が
入
り
ま
す
。

　

食
べ
に
行
く
な
ら
フ
グ
が
良
い
と
勧
め
る
人
が
多
く
て
、
来
賓
の
方
々

に
大
分
で
食
べ
る
フ
グ
の
魅
力
を
力
説
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
大
分
県
日
出
町
の
「
城
下
か
れ
い
」

で
す
。
海
底
か
ら
清
水
が
湧
き
出
し
、
汽
水
域
で
育
っ
た
マ
コ
ガ
レ
イ
は

泥
臭
さ
が
な
く
味
は
淡
白
か
つ
上
品
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
幕
府
へ
の
献

上
品
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
40
回
大
分
修
猷
会
総
会
は
令
和
７
年
２
月
15
日
に
開
催
し
ま
す
。
県

外
の
方
の
参
加
は
大
歓
迎
で
す
。
大
分
の
食
文
化
を
味
わ
う
旅
の
途
中
に

で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

幹
事　

布
村　

知
丈
（
平
成
元
年
卒
）

　

鹿
児
島
修
猷
会

　

令
和
六
年
二
月
三
日
（
土
）
に
令
和
五
年
度
鹿
児
島
修
猷
会
総
会
・
懇

親
会
を
く
わ
は
ら
館
（
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
鹿
児
島
）
に
て
四
年
ぶ
り

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
役
員
か
ら
上
田
英
友
常
任
幹
事
長
（
昭
和
55
年
卒
）
と
中
神
智

文
館
長
・
名
誉
会
長
、
さ
ら
に
令
和
六
年
度
同
窓
会
総
会
の
幹
事
学
年
で

あ
る
七
猷
会
（
平
成
７
年
卒
）
か
ら
四
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
合
計

二
十
名
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
修
猷
会
の
福
田
健
夫
会
長
（
昭
和
28
年
卒
）
の
ご
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
上
田
常
任
幹
事
長
か
ら
の
同
窓
会
の
近
況
や
菁
莪
発
行
の
ご
紹
介

と
支
部
へ
の
激
励
、
中
神
館
長
か
ら
は
学
校
行
事
で
の
生
徒
の
躍
動
、
七

猷
会
か
ら
は
同
窓
会
総
会
へ
の
強
い
意
気
込
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
七
猷
会
に
よ
る
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
と
記
念
グ
ッ
ズ
の
販

売
が
熱
心
に
行
わ
れ
、
後
半
に
は
鹿
児
島
修
猷
会
の
全
員
に
近
況
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
最
後
は
後
藤
健
輔
氏
（
平
成
２
年
卒
）
の
音
頭
で
の
館
歌

斉
唱
と
写
真
撮
影
の
後
、
福
岡
か
ら
の
お
土
産
を
皆
様
に
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
な
が
ら
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

久
々
の
開
催
で
十
分
に
は
お
集
ま
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令

和
六
年
度
の
鹿
児
島
修
猷
会
の
総
会
・
懇
親
会
は
令
和
七
年
二
月
一
日

（
土
）、
令
和
七
年
度
は
令
和
八
年
二
月
七
日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
転
勤
や
在
学
等
で
鹿
児
島
に
お
住
ま
い
の
際
に
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

三
好　

宣
彰
（
昭
和
55
年
卒
）



−43−

　

東
北
修
猷
会

　

第
12
回
総
会
を
２
０
２
４
年
11
月
30
日
に
行
い
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
中

神
智
文
館
長
先
生
、
上
田
英
友
常
任
幹
事
長
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
平
八

会
（
平
成
８
年
卒
同
窓
会
総
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）、
天
猷
会
（
平
成
10
年

卒
東
京
修
猷
会
幹
事
学
年
）
の
皆
さ
ん
を
含
む
24
名
で
「
伊
達
の
い
ろ
り

焼
き
蔵
の
庄
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
蔵
の
庄
は
第
１
回
修
猷
館
高

校
東
北
研
修
旅
行
下
見
の
た
め
修
猷
館
の
先
生
方
が
お
い
で
に
な
っ
た
際
、

立
ち
上
げ
準
備
中
の
東
北
修
猷
会
と
懇
親
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

今
回
は
東
北
在
住
の
学
生
さ
ん
２
名
と
、
当
日
仙
台
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
の
こ
と
で
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
、
昭
和
41
年
卒
か
ら
令
和
５

年
卒
ま
で
の
館
友
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冬
の
仙
台
の
味
、
せ
り
鍋
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
お
時
間
が
短
く
、
行
き
届
か
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た

こ
と
が
反
省
点
で
し
た
の
で
次
回
開
催
は
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
開
催
予
定
は
東
北
修
猷
会
H
P

とFacebook

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
東
北
在
住
の
方
の
み
な
ら
ず
、

仙
台
に
行
っ
て
み
た
い
か
ら
参
加
す
る
よ
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

工
藤　

砂
織
（
昭
和
56
年
卒
）
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鹿児島修猷会

大分修猷会

東北修猷会

中京修猷会
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長崎修猷会

沖縄修猷会

中国四国修猷会



−47−

　

卒
寿
の
学
年
同
窓
会　

石　

井　

國　

義

（
昭
和
28
年
卒
）

　

こ
の
同
窓
会
も
今
回
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
令
和
六
年
十
月
三
日
に
、

昭
和
二
十
八
年
三
月
卒
業
生
の
学
年
同
窓
会
を
開
催
し
た
。
我
々
は
こ
の

学
年
同
窓
会
を
猷
友
会
と
命
名
し
て
い
た
。
記
録
に
よ
る
と
所
々
で
と
ん

だ
年
も
あ
る
が
ほ
ぼ
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

同
窓
生
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
か
ら
十
年
（
一
九
三
五
年
）

生
ま
れ
が
多
数
で
あ
り
、
本
会
開
催
日
を
基
準
に
し
て
言
う
と
年
齢
は

八
十
九
才
か
ら
九
十
才
の
卒
寿
と
な
る
。

　

こ
の
日
は
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
発
行
の

同
窓
会
名
簿
を
頼
り
に
約
百
余
名
に
案
内
し
た
所
、
出
席
者
は
付
き
添
い

六
名
（
女
性
）
を
含
め
男
性
十
八
名
、
女
性
十
五
名
、
合
計
三
十
九
名
で

あ
っ
た
。
参
加
者
は
福
岡
市
や
北
九
州
在
住
者
が
多
数
で
あ
っ
た
が
遠
く

東
京
や
関
西
在
住
者
の
参
加
も
あ
っ
た
。

　

そ
ば
を
通
る
市
道
か
ら
時
々
な
が
め
て
い
た
校
舎
の
外
観
は
、
昔
と

あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
て
い

た
が
、
今
回
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
我
々

が
学
ん
で
い
た
校
舎
は
一
変
し
て
す
べ
て

建
て
替
わ
っ
て
お
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ま
で

設
備
さ
れ
て
い
た
の
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

運
動
場
は
、
昔
と
変
わ
ら
ず
広
々
と
し
て

い
た
が
、
赤
土
に
覆
わ
れ
て
い
た
茶
褐
色

は
す
べ
て
人
工
芝
の
緑
に
変
わ
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

開
始
に
先
立
ち
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
手
配
し
て
い
た
室
見
川
河
畔
の
料

亭
と
り
市
の
弁
当
を
摂
り
な
が
ら
、
ビ
ー

ル
や
そ
の
他
飲
み
物
を
片
手
に
一
同
歓
談

し
た
。

　

途
中
、
吉
村
恭
幸
君
を
は
じ
め
広
幸
信

義
君
、
松
尾
守
君
、
松
栄
孝
昌
君
、
香
月

隆
君
、
吉
見
健
三
君
、
波
多
江
健
一
君
、

上
野
迪
子
さ
ん
、
そ
の
他
多
数
か
ら
の
卓

話
が
あ
り
大
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
正
午
か

ら
始
め
て
三
時
に
散
会
、
三
時
間
の
楽
し

い
時
を
過
ご
し
た
。

　

最
後
の
学
年
同
窓
会
な
の
で
付
添
者
を

除
い
て
出
席
者
全
員
の
氏
名
を
再
掲
し
て

お
く
。
敬
称
省
略
（
あ
い
う
え
お
順
）。

〜
周
年
行
事
〜
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石
井
國
義
、
江
上
佐
登
司
、
奥
田
滋
郎
、
香
月
隆
、
岸
邦
太
郎
、

古
林
友
秀
、
松
栄
孝
昌
、
立
石
傳
治
、
田
中
功
、
西
英
雄
、

波
多
江
健
一
、
広
幸
信
義
、
帆
足
新
一
郎
、
松
尾
守
、
三
輪

喬
一
郎
、
武
藤
仁
、
吉
見
健
三
、
吉
村
恭
幸
、
計
十
八
名

上
野
迪
子
、
尾
本
（
田
上
）
礼
子
、
城
島
（
勝
見
）
敦
子
、

須
崎
（
藤
）
洋
子
、
武
末
（
森
）
紀
久
子
、
徳
光
（
小
島
）

哲
子
、
富
田
（
中
村
）
愛
子
、
中
根
（
讃
井
）
和
子
、

成
吉
（
梅
野
）
と
み
枝
、
西
山
（
山
川
）
孝
子
、
馬
頭

（
高
畠
）
和
子
、
宮
下
（
広
瀬
）
礼
子
、
森
（
東
田
）
安
子
、

吉
安
蓉
子
、
米
倉
（
溜
）
啓
子
、
計
十
五
名

　

終
わ
り
に
は
な
っ
た
が
今
回
の
同
窓
会
を
計
画
立
案
か
ら
手
配
実
行
ま

で
、
す
べ
て
を
担
当
し
た
同
級
生
の
三
輪
喬
一
郎
君
、
武
末
紀
久
子
さ
ん

に
同
級
生
一
同
を
代
表
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
の
ご
報
告

実
行
委
員
長　
　
　
　
　
　
　

森　

部　

節　

夫

（
昭
和
45
年
卒
）

　

昭
和
45
年
卒
（
し
の
ご
の
会
）
は
、
２
０
２
４
年
３
月
17
日
～
18
日
に

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
来
の
卒
業
50
周
年
の
年

は
２
０
２
０
年
で
し
た
か
ら
、
そ
の
年
の
10
月
に
記
念
同
窓
会
を
予
定
し
、

「
50
年
目
の
文
化
祭
」
と
銘
打
っ
て
、
コ
ー
ラ
ス
、
楽
器
演
奏
、
作
品
展

示
な
ど
の
参
加
者
を
募
集
し
つ
つ
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
２
０
年
の
２
月
頃
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
急
速
に
感
染
拡

大
し
た
た
め
、
こ
の
年
の
実
施
は
、
一
旦
、
無
期
限
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
３
年
３
月
に
至
り
、
コ
ロ
ナ
が
よ
う
や
く
収
ま
っ
た
こ

と
で
、
各
ク
ラ
ス
の
世
話
人
が
集
ま
っ
て
50
周
年
記
念
同
窓
会
の
実
施
へ

と
再
起
動
し
始
め
ま
し
た
。
再
び
、
企
画
を
立
て
る
に
当
た
っ
て
、
学
校

見
学
と
文
化
祭
と
い
う
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
結
び
つ
き
、
修
猷
館
の
文

化
祭
の
時
期
に
学
校
見
学
を
行
っ
て
、
現
役
修
猷
生
の
文
化
祭
を
見
学
し
、

夜
は
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
を
行
う
企
画
が
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
修
猷
館
高
校
で
文
化
祭
が
行
わ
れ
る
２
０
２
４
年
３
月
17
日
と
そ
の

翌
日
の
18
日
に
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

【
文
化
祭
見
学
】

　

２
０
２
４
年
３
月
17
日
は
、
修
猷
館
の
現
役
の
高
校
生
諸
君
が
実
行
し
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て
い
る
文
化
祭
の
見
学
で
す
。
し
の
ご
の
会
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
想

い
想
い
の
興
味
に
ま
か
せ
て
、
文
化
祭
の
見
学
を
楽
し
み
ま
し
た
。
中
庭

で
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
バ
ン
ド
や
展
示
等
…
到
底
、
全
て
は
回
り

切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
情
熱
に
溢
れ
、
か
つ
才
能
豊
か
な
現
役
の
修
猷

生
の
姿
を
ま
ぶ
し
い
想
い
で
見
て
参
り
ま
し
た
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
文
化
祭
見
学
で
し
た
。

【
大
懇
親
会
】

　

夜
は
、
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
に
お
い
て
、
総
勢
１
４
５
名
の
参
加
者
が
全

国
か
ら
集
ま
り
、
な
つ
か
し
い
顔
を
合
わ
せ
、
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
、
東
京
の
等
君
や
杉
本
君
を
中
心
と
し
て
、
東
京
・
九
州

の
有
志
が
加
わ
っ
た
21
名
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
の
名
も
、「
し
の
ご
の
ボ
ー

イ
ズ
ア
ン
ド
ガ
ー
ル
ズ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ラ
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
延
期
す
る
前
に
企
画
し
て
い
た
「
50
年
目
の
文
化
祭
」

へ
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
、
日
頃
か
ら
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
素
晴
ら

し
い
コ
ー
ラ
ス
で
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
た
ち
で

幾
重
に
も
輪
が
で
き
、
話
の
花
が
咲
い
て
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
締
め
の
館
歌
は
、
元
応
援
団
の
木
村
君
、
古
賀
君
、

西
村
君
の
指
揮
の
下
、
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

【
太
宰
府
巡
り
ツ
ア
ー
】

　

３
月
18
日
は
、
54
名
の
参
加
で
太
宰
府
巡
り
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
、
天
神
か
ら
一
路
太
宰
府
に
向
か
い

ま
し
た
。
最
初
に
着
い
た
水
城
跡
で
は
、
し
の
ご
の
会
メ
ン
バ
ー
の
梅
崎

満
里
さ
ん
か
ら
、
九
州
国
立
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
太
宰
府
の
歴

史
を
学
ん
だ
感
動
を
皆
に
伝
え
る
べ
く
、
熱
の
こ
も
っ
た
解
説
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
太
宰
府
史
跡
解
説
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
方
々
に
よ
り
、
大
宰
府
政
庁
跡
、
坂
本
神
社
の
案
内
と
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

賑
や
か
な
参
道
を
通
っ
て
、
太
宰

府
天
満
宮
に
赴
き
、
ユ
ニ
ー
ク
な

仮
殿
を
拝
観
し
な
が
ら
、
権
禰
宜

の
味
酒
様
か
ら
、
太
宰
府
天
満
宮

の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
仮
殿

に
て
、
健
康
祈
願
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、茶
店
に
て
少
し
ア
ル
コ
ー

ル
を
交
え
て
和
や
か
に
昼
食
を
と

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
竈
門
神

社
に
参
拝
し
て
当
日
の
行
程
は
無

事
完
了
、
再
び
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
、
帰
路
に

向
か
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
最
初
の
企
画
を
立

て
た
２
０
１
９
年
か
ら
中
断
期
間

を
経
て
２
０
２
４
年
ま
で
、
待
ち

に
待
っ
た
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓

会
で
し
た
。
開
催
に
至
る
ま
で
期

間
を
要
し
、
苦
労
が
多
か
っ
た
だ

け
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
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50
年
の
時
空
を
超
え
て　

山　

口　

文　

男

（
昭
和
48
年
卒
）

　

僕
達
は
、
令
和
６
年
３
月
14
日
に
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
卒
業
50
周
年
」
を
や
ろ
う
と
し
た
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
り
ま

し
た
。「
古
希
の
祝
」
を
や
る
に
は
、「
少
し
時
期
が
早
い
か
な
？
」 

。
そ

こ
で
、
宴
会
好
き
の
自
称
実
行
委
員
の
僕
達
は
、
一
緒
く
た
に
「
ま
と
め

て
や
ろ
う
！
」
と
半
年
前
か
ら
、
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、し
っ
と
ー
や
会
の
節
目
で
は
、「
何
か
」を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
の
幹
事
だ
っ
た
の
は
、
卒
業
30
周
年
の
22
年
前
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
会
場
で
、
48
歳
の
初
老
し
っ
と
ー
や
が
、
余
興
で
見

事
な
五
段
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
が
、

出
席
さ
れ
た
方
、
覚
え
て
ま
す
か
？ 

　

還
暦
祝
で
は
、
約
１
２
０
名
の
仲
間
が
集
い
、
太
宰
府
参
拝
と
梅
の
記

念
植
樹
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
旅
行
や
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
し
ば
ら
く
話
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
、
シ
ン
プ
ル
に
語
り

合
う
同
窓
会
に
し
ま
し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、「
い
っ
ぱ
い
語
ろ
う　

ゆ
っ
く
り
呑
も
う　

し
っ
と
ー
や
」
で
す
。

　

で
も
、
宴
会
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
の
で
、
修
猷
館
の
散
策
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

　

中
庭
の
立
派
な
常
設
ス
タ
ン
ド
で
集
合
写
真
を
撮
っ
て
か
ら
、
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
素
足
で
歩
い
て
、
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。
誰
か
が
「
俺

達
ん
時
は
、
砂
埃
で
運
動
会
と
か
大
変
や
っ
た
バ
イ
」
と
、
妬
み
に
近
い

羨
望
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
熊
本
章
一
実
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
千
葉
か
ら
参
加
の

大
谷
幸
生
君
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
同
窓

会
常
任
幹
事
の
黒
木
篤
君
か
ら
、
修
猷
館
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
校
舎
の
建
設
会
社
の
社
長
さ
ん
だ
け
あ
っ
て
、
新
し
い
校
舎
に
あ
る
六

光
星
の
徽
章
は
、
今
は
二
つ
存
在
し
て
、
ど
ち
ら
が
元
々
あ
る
徽
章
な
の

か
、「
修
猷
館
あ
る
あ
る
問
題
」
の
ネ
タ
バ
ラ
シ
が
あ
り
ま
し
た
。
東
を

向
い
て
い
る
の
が
、
答
え
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
東
京
し
っ
と
ー
や

会
の
中
川
淳
雄
君
、
近
畿
し
っ
と
ー
や
会
の
永
末
伸
生
君
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
博
多
を
離
れ
た
し
っ
と
ー
や
の
仲
間
達
の

近
況
を
聞
い
て
、
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、一
部
二
部
と
合
計
四
時
間
に
わ
た
っ
て
１
２
０
名
が
、い
っ

ぱ
い
語
り
合
い
ま
し
た
。
締
め
は
、
金
堀
雄
二
君
の
「
博
多
手
一
本
」
と
、

皆
で
「
祝
う
た
～
」
を
絶
叫
し
て
、
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
、
多
く
の
仲

間
が
三
次
会
へ
流
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
同
窓
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
仲
間
の
為
に
、
記
録
動
画
を

作
っ
て
、
後
日
配
信
し
ま
し
た
。
当
日
の
記
録
に
加
え
て
、
過
去
の
イ
ベ

ン
ト
の
写
真
な
ど
を
織
り
交
ぜ
ま
し
た
。

　

動
画
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は
、
還
暦
の
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
し
っ

と
ー
や
音
楽
会
」
に
参
加
の
皆
さ
ん
の
演
奏
を
使
っ
て
、
映
像
と
合
わ
せ

て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
写
真
で
は
、
誰
か
分
か
ら
な
い
方
も
い
る
と
思
い
、
卒
業
ア
ル
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「
次
回
の
同
窓
会
に
参
加
す
る
た
め
に
も　

健
康
で
元
気
に
生
き
て
い

き
ま
し
ょ
う
！　

決
し
て　

勝
手
に　

先
に
逝
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
！
」

バ
ム
の
写
真
を
、
隣
に
並
べ
て
50
年
の
変
化
を
比
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

後
で
思
い
ま
し
た
が
、
宴
会
で
配
っ
た
名
札
に
も
写
真
を
貼
っ
て
い
れ
ば
、

当
日
の
「
あ
ん
た
誰
？
」
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

動
画
配
信
は
、
参
加
出
来
な
か
っ
た
仲
間
も
含
め
、
多
く
の
方
に
視
聴

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

僕
も
こ
の
90
分
の
動
画
を
見
て
、
し
っ
と
ー
や
の
高
校
時
代
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
西
新
で
出
会
っ
て
三
年
間
、
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
歩
ん
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
え
ば
、
い
つ
も
、
当
時
の
話
に
花
が
咲
い

て
、
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
ま
た
、
笑
っ
て
。

　

楽
し
い
事
ば
か
り
じ
ゃ
無
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
素
晴
ら
し
い

修
猷
館
時
代
で
し
た
。

　

昔
は
無
か
っ
た
人
工
芝
や
、
素
晴
ら
し
い
校
舎
を
散
策
し
て
、「
今
の

高
校
生
は
恵
ま
れ
て
い
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
彼
ら
を
羨
む
気

持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
家
族
と
同
じ
く
ら
い
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
仲
間
に
恵

ま
れ
て
、
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

あ
の
頃
持
っ
て
い
た
「
明
日
の
数
」
は
、
も
ち
ろ
ん
減
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
残
り
の
「
明
日
の
数
」
は
、
有
意
義
に
使
い
、
充
実
し
た
日
々

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
卒
業
55
周
年
か
喜
寿
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
次
も
、
大
好
き

な
仲
間
と
再
会
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
動
画
の
最
後
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
て
、
今
回
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。
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高
校
３
年
次
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
集
ま
っ
て
代
表
が
近
況
報
告
し
た
あ
と
、

記
念
撮
影
。
３
年
次
に
男
子
ク
ラ
ス
だ
っ
た
面
々
は
男
女
ク
ラ
ス
の
記
念

撮
影
を
羨
ま
し
げ
に
見
て
い
た
。

　

こ
の
大
宴
会
に
続
い
て
浅
草
駅
近
く
の
居
酒
屋
を
借
り
切
っ
て
二
次
会
。

一
次
会
の
会
場
で
は
吹
き
抜
け
の
た
め
他
の
お
客
さ
ん
に
遠
慮
し
て
歌
え

な
か
っ
た
館
歌
を
声
を
張
り
上
げ
て
斉
唱
し
た
。

　

翌
日
か
ら
は
屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

９
月
29
日
は
、
二
手
に
分
か
れ
、
浅
草
め
ぐ
り
組
は
水
上
バ
ス
で
隅
田

川
か
ら
見
た
風
景
を
楽
し
ん
だ
り
、
浅
草
名
物
の
「
電
気
ブ
ラ
ン
」
を
飲

む
な
ど
し
て
下
町
風
情
を
満
喫
し
た
。
も
う
一
組
は
日
光
に
先
回
り
。
江

戸
の
街
並
み
を
再
現
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
日
光
江
戸
村
を
訪
れ
、
新
選
組

や
か
ぶ
き
者
な
ど
に
変
身
し
て
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
た
。

　

こ
の
あ
と
日
光
・
鬼
怒
川
温
泉
に
あ
る
ホ
テ
ル
で
合
流
し
て
、
約
30
人

で
宴
会
。

　

９
月
30
日
は
日
光
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
。
バ
ス
内
で
同
級
生
が

若
い
こ
ろ
に
携
わ
っ
た
有
料
道
路
建
設
の
苦
労
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
ず

明
智
平
展
望
台
へ
。
気
温
は
２
週
間
前
の
東
京
の
最
高
気
温
よ
り
20
度
も

低
い
15
度
。
清
々
し
か
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
霧
で
中
禅
寺
湖
な
ど
の
絶

景
は
見
え
ず
。
こ
の
あ
と
日
本
の
三
大
名
瀑
の
ひ
と
つ
華
厳
の
滝
へ
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
１
０
０
メ
ー
ト
ル
降
り
た
と
こ
ろ
に
あ
る
観
瀑
台
か
ら
見

た
豪
快
な
姿
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。

　

こ
の
日
の
最
後
は
日
光
東
照
宮
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
陽
明
門
や

「
三
猿
」
や
「
眠
り
猫
」、
そ
し
て
「
鳴
龍
」
な
ど
の
彫
刻
や
天
井
画
な
ど

を
見
て
回
っ
た
。「
鳴
龍
」
は
湿
度
が
高
め
だ
っ
た
お
か
げ
で
「
キ
ー
ン
」

　

清
秋
最
可
人

　
　
　

～
４
６
４
９
会
修
猷
館
卒
業
50
周
年
＆

　
　
　
　
　
　
　
　

古
稀
記
念
懇
親
会
・
日
光
旅
行
～

山　

本　
　
　

周

（
昭
和
49
年
卒
）

　

修
猷
館
高
校
に
昭
和
46
年
に
入
学
も
し
く
は
49
年
に
卒
業
し
た
仲
間
た

ち
に
よ
る
「
４
６
４
９
（
よ
ろ
し
く
）
会
」
は
、
２
０
２
４
年
に
修
猷
館

卒
業
50
周
年
を
迎
え
た
の
に
あ
た
り
、
あ
わ
せ
て
、
間
も
な
く
古
稀
を
迎

え
る
の
を
記
念
し
て
、
全
国
に
い
る
同
期
生
に
声
を
か
け
、
懇
親
会
と
旅

行
会
を
行
っ
た
。

　

９
月
28
日
、
第
一
部
は
懇
親
会
。
約
80
人
が
一
堂
に
会
し
た
。
会
場
は
、

東
京
・
墨
田
区
に
あ
る
、
屋
上
の
金
色
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
特
徴
的
な
ビ
ル
に

あ
る
ビ
ア
ホ
ー
ル
。

　

物
故
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、
当
日
く
じ
引
き
で
選
ば
れ
た
同
級
生

が
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
。
い
き
な
り
の
指
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ

に
会
場
を
盛
り
上
げ
る
挨
拶
は
修
猷
生
の
面
目
躍
如
だ
。

　

最
初
に
座
っ
た
テ
ー
ブ
ル
も
く
じ
で
指
定
さ
れ
、
高
校
時
代
は
接
点
が

な
か
っ
た
仲
間
と
も
、
最
初
は
少
し
戸
惑
い
な
が
ら
、
し
か
し
す
ぐ
に
打

ち
解
け
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
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と
い
う
甲
高
い
鳴
き
声
が
ふ
だ
ん
よ
り
良
く
響
い
て
い
た
そ
う
だ
。

　

３
日
目
の
10
月
１
日
の
旅
行
に
は
13
人
が
参
加
。
ま
ず
は
鬼
怒
川
ラ
イ

ン
下
り
。
約
30
分
か
け
て
６
キ
ロ
を
下
っ
た
。
快
晴
に
恵
ま
れ
、
汗
ば
む

く
ら
い
だ
っ
た
。
波
が
立
つ
箇
所
で
は
飛
沫
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
側
面

の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
全
員
で
持
ち
上
げ
た
の
は
一
興
だ
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
杉
並
木
公
園
へ
。
日
光
杉
並
木
の
保
護
と
地
域
文
化
を
伝
承

す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
世
界
有
数
の
長
さ
を
誇
る
杉

並
木
に
、
日
光
の
道
路
建
設
に
携
わ
っ
た
同
級
生
に
よ
る
と
、
管
理
を
任

さ
れ
た
む
か
し
の
農
民
は
苦
役
を
強
い
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

日
光
観
光
の
最
後
は
上
下
二
段
か
ら
な
る
霧
降
の
滝
。
華
厳
の
滝
に
比

べ
優
し
く
上
品
な
印
象
だ
っ
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
２
０
２
３
年
７
月
か
ら
準
備
を
始
め
、
打
ち
合
わ

せ
は
数
次
に
及
ん
だ
。
打
ち
合
わ
せ
の
た
び
に
仙
台
か
ら
駆
け
つ
け
て
企

画
運
営
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
井
手
富
士
雄
く
ん
は
じ
め
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

最
後
に
。
表
題
の
「
清
秋
最
可
人
」
は
、
宿
泊
先
の
鬼
怒
川
温
泉
の
ホ

テ
ル
の
宴
会
場
に
か
か
っ
て
い
た
額
に
あ
っ
た
中
国
・
南
宋
の
詩
人
の

詩
の
一
節
。「
せ
い
し
ゅ
う
も
っ
と
も
ひ
と
に
か
な
り
」
と
読
む
そ
う
だ
。

日
光
の
秋
の
清
々
し
さ
に
洗
わ
れ
た
我
々
の
心
情
を
言
い
表
し
て
い
た
。
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R
espect

＋R
eset at 60

　
　
　

～
い
っ
ち
ょ
や
る
会
還
暦
同
窓
会
～

矢　

島　

啓　

子

（
昭
和
58
年
卒
）

　

O
ur life together is so precious together 

　
　

W
e have grow

n

…

　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が 

（ Just Like 

）Starting O
ver

の
中
でI know

 
the tim

e flies so quickly

と
歌
っ
た
の
は
44
年
前
。
私
達
は
そ
の
時
、

独
特
な
油
の
香
り
漂
う
教
室
で
共
に
学
ぶ
修
猷
館
高
校
一
年
生
で
し
た
。

　

そ
し
て
本
当
に
飛
ぶ
よ
う
に
月
日
が
流
れ
て
私
達
は
還
暦
の
年
を
迎
え
、

同
窓
会
の
場
で
共
に
そ
の
曲
を
口
々
に
歌
い
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
卒
業
し
た
私
達
は
、
個
性
派
揃
い
の
タ
レ
ン
ト
揃
い
。
私

は
実
行
委
員
長
を
拝
命
し
て
何
を
し
よ
う
か
と
ド
キ
ド
キ
。
で
も
、
こ
れ

だ
け
は
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
欠
席
し
て
い
る
人
も
、
出
席
し
て
い
る
人
も
、
み
ん
な
が
参
加
し
て

い
る
同
窓
会
」

　

一
人
ひ
と
り
、
こ
の
還
暦
の
年
を
迎
え
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
幅
で
あ
る
い
て
き
た
の
で
す
。
お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し

あ
い
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
あ
り
続
け
ら
れ
る
機
会
に
し
た
い
、
と
。

　

そ
し
て
、
藤
島
さ
ん
を
は
じ
め
学
年
幹
事
の
皆
さ
ん
、
佐
伯
君
、
陸
上

部
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
、
ソ
ラ
リ
ア
ホ
テ
ル

で
の
同
窓
会
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
集
え
る
健
児
１
５
０
人
。

　
︿ 

１
．
高
良
君
に
お
願
い
し
て
「
同
窓
会
Ｄ
Ｘ
」 

﹀

　

事
前
に
還
暦
同
窓
会
の
W
E
B
サ
イ
ト
を
作
り
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
シ
ェ
ア
。
出
席
す
る
人
も
欠
席
す
る
人
も
皆
で
共
有
で
き
る
場
に
。

欠
席
す
る
人
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
も
ら
い
、
サ
イ
ト
に
掲
載
。
修

猷
へ
の
思
い
を
語
る
人
、
会
の
そ
の
時
間
は
家
族
と
過
ご
し
な
が
ら
皆
を

思
っ
て
い
る
、
と
綴
っ
て
く
れ
た
人
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
度
に
心

が
温
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト
に
は
、
後
日
当
日
の
様
子
の
動
画
を
貼

る
予
定
。
そ
れ
か
ら
当
日
の
写
真
もGoogle

フ
ォ
ト
で
皆
が
追
加
・
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
て
、
現
在
壮
大
なGoogle

フ
ォ
ト
共
有
ア
ル
バ
ム

に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
当
日
の
企
画
は
と
い
う
と
…
。

　
︿ 

２
．
修
猷
58
還
暦
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
爆
誕 

﹀

　

皆
様
も
文
化
祭
で
バ
ン
ド
を
組
ん
で
歌
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
私
達

も
そ
う
。
そ
し
て
今
も
音
楽
に
携
わ
っ
て
い
る
人
達
が
い
ま
す
。
私
も
素

人
な
が
ら
そ
の
一
人
。
さ
だ
幸
坂
丸
君
の
も
と
、
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
バ

ン
ド
を
組
み
、
懐
か
し
い
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
高
中�

正
義
、
カ
シ
オ
ペ
ア
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
ス
ト
ー
ン
ズ
、
イ
ー
グ
ル
ス
に
ベ

イ
シ
テ
ィ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
。
そ
し
て
、
バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
徳
永
君
の
ボ
ー
カ

ル
に
橋
本
君
が
豊
か
な
音
色
の
ギ
タ
ー
を
合
わ
せ
て
く
れ
た
ジ
ョ
ン
の

Starting O
ver

に
皆
の
心
は
震
え
ま
し
た
。

　
︿ 

３
．
あ
の
運
動
会
を
思
い
出
そ
う 

﹀

　

林
君
が
編
集
し
て
く
れ
た
当
時
の
動
画
を
見
な
が
ら
、
大
浦
元
総
務
の
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も
と
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
最
後

は
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
三
ピ
ラ
！
今
で
も
、
七
ピ
ラ
が
立
っ
た
動
画
を
見
る
と

当
時
の
感
動
が
。

　
︿ 

４
．
大
人
の
た
め
の
熟
女
ラ
ウ
ン
ジ 

﹀

　

こ
れ
は
（
笑
）
マ
マ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
嬢
の
皆
様
、

流
し
の
ヒ
ロ
ボ
ー
、
荻
原
君
・
津
出
君
そ
し
て
太
客
の
皆
様
、
心
か
ら
の

愛
を
。

　

本
当
は
政
治
家
座
談
会
も
企
画
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
選
挙
と
重
な
り

中
止
。
残
念
。
で
も
そ
の
日
は
夜
遅
く
ま
で
皆
心
ゆ
く
ま
で
語
り
合
い
、

壮
大
なGoogle

フ
ォ
ト
に
は
そ
の
日
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
私
達
の
同
窓
会
は
一
日
で
終
わ
る
わ
け
が
な
く
。

　
︿ 

５
．
翌
日
は
大
人
の
遠
足
、
コ
ス
モ
ス
の
美
し
い
能
古
島
へ 

﹀

　

翌
朝
早
く
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
隊
長
の
鶴
田
君
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
「
強
風
の
た
め

船
が
欠
航
！
」
！
吹
っ
飛
ぶ
二
日
酔
い
。
と
に
も
か
く
に
も
渡
船
場
に
行

こ
う
、
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
…
や
は
り
年
と
と
も
に
早
く
目
が
覚

め
て
し
ま
う
私
達
。
そ
こ
に
は
待
ち
合
わ
せ
よ
り
も
早
く
集
ま
っ
た
多
く

の
同
級
生
の
姿
が
。中
に
は
前
日
に
島
に
渡
れ
ず
、還
暦
に
し
て
ネ
カ
フ
ェ

難
民
に
な
っ
た
と
い
う
人
も
。
ま
あ
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
風
も

収
ま
り
出
航
。
能
古
島
で
は
某
Ｙ
君
ご
所
有
地
で
、
中
島
君
の
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
ギ
タ
ー
を
鑑
賞
、
爪
弾
か
れ
た
音
が
秋
風
に
乗
っ
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
が
と
ま
ら
な
い
。

　

そ
の
後
、
私
達
一
行
は
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
に
向
か
い
、
B
B
Q
を
存

分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
国
内
外
の
飲
食
業
界
で
大
活
躍
し
て

い
る
同
級
生
が
美
味
こ
の
上
な
い
石
垣
牛
を
提
供
し
て
く
れ
て
、
頬
は

落
ち
っ
ぱ
な
し
。
こ
こ
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
荒
木
君
武
田
君
が
郷

愁
誘
う
ク
ラ
シ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー

を
演
奏
。
郷
愁
っ
て
、
こ
こ
福

岡
が
皆
の
故
郷
な
ん
で
す
が
。

　

一
点
の
曇
り
も
な
く
、
た
だ

た
だ
、
た
だ
た
だ
、
笑
っ
て
、

話
し
て
、歌
っ
て
、楽
し
か
っ
た
。

　

別
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
健
康
と
幸
せ
と
、
ま
た
次

に
会
え
る
日
が
早
く
来
る
の
を

願
っ
て
、
手
を
振
り
あ
っ
た
の

で
し
た
。「
人
生
百
年
時
代
」

と
い
う
言
葉
は
、
自
分
に
は
保

険
の
C
M
の
言
葉
の
よ
う
で

敬
遠
し
て
い
た
け
れ
ど
、
本
当

に
そ
う
な
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た

何
回
も
皆
でStarting O

ver

を
演
奏
し
て
一
緒
に
歌
い
た
い
。

　

い
っ
ち
ょ
や
る
会
の
皆
さ
ん
、

た
く
さ
ん
の
幸
せ
な
瞬
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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尚
、
周
年
記
念
行
事
は
こ
れ
を
も
っ
て
有
終
と
し
ま
す
が
、
毎
年
の
総

会
・
懇
親
会
は
期
限
を
つ
け
ず
に
出
来
る
限
り
続
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

�

し
っ
と
う
会　

幹
事
一
同

【
昭
和
41
年
卒
】　

よ
い
よ
い
会
の
皆
様
へ

　

２
０
２
５
年
よ
い
よ
い
会
総
会
の
お
知
ら
せ
。

日
時
：
令
和
７
年
６
月
５
日
木
曜
日
18
時
よ
り

会
場
：�

昨
年
と
同
じ
和
食
の
灯
明
殿
（
７
１
０

｜

４
３
０
５
）

会
費
：
８
０
０
０
円

　

総
会
で
は
次
年
２
０
２
６
年
の
卒
業
60
周
年
記
念
同
窓
会
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。
今
出
て
い
る
案
は
パ
ー
テ
ィ
ー
と
同
会
場
で
の
２
次
会
、

日
帰
り
小
旅
行
・
温
泉
・
美
味
し
い
魚
（
二
日
市
、
浜
崎
、
佐
賀
、
唐
津
、

古
湯
な
ど
）、
プ
ロ
の
写
真
家
に
よ
る
撮
影
、
記
念
品
、
よ
い
よ
い
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
写
真
の
整
理
な
ど
で
す
。
全
国
の
会
員
が
集
う
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
前
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
く
だ
さ
い
。

�

渡
邉　

章

【
昭
和
45
年
卒
】　

２
０
２
０
年
10
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
卒
業
50
周

年
行
事
を
、
昨
年
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
で
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
世
話
人
の
皆
様
、
ご
参

加
い
た
だ
い
た
総
勢
１
４
５
名
の
45
会
の
皆
様
に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
Ｍ
Ｌ
を
通
じ
て
新
年
会
や
様
々
な
集
ま
り
な
ど
の
ご
案
内
を
い

た
し
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

森
下　

七
百
枝

【
昭
和
29
年
卒
】　

六
八
会
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

　

昨
年
の
六
八
会
は
、
六
月
21
名
（
内
女
性
９
名
）、
十
月
19
名
（
内
女

性
４
名
）
で
し
た
。

　

今
年
は
昭
和
百
年
、
多
く
が
卒
寿
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
六
月
十
二
日

（
木
）、
十
月
九
日
（
木
）
に
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
１
Ｆ
で
11
時
30
分
で

す
。
精
進
し
て
白
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
一
年
に
石
川
、
林
宏
、
柴
田
、
村
越
、
鵜
野
、
久
原
、
土
岐
（
田

町
）、
小
山
（
上
野
）
が
逝
き
ま
し
た
。
黙
祷

�
前
田  

和
久　
　

岡
村　

祥
三

【
昭
和
32
年
卒
】　

三
二
会
福
岡
は
毎
月
第
三
木
曜
日
に
市
心
で
夕
食
会
を

続
け
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
14
～
18
名
（
う
ち
女
性
３
～
５
名
）。
車
イ

ス
の
安
西
豊
治
君
（
六
組
）
と
付
き
添
い
の
妻
君
は
ほ
ぼ
皆
勤
。
近
況
を

語
り
合
い
、
母
校
の
ニ
ュ
ー
ス
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
は

木
造
小
型
ヨ
ッ
ト
製
作
者
・
村
上
光
一
君
（
五
組
）
が
手
造
り
の
十
分
の

一
モ
デ
ル
を
修
猷
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
在
福
、
帰
省
の
皆
さ
ん
、
ご
一

報
を
。

�

武
藤　

佶

【
昭
和
40
年
卒
】　

し
っ
と
う
会
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
！

　

私
共
も
今
年
で
卒
業
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
５
月
27
日
（
火
曜
日
）
に
母
校
見
学
を
含
む
記
念
行
事
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
４
月
初
旬
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学
年
一
口
連
絡
ア
ン
テ
ナ
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【
昭
和
54
年
卒
】　

学
年
の
お
知
ら
せ
は
、
合
志
会
サ
イ
ト
、
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
、Facebook

、
い
ず
れ
か
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
不
達

が
増
え
て
い
ま
す
、
連
絡
先
変
更
を
都
度
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
志
会
サ
イ
ト
（http://54kai.star6.jp/

）
公
開
部
分
に
は
修
猷
館

関
連
情
報
を
掲
載
。
他
学
年
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

�

菊
池　

政
道

【
昭
和
55
年
卒
】　

五
五
会
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か
。
昭
和
55
年
卒
の

我
々
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
還
暦
の
年
に
還
暦
同
窓
会
が
開
催
で
き

て
ま
せ
ん
。
今
年
辺
り
、
数
年
遅
れ
の
還
暦
同
窓
会
を
企
画
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
詳
細
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
案
内
し
ま
す
の
で
、
未
登
録
の

方
や
ア
ド
レ
ス
変
更
の
方
は
、
上
田
英
友
ま
で
（
別
ペ
ー
ジ
「
学
年
連
絡

先
」
参
照
）、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�

上
田　

英
友

【
昭
和
56
年
卒
】　

皆
さ
ん
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
す
ご
ろ
く
会
で

は
、
住
所
な
ど
個
人
情
報
の
変
更
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
窓
会
事
務
局
に
連
絡

し
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
色
々
と
変
化
が
あ
る
一
方
で
、

物
忘
れ
も
進
む
年
代
で
す
。
う
っ
か
り
…
が
な
い
よ
う
、
こ
ま
め
な
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
！　

年
２
回
の
学
年
同
窓
会
、
春
と
秋
の
ゴ
ル
フ
、
オ

ト
ナ
の
遠
足
（
？
）
な
ど
仲
間
と
一
緒
に
「
黄
金
の
15
年
」
を
楽
し
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
！

�

常
任
幹
事　

佐
伯　

拓
史

【
昭
和
46
年
卒
】　

よ
か
ろ
う
会
の
み
な
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か
？

　

令
和
５
年
10
月
15
日
（
日
）
～
16
日
（
月
）
に
よ
か
ろ
う
会
52
周
年
同

窓
会
を
太
宰
府
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
勢
70
名
が
集
ま
り
旧
交
を
温
め
ま

し
た
。

　

本
年
も
ク
ラ
ス
幹
事
会
、
よ
か
ろ
う
会
同
窓
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は
「
学
年
連
絡
先
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

副
島

【
昭
和
49
年
卒
】　

九
月
二
十
八
日
の
懇
親
会
か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
「
卒

業
五
十
周
年
＆
古
稀
記
念
懇
親
会
・
日
光
旅
行
」
は
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
、

そ
の
様
子
は
写
真
や
動
画
で
配
信
さ
れ
旅
行
に
行
け
な
か
っ
た
者
も
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。
近
年
、
プ
ロ
並
み
の
趣
味
を
持
つ
面
々
が
企
画
を
練

り
、
そ
の
分
野
の
探
訪
、
観
光
に
誘
い
出
し
て
く
れ
ま
す
。
歴
史
の
里
、

自
然
の
中
、
芸
術
、
と
そ
の
分
野
は
様
々
で
す
が
、
誘
う
側
も
誘
わ
れ
る

側
も
幸
せ
な
古
希
の
時
代
を
送
っ
て
い
ま
す
。

�

常
任
幹
事　

小
柳　

有
美

【
昭
和
52
年
卒
】　

ご
じ
ゆ
～
に
会
（
昭
和
52
年
卒
）
の
み
な
さ
ま
へ
の
ご

連
絡
で
す
。

　

毎
年
恒
例
の
新
年
会
を
例
年
通
り
開
催
予
定
で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ

の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
正
月
は
参
加
が
難
し
い
方
の
た
め
に
、

令
和
６
年
８
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
ご
じ
ゆ
～
に
会
暑
気
払
い
」
も
恒

例
行
事
と
致
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ご
じ
ゆ
～
に
会
の
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

井
上　

健
次
郎
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メ
ー
ル
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。（
学

年
連
絡
先
参
照
）

�

常
任
幹
事　

中
村　

成
克

【
平
成
元
年
卒
】　

毎
年
１
月
２
日
と
お
盆
前
に
学
年
で
集
ま
っ
て
ま
す
。

ま
た
毎
月
１
日
「
つ
い
た
ち
会
＠
つ
る
の
家
」
開
催
し
て
ま
す
。
帰
省
の

際
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�

今
泉　

忠

【
平
成
２
年
卒
】　

幹
事
学
年
を
務
め
上
げ
て
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
余
韻
か
、

な
か
な
か
大
勢
で
集
う
機
会
が
減
っ
て
い
る
現
状
を
少
々
寂
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
現
役
の
時
か
ら
の
ご
縁
が
あ
れ
だ
け
の
同
窓
会
に
結
実

し
た
の
で
す
か
ら
、
今
後
も
ま
た
新
た
な
思
い
出
を
紡
い
で
い
け
る
は
ず

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
卆
猷
会
と
し
て
集
え
る
機
会
を
創
り
、
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
繋
が
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
所
変
更
の
際
は
事
務
局

の
三
戸
・
田
中
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
そ
し
て
都
合
が
つ
く
時
は
、
同
窓

会
で
も
花
見
で
も
、
ふ
ら
っ
と
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

�

常
任
幹
事　

三
戸　

宗
一
郎

【
平
成
５
年
卒
】　

Ｇ
Ｏ
猷
会
の
み
な
さ
ま
、
昨
年
は
、
近
畿
修
猷
会
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

学
年
と
し
て
の
幹
事
業
務
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
絆
を
深
め
、

楽
し
い
学
年
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

常
任
幹
事　

能
見　

信
二

【
昭
和
57
年
卒
】　

剛
質
会
の
皆
さ
ん
、
元
気
に
お
過
ご
し
で
す
か
？
毎
年
、

福
岡
に
て
、
年
末
12
月
30
日
に
ゴ
ル
フ
会
、
年
始
の
１
月
２
日
に
学
年
同

窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
都
度
同
級
生
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
帰
省
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

日
頃
、
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
を

希
望
さ
れ
る
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

�

常
任
幹
事　

田
中　

徹

【
昭
和
58
年
卒
】　

昨
年
の
還
暦
同
窓
会
は
１
５
０
名
以
上
が
集
ま
り
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
『
同
窓
会
ロ
ス
』
の
声
も
出
る

程
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
卒
業
50
年
記
念
の
８
年
後
に
盛

大
に
集
ま
る
こ
と
を
目
標
に
、そ
れ
ま
で
は
福
岡
、東
京
、各
地
で
繋
が
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
毎
年
５
月
の
同
窓
会
総
会
の
後
は
『
さ
だ
幸
』
が
恒

例
で
す
。
夏
・
冬
に
東
京
、
福
岡
で
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。［
修

猷
58
M
L
］［
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
］
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

�
弥
吉　

祐
子

【
昭
和
59
年
卒
】　

今
年
は
還
暦
祝
い
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
現

在
、
候
補
日
と
し
て
、
令
和
７
年
10
月
11
日
～
13
日
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
確
定
次
第
、
早
目
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

�

学
年
幹
事　

堀
内　

恭
彦
、
堀　

優
子

【
昭
和
60
年
卒
】　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
とFacebook

で
猷
馬
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
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し
く
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
学
年
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
し
に
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
実
行
委
員
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！　

遠
方
か

ら
も
お
手
伝
い
可
能
で
す
。
毎
年
、
年
末
年
始
の
学
年
同
窓
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
九
猷
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
諸
々
の
情
報
を
共
有
し
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

�

常
任
幹
事　

峰　

雅
紀

【
平
成
10
年
卒
】　

こ
ん
に
ち
は
！　

ま
め
こ
と
村
上
弘
で
す
！　

と
う
と

う
僕
ら
の
学
年
も
当
番
幹
事
と
い
う
役
目
が
回
っ
て
く
る
年
齢
に
な
っ
て

き
ま
し
た
！　

ま
ず
は
東
京
修
猷
会
総
会
か
ら
で
す
！　

６
／
13
金
曜
に

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京（
西
新
宿
）で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

�

常
任
幹
事　

村
上　

弘

【
平
成
11
年
卒
】　

平
成
11
年
卒
は
よ
せ
ん
会
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
恒
例
の
忘
年
会
に
加
え
、
毎
月
11
日
の
月
例
会
を

ス
タ
ー
ト
し
て
早
１
年
、
参
加
者
は
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

Facebook

、
全
体
L
I
N
E
/
ク
ラ
ス
L
I
N
E
等
で
周
知
し
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！　

ま
ず
は
、
２
０
２
６
年
６
月

に
迫
る
東
京
修
猷
会
総
会
の
準
備
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

�

常
任
幹
事　

梅
北　

拓
郎

【
平
成
12
年
卒
】　

２
０
０
０
年
卒
の
み
ん
な
お
元
気
で
す
か
？

　

少
し
ず
つ
大
同
窓
会
の
幹
事
年
も
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

年
２
回
は
集
ま
る
機
会
を
作
っ
て
い
く
の
で
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
ー
！

�

松
尾　

光
泰

【
平
成
６
年
卒
】　

六
星
会
の
み
な
さ
ま
、
令
和
７
年
は
近
畿
修
猷
会
総
会

の
幹
事
で
す
。
近
畿
に
集
合
お
願
い
し
ま
す
！

�

党　

智

【
平
成
７
年
卒
】　

昨
年
の
同
窓
会
総
会
は
、
七
猷
会
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

の
お
か
げ
で
無
事
に
大
役
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
総
会
に
参
加
、
前
日
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
方
々
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
準
備
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
回
で
よ
り
深
ま
っ
た
絆
を
大
切
に
し
て
、
皆
で
楽
し
く
集

ま
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
２
０
２
６
年
の
近
畿
修
猷
会
の
当
番
幹
事
に
向
け
て
盛
り
上

げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

�
常
任
幹
事　

池
下　

智

【
平
成
８
年
卒
】　

平
成
八
年
卒
の
皆
様
、
今
年
の
修
猷
館
同
窓
会
総
会
の

幹
事
を
務
め
る
の
は
、
平
成
八
年
卒
の
私
た
ち
平
八
会
で
す
。

　

高
平
実
行
委
員
長
の
下
、
一
昨
年
の
十
月
か
ら
準
備
に
着
手
し
、
い
よ

い
よ
総
会
ま
で
あ
と
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
運
営
な
ど
、
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
ま
だ
ま
だ
大
募
集
中
で
す
。

　

総
会
の
テ
ー
マ
は
、「
み
ん
な
に
こ
２
５
（
に
こ
）
修
猷
力
（
パ
ワ
ー
）

∞
大
」
で
す
。
平
八
会
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
総
会
に
参
加
さ
れ

る
全
て
の
方
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
素
敵
な
会
に
し
ま
し
ょ
う
！

※
総
会
の
詳
細
は
裏
表
紙
を
ご
参
照
下
さ
い
。

�

常
任
幹
事　

平
田　

将
彦

【
平
成
９
年
卒
】　

２
０
２
６
年
５
月
の
大
同
窓
会
の
当
番
学
年
と
し
て
楽
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【
平
成
15
年
卒
】　

H
15
年
卒
の
み
ん
な
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

昨
年
は
初
の
試
み
で
、
Z
o
o
m
会
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
大
同
窓
会
の
幹
事
学
年
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
大
同

窓
会
っ
て
ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？　

何
し
た
ら
い
い
の
？　

と
い
う
漠
然

と
し
た
不
安
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
、
次

開
催
す
る
学
年
の
先
輩
た
ち
の
動
き
を
シ
ェ
ア
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

30
人
も
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
も
ゆ
る
ゆ
る
と
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
い
く
の
で
、
気
軽
に
参
加
し

て
ね
！

�

常
任
幹
事　

森
實　

理
恵

【
平
成
16
年
卒
】　

平
成
16
年
卒
で
は
、
同
学
年
だ
け
の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ

ト
や
各
ク
ラ
ス
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

常
任
幹
事　

３
年
２
組　

ラ
グ
ビ
ー
部　

イ
エ
ロ
ー　

川
嵜　

耕
大

【
平
成
19
年
卒
】　

六
光
星
が
私
た
ち
平
成
十
九
年
卒
の
制
服
に
き
ら
め
い

て
か
ら
、
早
く
も
十
八
年
が
た
ち
ま
し
た
。『
菁
莪
』
に
「
一
言
」
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
背
筋
の
伸
び
る
思
い
で
す
。
私
た
ち
も
同
窓
会

の
一
員
と
し
て
新
た
に
動
き
始
め
る
時
が
来
ま
し
た
。
六
光
星
を
つ
け
て

西
新
を
駆
け
抜
け
た
そ
の
刹
那
は
誰
し
も
思
い
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
当

時
の
思
い
を
胸
に
し
て
、
確
か
な
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

菊
池　

秀
策

「勧誘電話にご注意ください」

同窓会名簿を利用したとみられる勧誘電話の情報が寄せられて
います。
このような勧誘電話とは同窓会は一切関わりありませんので�
ご注意下さい。
同窓会名簿は同窓生以外には販売しておりません。複製、転売
は禁止です。
同窓生の皆さま、名簿の取り扱いにくれぐれもご注意くださる
ようお願いいたします。
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学
校
報
告

　

創
立
記
念
行
事

　

５
月
24
日
（
金
）　

創
立
２
４
０
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
創
立
記
念
行
事
は
、
天
明
４
年
（
１
７
８
４
年
）
の
創
立
か
ら

２
４
０
年
、
長
き
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
校
の
歴
史
を
再
確

認
し
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
意
義
深
い
行
事
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
式
典
に
先
立
ち
、
創
立
２
４
０
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
こ

と
を
記
念
し
、
来
賓
の
黒
田
家
第
17
代  

黒
田 
裕
大
様
・
絢
子
様 

御
夫
妻
、

津
田 

純
嗣 

同
窓
会
会
長
、
そ
の
他
関
係
各
位
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
本
校

生
徒
会
役
員
も
参
加
し
、
植
樹
式
が
行
わ
れ
た
。 

　

創
立
記
念
式
典
で
は
、
中
神
智
文
館
長
が
、
２
４
０
年
と
い
う
長
き
に

わ
た
り
「
修
猷
館
」
と
い
う
校
名
が
続
い
て
き
た
こ
と
は
、
黒
田
家
の
ご

支
援
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
人
、
同
窓
生
、
教
職
員
の
尽
力
の
た
ま
も
の

で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
10

年
後
２
５
０
周
年
、
60
年
後

の
３
０
０
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
生
徒
諸
君
が
ど
の

よ
う
に
未
来
を
切
り
開
く
か

楽
し
み
で
あ
る
と
式
辞
を
述

べ
た
。
さ
ら
に
、
来
賓
の
方
々

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

創
立
記
念
講
演
「
学
問
の
勧
め
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
州
大
学
総
長

�

石　

橋　

達　

朗　

氏

�

（
昭
和
43
年
卒
）

　

石
橋
氏
は
、
ま
ず
、
眼
科
医
で
あ
っ
た
父
親
の
影
響
を
受
け
、
医
師
を

目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
修
猷
館
で
の
思
い
出
、
九
州
大
学
で
の
学

生
生
活
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
九
州
大
学

医
学
部
で
の
眼
科
学
の
研
究
、
眼
と
い
う
臓
器
の
し
く
み
や
重
要
性
、
研

究
テ
ー
マ
で
あ
る
糖
尿
病
網
膜
症
・
加
齢
黄
斑
変
性
つ
い
て
、
そ
し
て
恩

師
で
あ
る
田
中
健
蔵
教
授
や
、
留
学
先
の
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
指

導
を
受
け
たProf. Stephen J. Ryan

と
の
出
会
い
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。 

さ
ら
に
、
指
定
国
立
大
学
法
人
で
あ
る
九
州
大
学
の
総
長
と
し
て
「
総
合

知
で
社
会
変
革
を
牽
引
す
る
大
学
」
や
「
価
値
創
造
人
材
の
育
成
」
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
九
州
大
学
の
概
要
や
様
々
な
優
れ
た
施�

設
・
設
備
の
説
明
、
高
大
連
携
の
事
業
と
し
て
「
九
州
大
学
未
来
創
成
科

学
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Q
F
C-

S
P
）」、
女
子
高
校
生
を
対
象
と

し
た
理
工
系
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
「
Q
U
R
I
E
S
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
紹
介
を
さ
れ
た
。
ま
た
、「
大
学
は
長
い
歴
史
と
伝
統
の
中
で

築
か
れ
培
わ
れ
た
知
識
の
塊
で
あ
り
、
そ
の
集
積
さ
れ
た
『
知
』
か
ら
学

び
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
新
し
い
知
見
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
学

の
使
命
で
あ
り
、
大
学
で
学
ぶ
と
は
、
自
ら
選
択
し
た
学
問
を
深
め
、
体

系
的
な
知
識
に
し
、
そ
れ
を
基
に
自
分
の
考
え
を
導
き
出
し
、
発
展
さ



−64−

せ
、
形
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
最
後
に
、「
修
猷
館
の

日
々
の
中
で
、
自
ら
が
志
し
た
い
学
問
、
自
ら
を
社
会
で
役
立
て
る
た
め

の
基
礎
と
な
る
学
問
を
探
し
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
ら
れ
、ウ
ォ
ル
ト
・�

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
夢
を
抱
く
こ
と
が
実
現
の
第
一
歩
で
あ
る
。（If you 

can dream
 it, you can do it

）」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
講
演
を
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　

文
化
講
演
会

　
　
　
「
ニ
ュ
ー
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
現
在
と
未
来
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
高
等
共
創
研
究
院
教
授

�

栁　

澤　

琢　

史　

氏

　

10
月
30
日
（
水
）
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
本
校
の
文
化
講
演
会
は

毎
年
秋
に
、
各
界
で
ご
活
躍
の
著
名
人
を
お
招
き
し
て
、
生
徒
の
知
的
好

奇
心
を
喚
起
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
栁
澤
教
授
は
大
学
で
医
療

と
脳
研
究
に
携
わ
る
医
師-

研
究
者
（
M
D-

P
h
D
）
で
あ
る
。
は
じ

め
に
、
本
年
度
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
の
ジ
ョ
ン
・
J
・
ホ
ッ
プ
フ
ィ
ー
ル
ド 

（John J. H
opfield

）
氏
と
ト

ロ
ン
ト
大
学
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
E
・
ヒ
ン
ト
ン 

（Geoffrey E. H
inton

）

氏
の
研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ
、「
脳
の
仕
組
み
を
解
明
で
き
る
か
」、「
脳

の
仕
組
み
が
わ
か
れ
ば
何
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
栁
澤
教
授
は
主
に
治
療
目
的
で
、
て
ん
か
ん
な
ど
の
脳
外
科
治
療
を

受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
人
間
の
脳
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

接
続
す
る
技
術
「
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ー
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」（
B
M
I
）

の
研
究
を
さ
れ
、
侵
襲
的
な
方
法
（
外
科
手
術
を
行
い
、
脳
内
あ
る
い
は

脳
の
表
面
に
電
極
を
設
置
す
る
手
法
）
に
よ
っ
て
計
測
す
る
脳
波
を
使
っ

た
B
M
I
を
開
発
さ
れ
た
。
例
え
ば
身
体
の
す
べ
て
が
動
か
な
く
な
る
、

A
L
S
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）
の
患
者
さ
ん
が
、
脳
で
思
い
浮
か

べ
る
だ
け
で
自
ら
の
意
思
を
伝
え
た
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
て
外
界
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
技
術
で
、
最
近
は
A
I
を
用
い
る
こ
と

で
よ
り
低
侵
襲
な
方
法
で
も
実
用
的
な
脳
波
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
講
演
の
途
中
で
、
実
際
に
２
人
の
生
徒
に
演
壇
に
上
が
っ
て
も

ら
い
、
B
M
I
を
装
着
し
て
簡
単
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
を
手
を
使

わ
ず
に
「
念
じ
る
」
だ
け
で
動
か
す
実
験
を
し
た
。
画
面
に
映
し
出
さ
れ

た
「
ブ
ロ
ッ
ク
崩
し
ゲ
ー
ム
」
の
反
射
板
が
左
右
に
動
く
と
会
場
の
生
徒

か
ら
は
一
斉
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま
さ
に
、
未
来
の
医
療
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
最
先
端
を
目
の
当
た
り
に
す
る
瞬
間
で
あ
っ
た
。
今
回
の
講

演
内
容
を
理
解
す
る
に
は
高
度
な
知
識
が
必
要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験

は
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
呼
び
覚
ま

し
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
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令
和
六
年　

部
活
動

　

事
業
部
（
４
）

　
　
　

執
行
部
・
議
長
団
・
應
援
団
・
新
聞
部

　

文
化
部
（
19
）

　
　
　

�

文
芸
部
・
演
劇
部
・
映
画
制
作
部
・
物
理
部
・
化
学
部
・
生
物
研

究
部
・
数
学
研
究
部
・
写
真
部
・
コ
ー
ラ
ス
部
・
吹
奏
楽
部
・
美

術
部
・
書
道
部
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
・
華
道
部
・
茶
道
部
・

パ
ソ
コ
ン
部
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
部
・
放
送
部

　

体
育
部
（
16
）

　
　
　

�

弓
道
部
・
剣
道
部
・
柔
道
部
・
水
泳
部
・
山
岳
部
・
陸
上
部
・
野

球
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）（
女
子
）・
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

（
女
子
）・
卓
球
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
男

子
）（
女
子
）・
ラ
グ
ビ
ー
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
ヨ
ッ
ト
部
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部

　

総
合
部
（
１
）

　
　
　

文
体
総
合
部

　

�　

現
在
40
の
ク
ラ
ブ
の
下
で
現
役
生
は
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
ク

ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
修
猷
館
Ｈ
Ｐ
「
部
活
動
紹
介
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

修
猷
館
生
の
活
躍

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
福
岡
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
部
九
州
各
県

で
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
、
山
岳
部
・
弓
道�

部
・
陸
上
部
・
ヨ
ッ
ト
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
、
山
岳
部
女
子
は
昨

年
度
の
男
子
に
引
き
続
い
て
の
入
賞
（
４
位
）
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
８
月
に
岐
阜
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
で
は
、
新
聞
部
・

コ
ー
ラ
ス
部
・
書
道
部
・
文
体
総
合
部
（
囲
碁
）
が
出
場
し
、
運
動
部
・

文
化
部
と
も
に
全
国
の
舞
台
で
の
修
猷
生
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
部
が
高
文
連
福
岡
県
大
会
で
10
年
ぶ
り
と
な
る
九
州

大
会
推
薦
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
大
内
田
葉
月
（
３
年
）
が
佐
賀
県
で
行
わ

れ
た
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
旧
：
国

体
）
の
女
子
ラ
グ
ビ
ー
福
岡
県
代
表

と
し
て
優
勝
し
、
大
会
M
V
P
を

獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
野
球
部

が
九
州
地
区
高
等
学
校
野
球
福
岡
大

会
に
お
い
て
17
年
ぶ
り
と
な
る
ベ
ス

ト
４
進
出
を
果
た
し
、
準
決
勝
で
は

３
０
０
名
を
超
す
生
徒
が
応
援
に
駆

け
つ
け
る
な
ど
、
例
年
に
な
い
活
躍

や
学
校
の
盛
り
上
が
り
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
他
の
ど
の
部
活
も
、
学
業
と

の
両
立
を
図
り
な
が
ら
日
々
鍛
錬
を

重
ね
、「
文
に
武
に
」
活
躍
す
る
姿

を
見
せ
て
い
ま
す
。
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同
窓
会
の
歩
み

　

一
・
一
一　

�
役
員
会
・
学
年
幹
事
会
合
同
新
年
会
（
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
ロ

イ
ヤ
ル
福
岡
天
神　

１
１
９
名
）

	

　

二
七　

�
宮
崎
修
猷
会
（
隠
れ
里
の
懐
石
料
理
わ
ら
し
べ　

12
名　

中
神
館
長
・
上
田
幹
事
長
）

	

　

二
七
～
二
九　

ア
ジ
ア
研
修
（
台
湾
）

　

二
・　

三　

�

鹿
児
島
修
猷
会
（
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
鹿
児
島　

20
名

中
神
館
長
・
上
田
幹
事
長
）

	

　
　

六　

菁
莪
発
送

	

　

一
七　

�

大
分
修
猷
会
（
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル　

14
名　

中
神
館
長
・
津
田
会
長
・
上
田
幹
事
長
）

	

　

一
九　

修
猷
協
会
理
事
会

　

三
・　

一　

�

同
窓
会
入
会
式
（
久
保
田
相
談
役
・
上
田
幹
事
長
・
中
本

事
務
局
長　

総
会
幹
事
学
年
Ｈ
７
・
Ｈ
８　

各
３
名
）

	

　
　

二　

�

第
76
回
卒
業
式
（
３
８
９
名　

男
子
２
０
６
名　

女
子

１
８
３
名　

津
田
会
長
・
上
田
幹
事
長
・
中
本
事
務
局
長
・

大
賀
監
事
・
田
中
監
事
）

　

四
・　

九　

�

入
学
式
（
４
４
０
名 　

男
子
２
２
６
名　

女
子
２
１
４
名

津
田
会
長
・
上
田
幹
事
長
・
中
本
事
務
局
長
・
大
賀
監
事
・

田
中
監
事
）

	

　
　

九　

令
和
５
年
度
会
計
監
査

　

五
・　

九　

修
猷
協
会
臨
時
理
事
会　
（
創
立
２
４
０
周
年
特
別
助
成
）

	

　
　

九　

学
年
幹
事
会（
令
和
５
年
度
会
計
決
算
承
認　

１
０
８
名
）

	

　

二
四　

�

修
猷
館
創
立
記
念
式
典
・
記
念
講
演
（
九
州
大
学
総
長 

石
橋
達
朗
氏　

S
43
卒
）

	

　
　
　
　

卒
業
生
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー

	

　

二
五　

同
窓
会
総
会 

（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多　

９
３
２
名
）

　

六
・　

一　

�

中
京
修
猷
会
（
大
同
特
殊
鋼
健
保
会
館　

42
名　

井
地

副
校
長
・
上
田
幹
事
長
）

	

　
　

二　

�

Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
大
会
（
福
岡
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部　

和
白

コ
ー
ス　

１
４
１
名
）

	

　
　

六　

ア
メ
リ
カ
研
修
通
知
書
交
付
式
（
上
田
幹
事
長
）

	

　

一
四　

�

東
京
修
猷
会
（
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

鳳
凰
の
間　

４
４
１
名　

中
神
館
長
・
津
田
会
長
・
上
田
幹
事
長
）

	

　

一
八　

修
猷
協
会
理
事
会
・
評
議
員
会

	

　

二
九　

�

中
国
四
国
修
猷
会
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島　

37
名

中
神
館
長
・
津
田
会
長
・
中
本
事
務
局
長
）

　

七
・
一
〇
～
一
七　

�

生
徒
ア
メ
リ
カ
研
修
（
サ
ン
ノ
ゼ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

12
名
）

	

　

二
四　

�

佐
賀
修
猷
会 

（
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ　

28
名　

中
神
館
長
・

上
田
幹
事
長
）

　

九
・　

七　

大
運
動
会

一
一
・　

一　

ア
メ
リ
カ
研
修
報
告
会
（
上
田
幹
事
長
）

	

　
　

七　

応
援
歌
伝
承
会

	

　

一
六　

�

近
畿
修
猷
会
（
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪　

１
８
２
名　

井
地
副
校
長
・
西
高
辻
副
会
長
）

	

　

一
六　

沖
縄
修
猷
会
（
毬　

21
名　

中
神
館
長
・
中
本
事
務
局
長
）

	

　

二
三　

�

熊
本
修
猷
会
（
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
熊
本
城
前　

25
名　

中
神

館
長
・
津
田
会
長
）

	

　

二
三　

�

長
崎
修
猷
会
（
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル　

33
名　

大
塚
教
頭
・

上
田
幹
事
長
）

	
　

三
〇　

�

東
北
修
猷
会
（
伊
達
の
い
ろ
り
焼　

蔵
の
庄
総
本
店　

24
名　

中
神
館
長
・
上
田
幹
事
長
）

一
二
・　

六　

ア
ジ
ア
研
修
通
知
書
交
付
式
（
中
本
事
務
局
長
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日
役
員
会
（
５
月
・
８
月
・
12
月
・
１
月
を
除
く
）

※
名
簿
管
理
・
菁
莪
編
集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
・
歴
史
伝
統
伝
承
・�

　

資
料
館
運
営　

各
委
員
会　

適
宜
開
催
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役
員
会
・
学
年
幹
事
会
報
告

二
月
八
日　
（
役
員
会
）

（
１
）
学
校
か
ら　

大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

予
餞
会
・
文
化
祭
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
報
告

（
２
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
菁
莪
編
集
委
員
会　
「
菁
莪
」
発
行
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

発
送
に
関
す
る
変
更
点
説
明

　

・
資
料
館
運
営
委
員
会　

（
３
）
令
和
６
年
度
同
窓
会
総
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
４
）
支
部
総
会
報
告

　

近
畿　

11
月
11
日
（
土
）
中
神
館
長
、
津
田
会
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

　

沖
縄　

11
月
18
日
（
土
）
井
地
教
頭
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

　

東
北　

11
月
25
日
（
土
）
中
神
館
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

　

熊
本　

11
月
25
日
（
土
）
井
地
教
頭
が
参
加

　

長
崎　

12
月
９
日
（
土
）
中
神
館
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

　

宮
崎　

１
月
27
日
（
土
）
中
神
館
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

　

鹿
児
島　

２
月
３
日
（
土
）
中
神
館
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

（
５
）
そ
の
他

　

・
役
員
会
・
学
年
幹
事
会
合
同
新
年
会
報
告

　
三
月
十
四
日　
（
役
員
会
）

（
１
）
学
校
か
ら　

文
化
祭
に
つ
い
て　

文
化
祭
運
営
委
員
長
の
告
知

　
　
　
　
　
　
　

 

ア
ジ
ア
研
修　

参
加
生
徒
の
報
告

（
２
）
同
窓
会
入
会
式
に
つ
い
て　

３
月
１
日
（
金
）

（
３
）
卒
業
式
に
つ
い
て　

３
月
２
日
（
土
）　

津
田
会
長
他
４
名
出
席

（
４
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
菁
莪
編
集
委
員
会　

菁
莪
発
送
完
了
報
告

　

・
資
料
館
運
営
委
員
会　

（
５
）
令
和
６
年
度
同
窓
会
総
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
６
）
支
部
総
会
報
告

　

大
分　

２
月
17
日
（
土
）
中
神
館
長
、
津
田
会
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

審
議
事
項

（
１
）
２
０
２
５
年
同
窓
会
名
簿
に
つ
い
て

四
月
十
一
日　
（
役
員
会
）

（
１
）
学
校
か
ら　

管
理
職
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

 

文
化
祭
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

入
学
式
に
つ
い
て　

（
２
）
修
猷
館
高
校
転
退
職
職
員
へ
の
餞
別
に
つ
い
て

（
３
）
入
学
式
に
つ
い
て　

４
月
９
日
（
火
）
津
田
会
長
他
４
名
出
席

（
４
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
歴
史
伝
統
伝
承
委
員
会　

応
援
歌
伝
承
会
11
月
７
日
に
開
催

（
５
）
修
猷
協
会
理
事
会
に
つ
い
て

　
　

 

創
立
２
４
０
周
年
特
別
助
成
に
つ
い
て

（
６
）
令
和
６
年
度
同
窓
会
総
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

審
議
事
項

（
１
）
令
和
６
年
度
学
年
幹
事
会
に
つ
い
て

五
月
九
日　
（
学
年
幹
事
会
）

議
事
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（
１
）
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
（
案
）

（
２
）
会
計
監
査
報
告
並
び
に
決
算
承
認
の
件　

（
３
）�
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）
審
議
並
び
に
承

認
の
件　

（
４
）
役
員
変
更
承
認
の
件

協
議
事
項

（
１
）
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
名
簿
発
行
に
つ
い
て

そ
の
他

　

・
修
猷
協
会
よ
り

　

・
令
和
６
年
度
同
窓
会
総
会
に
つ
い
て

　
六
月
十
三
日　
（
役
員
会
）

（
１
）
学
校
か
ら　

創
立
２
４
０
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

文
化
部
発
表
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

ア
メ
リ
カ
研
修
に
つ
い
て

（
２
）
学
年
幹
事
会
報
告　

（
３
）
創
立
２
４
０
周
年
記
念
植
樹
・
式
典
・
講
演
会
報
告

（
４
）
同
窓
会
総
会
報
告　

幹
事
学
年
七
猷
会
よ
り
開
催
の
報
告
と
お
礼

（
５
）
支
部
総
会
報
告

　

中
京　

６
月
１
日
（
土
）
井
地
副
校
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

（
６
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
資
料
館
運
営
委
員
会

　

・
Ｈ
Ｐ
運
営
委
員
会

（
７
）
ア
メ
リ
カ
研
修
通
知
書
交
付
式
に
つ
い
て

　
七
月
十
一
日　
（
役
員
会
）

（
１
）
学
校
か
ら　

ア
メ
リ
カ
研
修
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
報
告　

全
国
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
　

 

運
動
会
案
内

（
２
）
支
部
総
会
報
告

　

東
京　

�

６
月
14
日
（
金
）
中
神
館
長
、
津
田
会
長
、
上
田
幹
事
長
が

参
加

　

中
国
四
国　

�

６
月
29
日
（
土
）
中
神
館
長
、
津
田
会
長
、
中
本
事
務
局

長
が
参
加

（
３
）
修
猷
協
会
理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

　
　

 

２
４
０
周
年
特
別
助
成
に
つ
い
て

（
４
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
資
料
館
運
営
委
員
会　

令
和
６
年
度
活
動
予
定

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

�

Ｈ
Ｐ
の
「
資
料
館
紹
介
ペ
ー
ジ
」
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
事
務
局
だ
よ
り
」
も
追
加

九
月
十
二
日　
（
役
員
会
）

（
１
）
学
校
か
ら　

ア
メ
リ
カ
研
修
報
告　

参
加
生
徒
よ
り
報
告

　
　
　
　
　
　
　

 �

平
成
30
年
卒
瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
が
パ
リ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
柔
道
（
弱
視
）
で
金
メ
ダ
ル
獲
得

　
　
　
　
　
　
　

 

運
動
会
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
報
告　

全
国
大
会
出
場

（
２
）
支
部
総
会
報
告

　

佐
賀　

７
月
24
日
（
水
）
中
神
館
長
、
上
田
幹
事
長
が
参
加

（
３
）
総
会
幹
事
学
年
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て　

　
　

 

平
成
７
年
卒
七
猷
会
か
ら
平
成
８
年
卒
平
八
会
へ

　
　

 

※
平
成
９
年
卒
九
猷
会　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

（
４
）
各
種
委
員
会
か
ら
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・
資
料
館
運
営
委
員
会

　

・
菁
莪
編
集
委
員
会　

学
年
一
口
ア
ン
テ
ナ
の
寄
稿
依
頼

　

・
名
簿
管
理
委
員
会　

名
簿
発
行
に
つ
い
て

そ
の
他

　

・
瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
（
平
成
30
年
卒
）
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
告

　

・
支
部
総
会
開
催
予
定　

十
月
十
日　
（
役
員
会
）

〇
修
猷
資
料
館
見
学

（
１
）
学
校
か
ら　

瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
金
メ
ダ
ル
報
告
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

文
化
講
演
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

「
修
猷
フ
ェ
ス
ト
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

２
年
生
研
修
旅
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
報
告　

全
国
大
会
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

（
２
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
資
料
館
運
営
委
員
会　
　
　
　
　

　

・
菁
莪
編
集
委
員
会　

学
年
一
口
ア
ン
テ
ナ
の
寄
稿
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
活
動
の
周
年
行
事
の
情
報
提
供
依
頼

　

・
歴
史
伝
統
伝
承
委
員
会　

応
援
歌
伝
承
会
に
つ
い
て

　

・
名
簿
管
理
委
員
会　

名
簿
広
告
に
つ
い
て

（
３
）
総
会
当
番
学
年
（
平
八
会
）
か
ら

審
議
事
項

（
１
）
令
和
８
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
日
程
に
つ
い
て

　
　

 

開
催
案　

令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）

　
　

 　
　
　
　

福
岡
国
際
会
議
場
（
博
多
区
石
城
町
）

　
　

 

幹
事
学
年
：
平
成
９
年
卒
九
猷
会

そ
の
他

（
１
）
名
簿
内
容
の
確
認
に
つ
い
て

（
２
）
支
部
総
会
開
催
予
定

（
３
）
令
和
７
年
役
員
会
・
学
年
幹
事
会
合
同
新
年
会
の
開
催
予
定

（
４
）「
瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
祝
う
会
」
開
催
案
内

十
一
月
十
四
日　
（
役
員
会
）　　

（
１
）�

学
校
か
ら　

�

２
０
２
４
年
度
県
教
育
文
化
表
彰
（
学
校
教
育
部
門
）

中
神
智
文
館
長
受
賞

　
　
　
　
　
　
　

 

ア
メ
リ
カ
研
修
報
告
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

修
猷
フ
ェ
ス
ト
・
出
前
授
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

応
援
歌
伝
承
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

ア
ジ
ア
研
修
通
知
書
交
付
式
に
つ
い
て

（
２
）
各
種
委
員
会
か
ら

　

・
資
料
館
運
営
委
員
会　

活
動
報
告

　

・
菁
莪
編
集
委
員
会　

学
年
一
口
ア
ン
テ
ナ
の
原
稿
提
出
の
お
願
い

　

・
歴
史
伝
統
伝
承
委
員
会　

11
月
７
日
（
木
）
に
応
援
歌
伝
承
会
開
催

　

・
名
簿
管
理
委
員
会　

名
簿
発
行
に
つ
い
て

（
３
）
令
和
７
年
度
同
窓
会
総
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
４
）
そ
の
他

　

・「
瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
祝
う
会
」
開
催
報
告

審
議
事
項

（
１
）
常
任
幹
事
の
交
代
に
つ
い
て

　
　

 
平
成
15
学
年
：
田
元 

有
紀
さ
ん　

→　

河
野 

理
恵
さ
ん

そ
の
他

　

・
役
員
会
・
学
年
幹
事
会 

合
同
新
年
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

日
時
：
令
和
７
年
１
月
９
日
（
木
）
19
時
開
始

　
　

場
所
：
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
福
岡
天
神
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卒　年 済 人員 終身会費 人員 年会費
昭　15 93 0 0 0 0
　　16 121 0 0 0 0
　　17 142 0 0 0 0
　　18 159 0 0 0 0
　　19 126 0 0 0 0
20（5） 131 0 0 0 0
20（4） 124 0 0 0 0
21・22 156 0 0 0 0
23・24 241 0 0 0 0
　　25 194 0 0 0 0
　　26 208 0 0 0 0
　　27 268 0 0 2 4,000
　　28 269 0 0 0 0
　　29 248 1 20,000 1 2,000
　　30 253 0 0 0 0
　　31 243 0 0 2 4,000
　　32 263 1 20,000 4 8,000
　　33 279 0 0 2 5,000
　　34 264 0 0 1 2,000
　　35 261 0 0 3 6,000
　　36 275 0 0 2 4,000
　　37 249 0 0 8 16,000
　　38 238 1 20,000 2 4,000
　　39 201 1 20,000 9 18,000
　　40 272 0 0 5 10,000
　　41 332 2 40,000 9 18,000
　　42 309 1 20,000 4 8,000
　　43 333 0 0 2 4,000
　　44 297 1 20,000 5 10,000
　　45 310 0 0 6 12,000
　　46 271 1 20,000 1 2,000
　　47 290 1 20,000 1 2,000
　　48 249 1 20,000 2 4,000
　　49 286 2 40,000 4 8,000
　　50 290 1 20,000 3 6,000
　　51 312 2 40,000 0 0
　　52 247 1 20,000 1 2,000
　　53 222 0 0 1 2,000
　　54 241 1 20,000 1 2,000
　　55 243 0 0 1 2,000
　　56 268 3 60,000 4 8,000
　　57 240 1 20,000 1 2,000
　　58 256 2 40,000 2 4,000
　　59 413 0 0 0 0
　　60 381 0 0 0 0

令和５年度　同窓会会費入金状況
令和５. ４. １〜令和６. ３. 31

卒　年 済 人員 終身会費 人員 年会費
　　61 394 0 0 0 0
　　62 394 0 0 0 0
　　63 424 0 0 0 0
平　1 370 0 0 0 0
　　2 407 0 0 0 0
　　3 425 0 0 0 0
　　4 441 0 0 0 0
　　5 396 0 0 0 0
　　6 436 0 0 0 0
　　7 449 0 0 0 0
　　8 484 0 0 0 0
　　9 438 0 0 0 0
　　10 429 0 0 0 0
　　11 432 0 0 0 0
　　12 394 0 0 0 0
　　13 389 0 0 0 0
　　14 396 0 0 0 0
　　15 397 0 0 0 0
　　16 402 0 0 0 0
　　17 398 0 0 0 0
　　18 397 0 0 0 0
　　19 390 0 0 0 0
　　20 390 0 0 0 0
　　21 390 0 0 0 0
　　22 390 0 0 0 0
　　23 397 0 0 0 0
　　24 393 0 0 0 0
　　25 435 0 0 0 0
　　26 402 0 0 0 0
　　27 399 0 0 0 0
　　28 433 0 0 0 0
　　29 433 0 0 0 0
　　30 398 0 0 0 0
　　31 427 0 0 0 0
令　2 436 0 0 0 0
　　3 392 0 0 0 0
　　4 433 0 0 0 0
　　5 434 0 0 0 0
合　計 26,732 24 480,000 89 179,000
卒 業 生 会 費 計 659,000
通　信 42,000
定　時 30,000
卒業生終身会費年会費合計 731,000
令 ６ 年 卒 業 生 終 身 会 費 389 7,780,000
総 合 計 8,511,000
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第３章　　学年幹事
　第９条　学年幹事は全日制各年次３名以内（定時制・通信制は若干名）を選任し、本会に
　　　　　報告する。
　第10条　学年幹事は学年幹事会を構成し、その付託事項を処理する。

第４章　　会　　議
　第11条　総会
　　定期総会は原則として毎年５月30日（母校創立記念日）に会長が招集し、役員の選任・
　　予算・決算・規約改正およびその他の会務報告を行う。
　２．臨時総会は会長が必要と認めた場合、会長が招集する。
　第12条　学年幹事会
　　学年幹事会は学年幹事をもって組織し、役員の選任・予算・決算・規約改正、その他会
　　務執行に必要な重要事項を審議決定する。
　２．定期学年幹事会は原則として毎年５月の第２木曜日に会長が招集する。
　３．臨時学年幹事会は会長が必要と認めた場合、会長が招集する。
　４．学年幹事会の議決は出席者の過半数によってこれを決する。
　第13条　役員会
　　役員会は役員をもって組織し、予算・決算・規約改正案の作成および会務執行に必要な
　　事項を審議し処理する。
　２．会長は随時必要なときにこれを招集し、議長となる。
　３．役員会の議決は出席者の過半数によってこれを決する。

第５章　　組　　織
　第14条　委員会
　　本会は会務執行にあたり、必要な場合に委員会を設置することができる。
　第15条　事務局
　　本会に事務局を置き、事務局長１名、事務局次長１名および事務職員若干名をおくもの
　　とする。
　第16条　支部
　　本会は遠隔地の会員との連絡を密にするため、必要な地に支部を置くことができる。
　２．支部の結成は代表者の申し出により、役員会の承認を受ける。
　３．支部の運営は各支部の定めるところとする。
  
第６章　　会計および庶務
　第17条　本会の経費は会費および寄付金および運用収入をもって充てる。
　第18条　本会の会費は終身会費20,000円、年会費2,000円および特別会費とする。
　第19条　本会の会計年度は４月１日より翌年３月31日とする。
　第20条　本会は一般財団法人修猷協会の運営管理に関しての権利は相応に保有するものと
　　　　　する。

第７章　　補　　則
　第21条　本会会務の処理に必要な細則は別に定める。
　第22条　本会則は昭和43年５月30日より施行する。
　　　　　昭和49年５月30日一部改正。
　　　　　昭和53年５月30日一部改正。
　　　　　昭和55年５月30日一部改正。
　　　　　昭和59年５月30日一部改正。
　　　　　平成21年５月30日一部改正。
　　　　　平成27年５月30日一部改正。
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第１章　　総　　則
　第１条　本会は修猷館同窓会と称する。
　第２条　本会は事務局を福岡市早良区西新3-12-14：修猷館同窓会館内に置く。
　第３条　本会は会員相互の親睦を深め、母校の発展に寄与することを目的とし、次の事業
　　　　　を行う。
　　１）会員名簿の発行
　　２）同窓会誌「菁莪」の発行
　　３）創立記念事業
　　４）その他必要な事業
　第４条　本会は次の会員によって組織する。
　　１）通常会員
　　　イ）福岡県立中学修猷館卒業生
　　　　　福岡県中学修猷館卒業生
　　　ロ）福岡県立高等学校修猷館卒業生
　　　　　福岡県立修猷館高等学校卒業生
　　　ハ）上記の学校に在籍した者で入会を希望する者
　　　ニ）福岡県立修猷館高等学校定時制卒業生
　　　ホ）福岡県立修猷館高等学校通信制卒業生
　　２）特別会員
　　　　上記学校の教職員および旧教職員
　　３）準会員
　　　　福岡県立修猷館高等学校在校生

第２章　　役　　員
　第５条　本会に次の役員を置く。
　　　　　会　　長　　　１名　　副 会 長　　若干名　　名誉会長　　　１名
　　　　　常任幹事長　　１名　　事務局長　　　１名　　監　　事　　　２名
　　　　　常任幹事　　全日制各年次　１名（40名以内）
　　　　　定時制・通信制　　　　　若干名
　　　　　相 談 役　　　１名　　顧　　問　　若干名
　第６条　本会役員の選任は次のとおりとする。
　　１）会長・副会長および監事は通常会員中より役員会において選出し、学年幹事会の承
　　　　認を得る。
　　２）名誉会長は母校館長とする。
　　３）常任幹事は、原則として卒業後17～56年次および定時制・通信制会員より選出し、
　　　　学年幹事会の承認を得る。
　　４）常任幹事長は常任幹事中より会長が委嘱する。
　　５）上記以外の役員は通常会員中より会長が委嘱する。
　第７条　役員は次の任にあたる。
　　１）会長は本会を代表し、会務を総括する。
　　２）副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその代理をする。
　　３）常任幹事長は会長の意を受け、円滑な会務の運営にあたる。
　　４）事務局長は金銭の収支、会費の徴収、議事録の作成その他本会事務一般にあたる。
　　５）監事は会計事務を監査する。
　　６）常任幹事は本会の会務を執行処理する。
　　７）名誉会長、相談役および顧問は本会の諮問に応じる。
　第８条　本会役員の任期は２年とする。ただし、重任を妨げない。

修猷館同窓会会則
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　修猷館同窓会（以下「当会」という）は、当会が取得し取扱う会員の個人情報の保護が重
要な責務であることを認識し、以下のとおり個人情報保護方針を定め、これを遵守します。

１．当会が取得する個人情報について
　当会が取得する会員の個人情報は以下のとおりです。
　�　氏名・性別・住所・電話番号・メールアドレス・勤務先または在学校名・勤務先ま
たは在学校の電話番号・卒業年・最終学歴

２．個人情報の利用目的について
　ご提供いただいた情報は機密扱いとし、会員の管理、会報等の送付および同窓会名簿
の発行・送付を含む同窓会（支部を含む）の各種事業に役立てる目的のみに使用します。

３．個人情報の取得方法について
　当会における個人情報の取得は、以下の方法によることとします。
①当会事務局から会員本人または常任幹事もしくは学年幹事へ提供依頼する方法
②会員本人の家族または他の会員から間接的に事務局へご連絡いただく方法
③会員本人から直接事務局へご連絡いただく方法

４．個人情報の管理について
　当会では、個人情報を正確かつ最新の状態に保ち、不正アクセス・紛失・破壊・改ざ
ん・漏洩または再提供（「６．個人情報の第三者への情報提供について」に記載する場
合を除きます）などのないように、適切な管理を実施いたします。また、個人情報の処
理を外部に委託する場合は、個人情報を適正に取り扱っている委託先を選定し、契約等
を通じて、必要かつ適切な監督を行います。

５．個人情報の開示・訂正・利用停止について
　会員本人が自己の個人情報について、開示、訂正及び利用停止を求める権利を有して
いることを確認し、これらの要求がある場合には、会員本人からの請求であることを確
認の上、速やかに対応します。

６．個人情報の第三者への情報提供について
　当会は、会員本人の同意を得た場合以外は、他の会員、同窓会支部以外の第三者に提
供を行いません。ただし、当会が事業を行うために業務（同窓会名簿の作成、「菁莪」
の発行等を含むがこれに限らない）を委託する外部業者に対し提供する場合、警察や裁
判所等の公的機関から法律に基づく手続において照会を受けた場合、同窓会の権利や財
産等を保護するため必要と認められる場合および人命・身体・財産等に対する緊急の必
要性がある場合は除きます。

７．個人情報管理責任者の配置について
　個人情報を取り扱う責任者を置き、適切な管理を行います。
　管理責任者は、事務局長とします。

８．お問い合わせ
　当会の個人情報保護方針に関する、ご意見、ご質問、苦情の申出その他個人情報の取
扱いに関するお問い合わせは、以下の窓口にご連絡ください。
　修猷館同窓会　事務局
　　住所：〒814-0002　福岡県福岡市早良区西新3-12-14
　　TEL：092-821-0663　FAX：092-821-0672
　　Email：jimukyoku＠shuyukan-dosokai.com

９．法令等の遵守・個人情報保護方針の改定
　当会では、法令等に従った個人情報の管理、利用を行います。当会では、法令等の変
更に合わせるため、個人情報の保護をより確かなものとするため、またはその他の理由
により、個人情報保護方針を改定することがありますので、定期的に個人情報保護方針
のご確認をしていただきますようお願いいたします。

10．制定日
制定日：令和５年10月12日

� 修猷館同窓会

修猷館同窓会　個人情報保護方針
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【会員登録内容の確認について】
　登録内容に変更がありましたら、下記の要領で同窓会事務局にご連絡ください。
　[登録項目]
①氏名（旧氏名）　②最終学歴　③自宅住所・電話番号　④勤務先名・電話番号
※�登録できる住所は、１会員につき１箇所としています。国外への『菁莪』の郵送は�
いたしかねますので、郵送希望の方は国内の連絡先をご登録ください。

※登録内容の確認は、同窓会名簿をご活用ください。
　[変更のご連絡について]
変更のご連絡は、メール・FAX・郵送にてお願いします（卒業年次を必ずご記入ください）。
ご家族の方にお願いですが、会員ご本人様が亡くなられている場合は事務局までご連絡
ください。

【会費納入のお願い】
　終身会費の納入がお済みでない会員に、郵便局用「払込取扱票」を同封しております。
　終身会費または年会費いずれかの納入をお願いいたします。
　[同窓会費]　

①終身会費　20,000円（１回限り）　②年会費　2,000円（毎年納入）
　[納入方法]　①②のいずれかの方法で納入ください。
①銀行振込（振込手数料のご負担をお願いします）　
・福岡銀行　西新町支店　普通預金1094481
・西日本シティ銀行　西新町支店　普通預金1544288
・ゆうちょ銀行　一七九店（イチナナキュウ店）　当座預金0008320
　口座名義（共通）：修猷館同窓会（シュウユウカンドウソウカイ）
※振込の際は、ご依頼人の記載を「卒業年次＋氏名」 としてください。
　（例）「S61シュウユウケンジ」「H７ニシノミソラ」
②郵便局での払込み（同封「払込取扱票」利用の場合、手数料同窓会負担）
　「払込取扱票」に必要事項を記入して払込みをお願いします。

☆ 修猷館同窓会事務局 ☆　（受付時間：月～金　10:00 ～ 16:00）
〒814-0002　福岡市早良区西新3-12-14　
TEL：092-821-0663　FAX：092-821-0672
メールアドレス：jimukyoku@shuyukan-dosokai.com
◎ホームページURL： https://shuyukan-dosokai.com/� 詳細はこちらから⇨ 　　　　　

☆　同窓会事務局だより　☆

【修猷館への寄附のお願い】
　修猷館同窓会は、一般財団法人修猷協会を通じて長年にわたり修猷生の海外研修�
旅行への助成や学校活動・教育環境整備に関する助成を行ってきました。（次頁「修猷
協会活動報告」ご参照）
　これまでは修猷協会独自の事業収益から助成してきましたが、必要な費用は増え�
続けています。「世の為人の為」に代表される修猷館教育を今後も展開するためには、
皆様からのご支援ご協力が必要です。助成事業の取り組みにご賛同をいただき、ご支援
を賜りますようお願い申し上げます。
　◆寄附の方法　下記銀行口座に振込みをお願いします。振込手数料はご負担ください。
　・福岡銀行　西新町支店　普通預金 74436
　　口座名義：一般財団法人修猷協会　　ザイ）シュウユウキョウカイ
　◆税制上の優遇措置
　　�一般財団法人修猷協会への寄附金は、税額控除が認められる指定寄附金となりま
せん。

※ご寄附いただく場合は、寄附者の確認などのため事前に下記までご連絡ください。
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令和５年度 一般財団法人修猷協会活動報告
（令和５年４月１日 ～ 令和６年３月31日）

【修猷協会とは？】
　修猷館高校の教育の充実向上を助成し、将来社会に貢献できる人材を育成・輩出すること
を目的に設立され、同窓会、学校、PTAが協力して運営している法人です。具体的には生
徒の海外研修旅行への助成や生徒の学校活動・教育環境整備に関する助成を行っています。

１．令和５年度事業報告（公益目的支出実施報告）
 （1）海外研修旅行への助成　助成額：500万円（アメリカ研修450万円、台湾研修50万円）
 （2）生徒の学校活動・教育環境整備に関する助成　助成額計：500万円
　　①文化祭活動　30万円　②運動会活動　100万円　③部活動遠征費　150万円　
　　④施設設備・備品等の整備　220万円

２．資産・収支の概要
　令和６年３月末の資産合計は約７億６千万円であり、そのうち同窓会館の土地建物、学
校グラウンド人工芝などの資産を差し引いた約３億円及び同窓会館１階部分のローソンへ
の賃貸や駐車場による収入が助成事業の原資となります。
　令和５年度の収支は、同窓会館１階部分のローソンへの賃貸や駐車場による収入など合
計で2,350万円の収入、上記助成額1,000万円を含んだキャッシュベースの費用は2,140万円
でした。

３．役員（理事・監事）及び評議員の状況
 （1）理事10名（同窓会６名、学校２名、PTA２名）
　　・同窓会：�津田純嗣（S44）大賀啓史（S46）田中雅美（S50）上田英友（S55）
　　　　　　　中本純徳（S61）大野慶樹（S63）
　　・学校：館長、事務長　・PTA：相談役、会長
 （2）監事２名（同窓会２名）菊池武彦（S49）三戸宗一郎（Ｈ２）
 （3）評議員12名（同窓会６名、学校２名、PTA４名）
　　　・同窓会：久保田勇夫（S36）西高辻信良（S47）谷川浩道（S47）佐伯拓史（S56）
　　　　　　　　福泉忠興（S59）石橋顕（H４）
　　　・学校：副校長、教頭　・PTA：副会長３名、他１名

４．今後の課題とお願い
　物価高騰による施設設備・備品の整備費用の増加や海外研修旅行費用の高騰に伴い参加
生徒の負担が年々増えていることを考えれば、学校への助成増額が今後の検討課題です。
また将来的な周年事業への特別助成、同窓会館の大規模修繕工事、グラウンド人工芝の張
替えなど、必要な費用は増え続けていきます。修猷協会の趣旨と助成事業の取り組みにご
理解とご賛同をいただき、寄付金等を含めた皆さまのご支援をよろしくお願いいたします。
※前頁「同窓会事務局だより」の【修猷館への寄附のお願い】をご覧ください。
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人

遠
座　

俊
明
（
Ｓ
52
卒
）

北
九
州
修
猷
会
会
長

津
田　

純
嗣
（
Ｓ
44
卒
）

佐
賀
修
猷
会
会
長

駒
井　

英
基
（
Ｓ
49
卒
）

長
崎
修
猷
会
会
長

中
牟
田
真
一
（
Ｓ
41
卒
）

大
分
修
猷
会
会
長

井
上　

正
文
（
Ｓ
44
卒
）

熊
本
修
猷
会
会
長

井
上　

昌
治
（
Ｓ
51
卒
）

宮
崎
修
猷
会
会
長

南
嶋　

洋
一
（
Ｓ
29
卒
）

鹿
児
島
修
猷
会
会
長

福
田　

健
夫
（
Ｓ
28
卒
）

沖
縄
修
猷
会
会
長

國
吉　

妙
子
（
Ｓ
44
卒
）

東
北
修
猷
会
会
長

工
藤　

砂
織
（
Ｓ
56
卒
）

中
国
四
国
修
猷
会
会
長

河
野　
　

浩
（
Ｓ
46
卒
）

　
　

あ  

と  

が  

き

　

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
５
月
の
同
窓
会
総
会
懇
親
会
は
何
の
制
限
も
な
く
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
１
年
延
期
し
て
無
観
客
で
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
か
ら
３
年
が
経
過
し
て
開
催
さ
れ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
会

場
全
体
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様
子
が
テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
も
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
歓
喜
の
中
に
も
多
く
の
館
友
が
い
た
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
特
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
瀬
戸
勇
次
郎
さ
ん
の
ご
活
躍
は
同
窓
生
と
し
て
も
誇
ら
し
く
嬉
し
い

限
り
で
す
。
瀬
戸
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

今
回
も
菁
莪
発
行
に
あ
た
り
、
各
方
面
、
各
世
代
の
同
窓
生
か
ら
素
晴
ら
し
い
原
稿
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
各
支
部
修
猷
会
の
報
告
に
加

え
て
、
学
年
ご
と
の
卒
業
周
年
同
窓
会
や
節
目
同
窓
会
の
楽
し
い
報
告
も
た
く
さ
ん
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
菁
莪
に
は
今
年
開
催
予
定
の
部
活
動
周
年
行
事
の
お
知
ら

せ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
私
た
ち
は
顔
を
合
わ
せ
会
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
と
同
時
に
、
そ
の
場

に
い
な
く
て
も
繋
が
る
方
法
も
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
窓
生
の
様
々
な
思
い
や
同
窓
会

の
活
動
、
修
猷
館
の
現
在
の
様
子
を
掲
載
し
て
毎
年
発
行
さ
れ
る
同
窓
会
誌
菁
莪
。
こ
の
菁
莪

が
母
校
へ
の
懐
か
し
い
思
い
や
青
春
の
振
り
返
り
、
館
友
を
繋
ぐ
き
っ
か
け
と
な
り
、
皆
様
の

心
を
少
し
で
も
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
回
の
菁
莪
は
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
、
そ
し
て
次
号
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
菁
莪
の
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
編
集

委
員
一
同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

や
よ
し
記

顧

問

波
多
野
聖
雄
（
Ｓ
26
卒
）

〃

出
光　

芳
秀
（
Ｓ
31
卒
）

相

談

役

久
保
田
勇
夫
（
Ｓ
36
卒
）

名

誉

会

長

中
神　

智
文
（
館　

長
）

会

長

津
田　

純
嗣
（
Ｓ
44
卒
）

副

会

長

等　
　

健
次
（
Ｓ
45
卒
）

〃

西
高
辻
信
良
（
Ｓ
47
卒
）

〃

谷
川　

浩
道
（
Ｓ
47
卒
）

常
任
幹
事
長

上
田　

英
友
（
Ｓ
55
卒
）

事

務

局

長

中
本　

純
徳
（
Ｓ
61
卒
）

常

任

幹

事

麻
生　

俊
郎
（
Ｓ
44
卒
）

〃

森
下
七
百
枝
（
Ｓ
45
卒
）

〃

鞍
垣　

吉
政
（
Ｓ
47
卒
）

〃

黒
木　
　

篤
（
Ｓ
48
卒
）

〃

小
柳　

有
美
（
Ｓ
49
卒
）

〃

半
田　

敦
士
（
Ｓ
51
卒
）

〃

作
間　
　

功
（
Ｓ
52
卒
）

〃

堤　
　

勝
也
（
Ｓ
53
卒
）

〃

菊
池　

政
道
（
Ｓ
54
卒
）

〃

佐
伯　

拓
史
（
Ｓ
56
卒
）

〃

田
中　
　

徹
（
Ｓ
57
卒
）

〃

弥
吉　

祐
子
（
Ｓ
58
卒
）

〃

福
泉　

忠
興
（
Ｓ
59
卒
）

〃

中
村　

成
克
（
Ｓ
60
卒
）

〃

松
本　

一
範
（
Ｓ
62
卒
）

常

任

幹

事

大
野　

慶
樹
（
Ｓ
63
卒
）

〃

今
泉　
　

忠
（
Ｈ
１
卒
）

〃

三
戸
宗
一
郎
（
Ｈ
２
卒
）

〃

花
田
由
理
子
（
Ｈ
３
卒
）

〃

石
橋　
　

顕
（
Ｈ
４
卒
）

〃

能
見　

信
二
（
Ｈ
５
卒
）

〃

党　
　
　

智
（
Ｈ
６
卒
）

〃

池
下　
　

智
（
Ｈ
７
卒
）

〃

平
田　

将
彦
（
Ｈ
８
卒
）

〃

峰　
　

雅
紀
（
Ｈ
９
卒
）

〃

村
上　
　

弘
（
Ｈ
10
卒
）

〃

梅
北　

拓
郎
（
Ｈ
11
卒
）

〃

松
尾　

光
泰
（
Ｈ
12
卒
）

〃

赤
司　

雅
之
（
Ｈ
13
卒
）

〃

中
村　

道
彦
（
Ｈ
14
卒
）

〃

河
野　

理
恵
（
Ｈ
15
卒
）

〃

川
嵜　

耕
大
（
H
16
卒
）

〃

青
木　

仁
敬
（
Ｈ
17
卒
）

〃

稲
留　

慶
司
（
Ｈ
18
卒
）

〃

矢
野　

恵
奈
（
Ｈ
19
卒
）

〃

進
藤　

靖
子
（
通
58
卒
）

〃

香
野　

信
儀
（
定
34
卒
）

監

事

大
賀　

啓
史
（
Ｓ
46
卒
）

〃

田
中　

雅
美
（
Ｓ
50
卒
）



前　　　売　８,０００円
当　　　日　９,０００円
令和７年卒　２,０００円

チケットお問い合わせ先
平成８年卒 平八会
TEL 070-8595-0379
hei8kai2025soukai.info@gmail.com

ホテルオークラ福岡へ地下鉄をご利用の際は、
中洲川端駅で下車し川端口改札から出て6番出口方面へ
お進みください。

O Bゴルフ大会

会 

場
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

日 

時
：
２
０
２
５
年
５
月
24
日（
土
）／
18
時

令和７年度修猷館同窓会総会の幹事学年を務めます
平成８年卒・平八会です。今年のキャッチフレーズ
「みんなにこ２５修猷力　　大‼」には、2025年の
２５（にこ）を取り入れました。ご来場の皆さまが
「にこにこ」と笑顔になっていただける会とする
ために準備を行っております。
一人でも多くの館友の皆さまに集まっていただき、
「修猷パワー」を感じていただけるような素敵な会
となるよう努めてまいります。皆さまのご来場を
心よりお待ちしております。
　　令和７年度修猷館同窓会総会実行委員長　高平 良

２０２５年６月１日（日）
福岡カンツリー倶楽部　和白コース

∞パワーに こ
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発
行
者
　

修
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福
岡
市
早
良
区
西
新
三
丁
目
十
二
―
十
四

　
　
　
　

電　

話
（
〇
九
二
）
八
二
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六
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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〇
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八
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一
―
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六
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二

　
　
　

　
　
　

代
表
者
　

津
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純
嗣

　
　
　

発
行
日
　

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　

編
集
者
　

菁
莪
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

拓
史
・
森
下
七
百
枝

　
　
　
　
　
　
　

鞍
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吉
政
・
小
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有
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勝
也
・
弥
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祐
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石
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顕
・
河
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理
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矢
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恵
奈

　
　
　

印
　

刷
　

祥
文
社
印
刷
株
式
会
社
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